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    第一章　世界財閥


    



    　――死にたい。いや、死のう。


    　部屋の隅に体育座りで腰を下ろした俺は、生まれてはじめてそんなことを思った。ここでこうして、もう三時間は経っただろうか。


    　夕方を過ぎた俺の部屋の中は薄暗い。今の気分にはピッタリだ。


    　今日のアクアス・立たち花ばな社長との一戦で、人類を沈黙させてしまった。世界中に恥をさらしてしまったのだ。


    　俺の記者会見の席上、とつぜん割り込んできた立花社長。


    　生放送もされていたため、マスコミや視聴者のイメージを気にして会見への参加を俺は許した。そして、俺と立花社長の討論会に発展してしまったのだ。


    　立花社長は、売上九三〇〇億円の日本最大の衣料チェーン、東とう証しよう一部上じよう場じよう企業アクアスの代表取とり締しまり役やくである。経済界では有名な人物で、全国的な知名度を誇るアクアスを一代で築き上げた大実業家なのだった。


    　事業家として今をときめく五一歳と、たかだか高校一年一六歳の一騎打ちである。真っ向勝負の討論などできるはずがない。


    　それでも俺は、なんとしてもあの討論に勝たなくてはならなかった。『おりおんクローズ』を成功させることができなければ、〝革命部グループ〟には死が待っている。『おりおんクローズ』は、買収したばかりの速はや水み半導体工業で新しく開始した事業で、自分ごのみにカスタマイズした服をオンラインで購入できるサービスだ。正式名称は『おりおりオンラインクローズ』――これを略して『おりおんクローズ』である。


    『おりおんクローズ』の利用者数は予測を大きく下回っていたため、いまだ赤字を解消できていない。積極果か敢かんな広報戦略を打たなくては破滅するしかないのだが、俺たちに打てる手は多くなかった。だからこそ、アクアスの買収を成なし遂とげ、そのチェーン店網と『おりおんクローズ』が事業提てい携けいすることで一発逆転を図らなくてはならない。立花社長との一戦は是ぜが非ひでも勝たなくてはならなかったこと。


    　買収に成功しなければ、莉り音おんや沙さ織おりにまで多大な迷惑がおよんでしまう。俺たちが生きるか死ぬかの戦いなのだ。そしてアクアスのＴＯＢ（株式公開買い付け。ある会社の経営権を取得するために、株買い付けに関する情報を公表して、不特定多数の株主から株式市し場じよう外で株式等を買い集める制度）は、今日の一騎打ちが天てん王のう山ざんだった。


    　それなのに俺は……。


    



    「革命部は、日本政府を転てん覆ぷくします！　私たちが日本国家、ひいては世界の旧きゆう態たい依い然ぜんとした国国へ引いん導どうを渡してやるのです！　そして最終目標はズバリ、次世代の国家を創り上げること！　革命部が、あたらしい国家像を創ってみせます！　いや、創らなくてはならないのです！」


    



    「革命部が創るもの。それは、ただの国ではありません。世界を革命し、あたらしい人類の未来を創るのです。なにかに支配されない社会。綿めん々めんと続く争いの歴史からの脱却。機能不全に陥おちいった世界をいちどリセットしましょう！　世界中の政府を転覆してやるんです！　そして革命部が、みなさんにあたらしい時代を提供いたします！　もちろん提供は無料ですからご安心ください！」


    



    　全世界の人が聞いたのだ。


    　思い出しただけで死にたい……。


    　討論に完敗し、最後の宣言で世界中を沈黙させ、墓ぼ穴けつを掘ってしまった。


    　思い出しただけで悶もん絶ぜつ死しもの。無心になろうとするほどに、頭は今日の大失敗のことだけで満たされる。


    　あのとき、立たち花ばな社長が記者会見に割って入ってくるのを断れば、印象は悪くなる。だが、ほんの少しの恥で済んだはずだった。スピーチの原稿も用意できていたし、記者がしてきそうな質問にも、事前に対応するような答えを考えていたのだ。それなのに流されるまま、頭が真っ白になって、用意していた台本も消し飛び、リズムが崩れていって……。


    　――最悪だ。


    　切せつ腹ぷくしたい。今すぐに。せめて……介かい錯しやくは莉り音おんに……。


    　そんなことを考えていると――。


    　コンコン、と部屋の扉とびらがノックされた。


    　母さんだろうか。入ってこないでほしい。


    　俺は無言のまま動かず、その場に縮ちぢこまっていた。


    　誰にも会いたくない。


    　もう一度ノック。


    　そんな音すら聞きたくなくて、俺は膝ひざに頭をうずめた。


    　カチャリ、と静かに、ゆっくり扉がひらく。


    「巳み継つぐ……」


    　沙さ織おりの声だ。俺は沈黙で応える。


    「……」


    　薄うす闇やみの中、沙織がしずしずと近づいてくるのが感じ取れた。


    　俺は顔をうずめたままだったから、沙織は俺の前に立ちつくしたまま。


    　やがて沙さ織おりが口を開く。


    「テレビ見た。堂々としててリッパだったよ」


    「ごめん沙織……今は、ひとりにしてくれないか？」


    「……落ち込むことないよ。巳み継つぐにしかできないことだと思うから……」


    「お世せ辞じはやめてくれ！」


    　俺は言葉を荒らげた。


    　ひどい言いぐさだとわかってる。だからこそ、余計にみじめな気持ちになっていく。


    　逃げ出したかった。世界中に顔を知られた俺は、もうどこにも逃げ出せる場所なんてない。それでも、どこか遠い世界へ旅立ってしまいたかった。


    「帰ってくれ」


    　そう言っても、沙織は立ち去るそぶりを見せなかった。


    「頼むから今日は帰ってくれ！　ひとりになりたいんだ！」


    　しかし沙織は、俺の前にしゃがみ込んで来た。


    　ふと顔を上げる。


    　すぐ間近に沙織が迫ってきて、俺はびっくりした。そのまま俺の頭を抱かかえ込むようにして、抱きしめてくれる。


    「私じゃ……巳継の力になれないかな……？」


    　沙織は腕に力を込めた。


    「いつも巳継に助けてもらってばかりだから……。今度は私が助けになりたいの」


    　沙織の暖かい体温を感じ取った。


    　呆あつ気けに取られて、俺はなされるがまま。


    　驚いたせいだろうか。さっきまでの苦悩はいくぶん和やわらいだ。


    　そのまま力を抜いて沙織に身を預けた。


    　なんだか……こうしてもらうのも悪くない。少なくとも今この瞬間だけは、嫌いやなことを忘れられる。俺は静かにまぶたを閉じた。


    「気を遣つかわせちまった……。来てくれてありがとう……」


    「私には巳継だけだから。他にはなんにもいらないんだよ」


    　そう言って、沙織はさらに腕に力を込めてくる。


    「大丈夫。私、何があっても、ずーっと巳継と一緒だからね。世界中が敵に回ったって、私は味方なんだから」


    「沙織……」


    　胸に顔をうずめながら、俺も沙織の背に手を回し、抱きしめた。


    「うん……」


    　お互い無言。


    　薄うす闇やみが心地いい。ずっとこのままでいたかった。


    　ふいに――。


    　ドタドタと階段を駆け上がる激しい音が聞こえてきた。


    　びくっとして、沙さ織おりが飛び退のくように俺から離れる。


    　その瞬間、莉り音おんが部屋に飛び込んできた。


    「やあやあ二人とも！　ん？　どうしたの、こんな薄暗い部屋で」


    　莉音は素早くスイッチに手を走らせ、部屋の電気を灯ともした。


    　顔を真っ赤に染めた沙織が、顔の前で何度も手を交差させながらあわてる。


    「あっ、べっ、別になにも！　……なんにも！　ちっ、違うの！」


    「違う？」


    「なっ、ちちち違う！」


    　一瞬、莉音は首をかしげたが、すぐに部屋の隅の俺に視線を向ける。


    　いつにも増して莉音は上じよう機き嫌げんだった。


    「今日の会見、最高よ！　いつのまに、巳み継つぐはこんなに成長しちゃったんだろう」


    　そして莉音は右腕を掲かかげて、俺のマネをした。


    「日本政府の転てん覆ぷく！　世界各国の政府を転覆させること！」


    　さっきまでの救われた気分はどこへやら、俺はすべてを鮮明に思い出した。


    　――死にたい……今すぐに……。


    　死に神が降りてきて、俺の命を持ち去ってくれないだろうか。デスノートみたいなものがあれば、真っ先に自分の名前を書いている。あのときは動揺していた。立たち花ばな社長に勝たなくてはいけないという一心で、わけのわからない話をぶち上げてしまったのである。


    「ちょっと莉音！」


    「どうしたの沙織？　最高だったじゃない。そう思わなかった？」


    「そ、それは……」


    「もう立花社長、目が点よね！　あはははははは！」


    　俺は言葉を絞り出す。


    「立花社長だけじゃなく、世界中のヤツらの目が点だったと思うぞ……」


    「そうそう！　テレビで映し出される人たちの動転した表情ってなかったなぁ。アナウンサーもコメンテーターも、まさに茫ぼう然ぜん自じ失しつ。思い出しただけで笑っちゃう」


    　ベッドに飛び乗った莉音は、腹を抱かかえて笑い転げた。


    「莉音！　言っていいことと悪いことがあるでしょ!?」


    「スピーチのあとね、街角で一般人に感想聞いたりするコーナーがあったんだけど、みんなみんな、開いた口が塞ふさがらないって表情だったのよ」


    「莉音師し匠しよう、介かい錯しやくを……お願いします……」


    「み、巳み継つぐ……莉り音おんの話はちょっと大げさなだけなんだから。心配ないよ……」


    「巳継のスピーチを聞いて、私ひさびさに興奮しちゃった。ね、沙さ織おり、一刻も早く日本政府を転てん覆ぷくさせましょう！」


    　キッと沙織が莉音を振り向いた。


    「なに言ってるの!?　そんなの、できるわけないでしょ！」


    「私たちの国ができたあかつきには、沙織には外務大臣に就任してもらうわ。巳継には大統領になってもらうからね」


    「ちょ、ちょっと莉音、話聞いてる？」


    「明日の新聞を見る前に死にたい……」


    「お願い、悲しまないで。大丈夫だからね。私はずっと側そばにいるから……」


    「じゃあ二人とも。明日は、これからのことを打ち合わせするから！　朝一番に部室へ集合ね！」


    　明日は土曜日。休日である。それまでに俺は、自みずから命を絶つ勇気があるだろうか。


    　莉音は右腕を空高く振り上げた。


    「さあ行こう、世界の果てまで！　羽は月づき巳継の旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」


    



    
      ◇

    


    



    　翌朝のテレビは、案の定、俺の話題一色だった。


    　俺の言葉の真意を、あれやこれやと文化人たちが討議し、意見を述べていた。


    



    「若者らしい大胆な発言だ。ああいう若者を大切にするべきだ」


    



    「テレビの生中継で、あのような不道徳な発言は許されない。若ければ何を言ってもいいというわけではないのだ」


    



    「日本政府の転覆発言は面白いジョーク。ＴＯＢが不利な状況にある革命部が、注目を集めるためにしかけた戯ざれ言ごとである」


    



    「いや、あの発言は間違いなく、政界への進出の布ふ石せき。羽月巳継氏は自らの知名度を利用して政治的発言でゆさぶりをかけ、政権政党からアプローチがあるのを待っているのである」


    



    「とすると、政治家の年齢制限が撤てつ廃ぱいされることもありえる。羽月は史上最年少上じよう場じよう企業社長だけでは飽あきたらず、最年少政治家……果ては総理まで狙ねらっているのかもしれない。若くしておそるべき野心家だ……」


    



    「ああいう若者こそ、政治家にふさわしい。あたらしい時代を創ってくれるのではないだろうか」


    



    「いや、絶対に許されない。国家に対する侮ぶ辱じよく的発言である。断固、発言の訂正と謝罪を求めたい。それにしても、今の若者の国家観はここまで歪ゆがんでしまっているのだろうか……嘆なげかわしいことだ……」


    



    「いやいや、難しい意味なんてないって。どうせＴＯＢで注目を集めるための戦略でしょ。事実、これだけ注目を集めたわけだし、大成功なんじゃないの？」


    



    「だから政界進出を狙ってるんだってば。仮に年齢制限がなくなって、羽は月づきが立候補したとしたら、かるーく当選すると思うよ」


    



    「乱世の姦かん雄ゆうか、はたまた治世の能のう臣しんか……。しばらく羽月の動向から目を離せそうにないね」


    



    　いつ果てるともない勝手な憶おく測そくが、全国民の間で駆け巡っていた。


    



    
      ◇

    


    



    　部室リビング。今日も莉り音おんの上じよう機き嫌げんは続いていた。


    「おはよう、革命部同志諸君。私たちは今、対アクアス戦の真っ最中である！　そしてついに、我が軍はアクアスの本丸に突入するのだ！」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    「いよいよ、この進化した真眼ギガスの本領を見せるときがきたようだな」


    　どのくらい状況を把は握あくしているのかわからない柚ゆずさんと恒こう太たが気勢を上げた。


    「ときに、我が革命部は対アクアス戦において積極果か敢かんな攻勢を展開し、相手はきりきり舞いしてる！」


    　――してねぇ。


    　俺は小さくつぶやいたが、莉音はかまわず続けてゆく。


    「昨日の巳み継つぐのすばらしい会見で、世界人類はみな茫ぼう然ぜん自じ失しつ！　革命部のＴＯＢは一六〇〇円！　これにはアクアスもついてこれない！　これるわけがない！」


    　最初に俺たちが提示したＴＯＢ価格は一〇七〇円。そこからアクアス側が一二〇〇円、革命部側が一二五〇円、さらにアクアス側が一三〇〇円と価格が少しずつ上昇してきたのだった。しかし前回の俺の記者会見では、一気に一六〇〇円という強気の価格設定をぶち上げたのだ。


    　血気盛んな莉り音おんに向けて、冷静に俺は聞いてみる。


    「でもさ莉音……一六〇〇円を提示したけど、肝かん心じんのお金がまったくないんだぞ？　ここでなんとしてでも勝たなくちゃ、俺たちは生き残ることなんてできない……」


    「安心しなさい。資金調達はこれからきちんとするから」


    「こ、これからッスか!?　まさかとは思いたいんだけど……まだ目め処どついてない、とか？」


    「一日二日でつくわけないでしょ」


    「マジっすか!?」


    　昨日、あれだけおおっぴらにＴＯＢ価格一六〇〇円と発表したのに、肝かん心じんの資金がなかったとしたら大変なことになってしまう。


    「たぶん大丈夫でしょ。私に不可能の文字なんてないんだからね」


    「たぶんって……必要な調達額、一兆円越えてんだぞ……。いや、二兆は必要だ……。どうして急にそんな強気になったんだよ？」


    　俺たちはアクアス株式の五〇・一％の取得を目指している。しかしアクアスの時価総額は、一連の騒動で上昇し続けていて、今や三兆円近くにまで達してしまったのだった。だから買収するなら、時価総額の半分の資金量は最低でも用意しなくてはならない。


    　沙さ織おりも俺に同意する。


    「ほ、本当に大丈夫なんでしょうね？　巳み継つぐにあんな宣言させて、『やっぱりお金がありませんでした』なんて許してもらえるわけないわ」


    「安心しなさい。巳継のスピーチが世界中で放送されたおかげで、私たちの知名度はまた急上昇よ。資金調達にも有利でしょ。さっそく、今日の午後から数日間、巳継と私は留守にするから」


    「俺も!?」


    「当たり前でしょ。君が社長なんだから。誰からお金を引っ張るにしても、社長がいないと即決してもらえないからね。だから私たちが留守の間、三人ともよろしくね。沙織、恒こう太た、柚ゆずちゃん」


    「わかりましたぁ。がんばろうって思います！」


    「いいだろう。革命部グループの統治は任せておけ（キリッ」


    「二人で……どこへ行くの？」


    　怪け訝げんな様子で沙織が聞いた。


    「ちょっとジリヤに会いに行くつもり。今はキプロスにいるから。ジリヤの武器商社の本社があるの」


    　ジリヤは武器ブローカーで、莉り音おんの悪友である。


    「ジリヤさんにお金出してもらうのか？」


    　俺の質問に、すぐ莉音は応じる。


    「ジリヤでも兆単位となると、すぐには無理かなぁ。だから、相談に行くのよ。こんなときくらい、アイツに役に立ってもらわなくちゃ」


    「なぁ莉音。本当の本当に調達できるのか？　話を聞くほど不安になってきたんだけど……」


    「なるようになるって！」


    　そんな莉音の楽観論に、俺の顔はひきつった。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉音はキプロスへ向かう機内にいた。


    　ビジネスクラス。


    　あれだけ恥をかいたあとだから、日本を離れるのは好都合かもしれない。少なくとも、数日間はあの記者会見を思い出さなくて済む。


    　隣の莉音は雑誌を読み、俺は窓の外に視線を向けてゆったりくつろいでいた。


    　空ではすべてを忘れられる。できることなら、ずっとこのまま、雲の上の住人になってしまいたい。いくぶんリラックスできて、俺は軽口を叩たたく。


    「こうして一時日本の外に出るのは良かったかもしれない。あの会見のことをスッカリ忘れられるからな」


    　雑誌から視線を上げた莉音は首をかしげる。


    「そうかしら？」


    「だってマスコミに追いかけ回されることだってないじゃないか。しばらく気持ちを落ち着かせるよ」


    「巳み継つぐ、これ見てみなさい」


    　そう言って、莉音は雑誌を手渡してきた。機内に用意されていた今日発売のものである。


    「うん？　なんだ？」


    　俺の写真でいっぱいだった。立ち上がって、わけのわからない叫び声を上げたあの場面。


    　記事は、この前の記者会見で埋まっていた。革命部対アクアス戦の大特集が組まれている。


    　自分の写真集と化した雑誌を、俺は呆ぼう然ぜんと見下ろした。


    　想像以上に……これは痛烈だ。


    「あのう……」


    　ふいにフライトアテンダントから呼びかけられ、俺は視線を上げた。


    「羽は月づき社長……ですよね？　私、大ファンなんです。サイン、いただいてもいいでしょうか？」


    「……」


    　二〇代後半くらいの大人の女性。ノートとペンを渡そうとしてくる。


    　俺が沈黙していると、莉り音おんが肘ひじでこづいてきた。


    「ほらほら、大事なファンの方なんだし、してあげなさい」


    　よくわからないまま、俺はノートに、自分の名前を書き付けた。すごく、下へ手たくそな文字である……。


    「ありがとうございます！　大切にしますね！」


    　パッと表情が輝いた客室乗務員は、そのまま一礼して去っていった。


    　――俺はタレントじゃない……と、思う……。


    「きっと巳み継つぐファンはいっぱいいるわよ。良かったわね」


    「ちっともよくねぇ……」


    「テレビもつけてみましょ」


    　そう言って莉音は、座席に据すえつけられていたモニタをいじりだす。


    　画面は、俺の顔で埋まっていた。


    　俺の演説のクライマックスが映し出されている。


    　立ち上がって、日本政府打倒を叫んだまさにその映像。


    　記憶がありありと再現され、あの沈黙の空間に、俺の意識は飛ばされた。


    　あの最中、凍りついた世界で動いていたのは、ただ俺ひとりだけ。


    　映像は……世界でいちばん寒々しかった。


    「革命部は、日本政府を転てん覆ぷくします！　私たちが日本国家、ひいては世界の旧きゆう態たい依い然ぜんとした国国へ引いん導どうを渡してやるのです！　そして最終目標はズバリ、次世代の国家を創り上げること！　革命部が、あたらしい国家像を創ってみせます！　いや、創らなくてはならないのです！」


    　俺はソファに足を乗せ、体育座りの格好で膝ひざに頭をうずめた。


    　機上にいる間中、ずっとその体勢のまま、俺は悶もん々もんとし続けた。


    　空の上なんて嫌いだ。早くキプロスに降り立ちたい。


    



    
      ◇

    


    



    　空港から街に入り、タクシーを降りると、莉音は腕を組んできた。


    「さあ、歩きましょう。今日は迎えはないからね」


    　クリアブルーの空と海。太陽が燦さん々さんと照りつけているのに、空気はカラリとしていて、とても過ごしやすい陽気だった。


    　ここはキプロス共和国の首都ニコシア。


    　歩きながら莉音は、キプロスの成り立ちについて教えてくれた。


    　キプロスは、トルコの南の地中海に浮かぶ小さな島だ。ＥＵ加盟国である。


    　紀元前の昔から、地中海を往来する諸民族が行き交い、文明が交差する中継地として栄えてきた。それから長い長いローマとビザンツ帝国の統治を経へて、ヴェネツィア、オスマン帝国と幾いく度どか支配者が移り変わってゆく。


    　そして帝国主義全盛期になると、イギリスがトルコからキプロス島の統治権を奪い取り、併へい合ごう。しかし民族的には、その歴史的な経けい緯いから、ギリシア系とトルコ系が混在した。


    　一九六〇年にはイギリスから独立を果たすも、一九七四年にギリシア系住民が起こした革命をキッカケに、南北に分断されることになる。北にはトルコ系住民が移り住み北キプロス・トルコ共和国が樹じゆ立りつされ、そして南の大部分の場所にギリシア系が移り住みキプロス共和国となった。


    　キプロスの主要産業は金融業と観光業。タックスヘイブン（租そ税ぜい回避地）として有名だった時期があり、現在でも金融活動が盛んな地域となっている。スイスと並び、ヨーロッパから資産家のお金が流れ込み、キプロスに作った会社を経由して国際的なマネー流通がなされるなど、国際金融活動には優れた地域なのだ。ちなみにタックスヘイブンとは、税金が安く、お金を運用しやすく、そして何より重要なのは金融当局や政府の監視が手薄な地域のことである。


    　だから多国籍企業の本社がキプロスに置かれるケースは多々あり、ジリヤが運営する軍事グループ本社もキプロス島に置かれているというわけである。ＥＵ全域やロシア、中央アジアへのアクセスがしやすく、ジリヤのような武器や軍ぐん需じゆ物資を生なり業わいとするグループにとっては、優れた立地でもあるそうだ。


    　首都ニコシアには近代的なビルと、ギリシアやトルコ様式の建物が混在していて、どこか異国情じよう緒ちよを残した街並みだった。


    



    
      ◇

    


    



    　ジリヤのグループ本社ビルが入居しているのは、首都ニコシアでは一ひと際きわ高いインテリジェントビルだった。


    　エレベータで三二Ｆに上がると、とても軍事商社とは思えない、どこかのＩＴ企業のようなモダンで洗練されたエントランスが広がっていた。


    　受付にいた真っ赤なスーツの女性が立ち上がって、にこやかに迎えてくれる。


    「羽は月づき莉り音おんさん、羽月巳み継つぐさんですね。お待ちしていました。オーナーがお待ちです。どうぞこちらへ」


    　名乗る必要すらなく、俺たちはそのままジリヤの部屋へ案内された。


    



    
      ◇

    


    



    　最さい奥おうの個室でジリヤが待っていた。


    　スーツ姿に俺は驚いた。Ｔシャツにジーパンというイメージが強かったからだ。


    　ちょっとしたレストランでも開けそうなほど広い個室。中央にはペルシャ絨じゆう毯たんが敷かれ、ミーティング用の応接セット。その横には、黒光りするほど磨き上げられたジリヤ用の重じゆう厚こうなデスクに、コンピュータ機器が並べられている。


    　デスクチェアから立ち上がりながら、ジリヤが言う。


    「よっ。待ってたよ」


    「オース。待たせたわね」


    「今日は他にアポがないから、暇ひまをもてあましてたんだよな」


    　軽い挨あい拶さつを済ませ、俺と莉り音おんはソファに腰かけた。


    　俺は素直な感想を述べる。


    「それにしても……洗練されたオフィスですね。軍事グループっていうから、もっと無ぶ骨こつな感じを想像していたのですが……」


    「そりゃ、私らが戦争してるわけじゃないから。普通の企業さ」
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    「今日はスーツなんですね」


    　俺の言葉に、ジリヤは自分の姿を眺め下ろす。


    「おかしいか？」


    「いえ……ジリヤさんはもっとラフな格好をしているイメージがあったので……」


    「営業のときはラフだけどな。紛ふん争そう地域にスーツで出かけるほど物好きじゃないさ」


    「なるほど……」


    「視察のときは迷彩服だ。たまに人民服を着たりもする。それに私だって歩ほ兵へい装備を身につければ、人並みに戦えるんだぞ？」


    　莉り音おんがポツリと口をはさむ。


    「戦場に出たことないくせに」


    「その場合はってこったよ。それに、金さえあれば、これからの歩兵は戦車とだって戦える」


    　そう言って、サッとジリヤは立ち上がり、鉄製の戸棚から何かを引っ張り出した。


    　誇らしげにそれを掲かかげ上げ、口にする。


    「見てくれ、米軍仕様の特殊アーマードスーツだ。二〇二三年から実験的に配備予定。温度や湿度も一定に保たもたれ、極ごつ寒かんの地でも熱帯のジャングルでも、同じ条件で戦えるようになるんだ。筋力が増強され、運動性能が飛躍的に上昇するのはもちろん、特殊繊せん維いで全身を包み込めるようにしている。ライフルの銃弾でも致ち命めい傷しようには至らない。そりゃ、撃たれ所が悪ければ死ぬけどさ」


    「ふーん。それ、いくらするの？」


    「一着七億八〇〇〇万円。量産化すれば二億円前後にまで下がるだろうけど、戦車並みの値段だろ」


    「そんなの配備できないでしょ？」


    「もちろん一般兵用、それから途上国用、ゲリラ用に、一着五〇〇万円の廉れん価かバージョンも用意する。こっちは防弾性能ないし、さまざまな面で機能は劣おとる。でも、こっちの方が手広く売れるから商売になるな」


    「兵士も、お金によってずいぶん左右されるのね」


    「当ったり前じゃん。まぁ安く戦争するならこんなもの必要ないんだけど、それじゃ私らが商売にならない」


    「それ、何着か売ってほしいんだけど。あ、七億八〇〇〇万の方ね」


    「ダメ。これは軍事機密なんだ。万一、どこかの情報部に実物が流れるようなことがあれば、面倒なことになっちまう。まぁ、流れたところで作れるわけじゃないんだけど」


    「類るい似じ品ひんでもいいから、死傷率が少しでも下がる装備が欲しいわね。お金に糸目はつけないから、用意してくれる？」


    　ジリヤは首をかしげてから、うなずいた。


    「うーん、まぁなんとかしてみよう。じゃあ、装備する人間の体格のデータを送っておいてくれるか？　これはオーダーメイド品なんだ」


    「わかった。あとで巳み継つぐにメールさせるから」


    　――今そんな話してるヒマねーだろ！


    　しかもそんな装備を用意して、莉り音おんは何をするというのか。というか、それを着るのはやっぱり俺たちなんでしょうか……。


    　ジリヤはヒザを叩たたく。


    「どうだ、これからメシでも食べに行くか？　うまいもの食わせてやるぞ」


    「ありがとう。でもまずは打ち合わせしちゃいましょう。ちょっと急ぎだからね」


    「いいぜ。例のアクアス買収戦だな」


    「そう。この前送った『おりおんクローズ』のシステム概がい略りやく図ず、見てくれた？」


    「私はあんまりわからないんだけど、うちの技術部に見せたら腰を抜かしてたよ。ざっと試算しただけだが……円で、一五〇〇億の値段をつけてもいいってさ」


    「もっと行くはずよ。衣料ビジネスの物流だけじゃなくて、あらゆる業界に応用できる基幹システムになりえるからね。戦争にも応用できる」


    　莉音が身を乗り出すと、ジリヤが手で制した。


    「わかったわかった、そう熱くなるな。で、どうしてほしいんだ？」


    「今の状況は知ってるわよね？」


    「そりゃ、ずいぶん派手にやってるようだからな。青年の主張はＦＯＸでも流れたよ。日本政府の転てん覆ぷく！　腹がよじれるほど笑い転げたな」


    　俺は頭を抱かかえ込み、誰にともなく謝罪する。


    「う……誠まことに申し訳ございません……」


    「それでね、ジリヤにお金の無心に来たってわけ。ファンドを組成して、数人の投資家を集めて乗り切るつもり。巳継のスピーチは世界中で話題になってるから話がしやすいと思うのよ。ジリヤにも参加してほしくてね」


    「待て待て待て。アクアスって桁けたが違うだろ。いくら私だって、右から左にそんなお金動かせないぞ。資産の大半は株や不動産なんかになってるから、すぐに動かせる現金はせいぜい一〇〇〇億円だ」


    「この武器商社やブラックフォースワンを合わせれば優に一兆円以上の価値があるじゃない」


    　ブラックフォースワンは、ジリヤがアメリカで経営するＰＭＣ（民間軍事会社）である。


    「そりゃな。でも、表向き私がオーナーだけど、実質的にはスタインバーグ家がオーナーだって話したろ。だから……ああそっか、じゃあ今から行くか？」


    「どこへ？」


    「スタインバーグ家。世界第二位の金融資本の一族だ。うん、それがいい。いつか紹介しようと思ってたんだ。今行こう。私ならアポはすぐに取れるから」


    　莉り音おんはソファに深々と腰を沈め、顎あごに手を当てる。


    「ふぅむ、スタインバーグね……資産家としては申し分ないけど……」


    「申し分ないどころか、世界最強の一角だぞ。オイル、重工業、マスメディア、情報技術、あらゆる分野でカルヴァート家と世界ナンバーワンを競ってる。何が引っかかるんだ？」


    「スタインバーグっていったらアメリカそのものでしょ。私たちが新生国家を創るとき、アメリカが最大の障害になるのに」


    「おいおい、それを言ったら、私だってスタインバーグの手先だぞ？」


    「君の個人資産があるじゃない」


    「だから現金、一〇〇〇億円くらいしかないっつーの。まったく……強ごう盗とうかよ……」


    　ジリヤは苦笑し、肩をすくめて続ける。


    「じゃあどうする？　ロンドンのシティの連中に紹介しようか？　つってもアレだ、対投資銀行となると、いろいろ面倒なもんだぞ。今から交こう渉しようじゃ、いつまでかかるかわからんね。即断即決を望むなら、大金持ちに直接交渉した方がいい」


    　しばらく、莉音は沈黙した。


    　目をつぶり、思案に集中しているようだ。


    　そんな莉音の様子を、俺とジリヤはじっと眺めやり、言葉を待っている。


    　ふと目を開けた莉音は、大きくうなずいた。


    「……うん、そうね。会ってみましょう」


    「よし、善ぜんは急げだ。メシは機内で食おう」


    　言いながら、ジリヤは颯さつ爽そうと立ち上がった。
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    　目の前にはフランス料理。


    　仔こ牛うしの腎じん臓ぞうのテリーヌ、鯉こいのオーブン焼き、トリュフの灰焼きなどなど、テーブルいっぱいにメニューが並べられていく。しかも、次々に並べられる色とりどりの皿を、わざわざシェフが解説までしてくれる。普通の生活では味わえない、すばらしい料理だった。


    　なんとここは、ジリヤ個人所有のジェット機の中である。


    　一見ちゃらちゃらしているように見えるが、もともとジリヤは〝向こう側〟の住人なのだ。


    　俺とジリヤは丸ごと料理を平らげた。しかし莉音は腹が減っていないそうで、半分くらいしか食事に手をつけなかった。機内の窓からは一面の雲。大西洋のはるか上空、食後のティーを楽しみながら、ジリヤは俺に向けて解説してくれる。


    「いいか少年、この世界には五〇〇〇人の頂点がいる。ザ・スーパークラスと言われる富豪たちだ」


    「君だって一員じゃない」


    　すかさず莉り音おんが口にすると、ジリヤは腕を組んで曖あい昧まいにうなずく。


    「うーん……まぁ今は、そうかもな」


    「いいこと巳み継つぐ、人間は平等じゃない。上位一％の人間が四〇％の富とみを支配してる。上に行けば行くほど富が集中していく。スーパークラスは人類の上位〇・〇〇〇〇〇一％。ジリヤみたいなヤツが世界を牛ぎゆう耳じっているの」


    「おいおいおい、私を悪魔みたいに言うな。そのスーパークラスの中にだって、とほうもない格差があるんだぜ。そもそもだな、私はスタインバーグの子分なんだぞ？　その子分の私がスーパークラスの一員だって莉音は言う。どんだけ上には上がいるかわかるだろ？　雲の上どころか、成層圏の上なんだよ」


    　資産や収入に格差が存在しているのは理解してる。しかし、いまいち実感として掴つかめない。


    「そのスーパークラスっていうのは、固定されてるんですか？」


    　ジリヤの代わりに莉音が応じる。


    「五〇〇〇人と言っても、八割は時代と共に移り変わるの。日本の不動産王が入ったり、ロンドンの金融成なり金きんが入ったり、ロシアのマフィアみたいな新興財ざい閥ばつが入ったり。土地バブルが弾はじければ不動産王は消え去るし、金融バブルが終われば金融成金は消え去る。ジリヤだって平和が一〇年も続けば、もう一員とは言えなくなるかもしれないわね」


    「人間社会七〇億人にとほうもない違いがあるように、富豪たちの狭い世界にだってとほうもない差異がある。単なるスーパークラスとしてひとくくりにできるものでもない」


    「なんとなく、わかります。漠然とですが……」


    　ふいにジリヤが俺を指さした。


    「たぶん、少年が今想像したよりも、ずっとずっと果てしない。時代が移り変わっても変わらない、一〇〇〇人ほどの常なる頂点がいる。この辺はゴッドクラスと呼んでいい。まぁこの中の八〇〇人くらいは親族血縁みたいなもんでつながってる。他二〇〇人くらいはマクシムソフト創業者のジル・ベイツあたりの一握りの企業家と、ロシアのプチロフ大統領のような独裁的カリスマだな。この一〇〇〇人はガチだ。世界が滅ほろんでも、ゴッドクラスは生き残るだろう」


    「この頂点の中の頂点に一〇〇年にわたって君臨しているのが、イギリスのカルヴァート家。アメリカのスタインバーグ家。まずはこれが世界二強。それからずっと格は下がるけど、アメリカのハストン家、セルベル家あたりよね」


    「日本にはないの？」


    「五ご菱びしや隅すみ友とも？　創業一族でも無理そうね」


    「そうだな……スーパークラスの末席に……トヨダ自動車の一族とか、新興企業家くらいなもんじゃないか。だが、やはりアジアは亜流なんだよ」


    「それは、第二次大戦で敗まけたからとか……？」


    「うーん……それもひとつの要因とは言えるかもしれない。日本やドイツは亜流だから」


    　莉り音おんの言葉に、ジリヤがうなずいた。


    「もともと亜流だったからこそ敗けは確定していた……そうとも言えるな」


    「人間には言葉で語れないほど、とほうもない階層の違いがあるの」


    「階層は食物連れん鎖さと一緒だ。ほら、食物連鎖の表って学校で習ったかい？　綺き麗れいな三角形のヤツ。その頂点を押さえているのが、ゴッドクラスのメンバーだ」


    「具体的に頂点って想像つかないんですが……。何が階層の違いを決めるんですか？」


    「そりゃ、カネだろう？　それ以外に、何があるっていうんだ？」


    　ジリヤは不思議そうに俺を見て続ける。


    「もっと的確に言えば、カネの源げん泉せんだ。カネを産み出す利権や立場。それをどのラインで押さえているのかで、階層は決まっている。青年が想像しやすいところで言えば……ぐっとスケールは小さくなるが……普通の会社なら、社員の仕事によって経営者は潤うるおう。そして経営者の仕事によって株主は潤う。階層は明確だろ。それが全世界、至るところで行おこなわれているんだ。人間として生まれた以上、その網から逃のがれる術すべはない」


    「じゃあそれを世界というスケールで見ると、どういう立場にいる人が頂点を押さえているんですか？」


    「今の一番は石油利権を押さえているヤツだな。なぜなら、エネルギーこそ現代社会の力の源泉だからだ」


    　そうジリヤは断言して続ける。


    「石油ビジネスってヤツは、世界最さい高こう峰ほうの政治だ。市し場じよう原理は働かない。カルヴァート家とスタインバーグ家の政治的駆け引きによってのみ支配されている。石油メジャーには、必ずどちらかの資本が入っているからだ」


    「それからドルを産み出す立場にあるヤツ。基き軸じく通貨はすべてのマネーの頂点にある。このメリットは計り知れないわ。基軸通貨であるだけで、世界のお金はアメリカに流れ込んでるの」


    　基軸通貨とは、国際間の決けつ済さいや金融取引のベースとなる通貨のことだ。第二次世界大戦以降、アメリカの強い経済力を反映して、ドルが基軸通貨の地位を築いている。


    「基軸通貨の奇妙なカラクリを教えてやろう。世界最富ふ裕ゆう国のアメリカは、世界最貧国の国々から、来る日も来る日も、莫大なお金を借り入れている。息も絶え絶えの、国民が飢うえに苦しみ抜いているような多くの国々から、アメリカは借り続けているんだ。摩ま訶か不思議な状況だろう？　だが、基軸通貨とはそういうものだからしかたない。システムの問題なんだ。この仕組みを創り上げた人間たちの、全地球規模におよぶ、巨大な利権が絡んでる」


    「……正直なところ、よくわかりません。勉強していこうと思いますが……」


    「わからないかい？　そうだろうとも。だから世界は変わらないんだ」


    　ジリヤはそう言って微苦笑をうかべ、さらに続ける。


    「少年がこれから見る世界は、九九・九九九九九九％の人類には死ぬまで関わりがない世界だ。同じ人間だなんて庶しよ民みんの発想は捨てさっちまえ。今から会うスタインバーグは、ゴッドクラスに列する世界の二強。世界第二位の巨大財ざい閥ばつだ。傘さん下かには投資銀行スタインバーグドレクスラー、航空機ゴーイング、穀こく物もつ商社ラリアル、それから石油商社ユニカル。そのレベルの巨大グループだけで一〇〇はあるぞ。世界最強のアメリカ帝国を治める王の中の王」


    「なんか……緊張してきますね」


    「かしこまる必要まではないけどな。一応、私の友達だ」


    　俺は莉り音おんに聞いてみる。


    「ひとつ心配があるんだけど……莉音が言う建国って、そういう世界体制に楔くさびを打ち込むことになるだろう。そりゃ本当に革命だ。そしたら、スタインバーグ家は敵になるんじゃないの？」


    「敵になるかもしれないし、そうじゃないかもしれない。さすがに味方になるとまでは思えないけど……今はまだ、わからない。それでも、世界は変わらなくちゃいけない」


    「まったく、莉音もよくやるよ。私だって国連に入ったのは、世界を少しでもよくしたいって願ったからだったなぁ」


    「それが今じゃ武器商人……とんでもない方針転換ね」


    　ジリヤは両手を広げて顔をしかめた。


    「つくづく無理だってわかったからね。ゴッドクラスの人間たちが阻はばむんじゃない。すべては、大衆自みずからが阻むんだ。足を引っ張るヤツらを助けようって思えるほど、私は聖せい人じん君くん子しじゃない。この意味がわかるかい、少年？」


    　俺は頭を振った。


    　マスコミに追われ続け、テレビを見る人たちのネタとして持ち上げられ続けている俺は、漠然と理解しているつもりだ。それでも、莉音やジリヤほど、その意味を掴つかんでいる自信などない。なにせ俺の理解なんて、言葉できちんと説明することができない程度のものである。


    「いずれ、少年にもきっとわかる」


    　強い調子でジリヤは言い切った。


    　一方の莉音は、憮ぶ然ぜんとした表情。


    「莉音は、それをわかってなお、世界を変えようとしているんだ。私にはできないね。とんでもないよ。だから私は、莉音を支援したいと思ってる。それに、なにより楽しいからさ」


    「君はお祭り騒ぎならなんでもいいんでしょ？」


    「それもある。でも、それだけじゃない。私の中にくすぶってる何かが、これから始まることを見たがってる。世界最高のショーを、世界で一番の特等席から見物できるんだ。そんなショーのチケットなら、全財産をはたいたって惜しくはないね」


    　そう言って、ジリヤは愉ゆ快かいそうに笑った。
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    　俺たちはジリヤに案内され、軍ぐん需じゆ企業ジーゼオンの施設内に通された。


    　ジリヤが解説してくれたところによると、アメリカ軍とは蜜みつ月げつの企業で、戦闘機開発分野では世界一の企業とのことだった。


    　広大な敷地の中に滑走路がいくつもあり、そこでＦ22ラプターが数機、離着陸を繰り返している。まさかこんな間近でＦ22を見物できるとは思っていなかった。軍事機密に抵てい触しよくするのではなかろうか。恒こう太たはきっとうらやましがるだろう。いや、俺の話を聞いて、さも自分がパイロットとして活躍したように語り始めるはずである。


    　ジーゼオンはスタインバーグの資本が入っている軍需企業だが、ジリヤのグループではないらしい。ジリヤのグループをすべて合わせて、ようやくジーゼオン一社に対抗しうる規模になるそうだ。


    　ジリヤは何度も来たことがあるのか守衛たちとは顔見知りらしく、気楽に挨あい拶さつを交わしていた。その守衛の一人にカートに乗せられ、敷地の端にある研究所まで案内される。


    　中は、巨大なホールのような場所だった。天井はどこまでも高く、向こう側の壁まで数百メートルの距離がある。


    　壁ぎわには、さまざまな配線が張り巡らされ、コンピュータ設備がぐるりと周囲を取り囲んでいた。その中央には、妙な形の小さな機体――ステルス機のような三角形に近い形状だが少し違う――がこれ見よがしに置かれ、作業着を着たスタッフたちがせっせと立ち働いている。


    　ジリヤがスタッフたちに愛あい想そを振りまきつつ、機体に近づき、その下をのぞきこむ。


    　すると機体の下から、作業服の、油まみれの女性が顔をのぞかせた。


    　その地べたに仰向けになっていた女性を見て、俺は驚いた。


    　紅こう一点。まわりのスタッフたちは若くて中年、白髪の人間もいるのに、どうしてこんな女性が交ざっているのか。流れるようなブロンドに、意志のつよそうなブルーの瞳。しかも、人目を惹ひくほど美しいのだ。


    　存外に若い。二〇代半ばくらい……ややもすると二〇代前半だろうか。


    　女性を見下ろし、ジリヤが気楽な調子で挨拶する。


    「よっ、ローザ」


    　すると、ローザと呼ばれたブロンド女性は無言で起き上がってジリヤを見すえた。


    「……」


    　立ち上がったローザを見て、作業着のスタッフたちがすかさず集まってきた。


    　サッと辺りを取り巻くスタッフたちにローザは視線をはしらせ、ただ一言口にする。


    「私はこれで切り上げます」


    「かしこまりました」


    　スタッフたちの返事。


    　ローザは、まるで俺と莉り音おんが存在しないかのように振る舞っていた。


    「ジェイムズ。このターボファンの設計、いつまでに見直せますか？」


    「はっ、二週間以内に」


    　一人がすかさず声を上げた。


    「では二週間後、参まいります」


    　ローザの言葉に皆はそれぞれうなずいて、作業に戻っていく。


    　ここではじめて、ローザがジリヤへ声をかける。


    「次世代のステルス機ですの」


    　一応ローザは、俺たちのことが眼中にないわけではなかったらしい。


    「ほう……見たところＸ‐47ペガサスに似ているが……世界を相手に無人戦闘でもおっぱじめるのかい？」


    「よくわかりましたね。Ｘ‐63無人戦闘攻撃機ですわ。あなた、ここにスパイでも置いているんじゃありません？」
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    　少しだけジリヤの背が仰のけ反ぞった。


    「マジかよ。いや、あてずっぽうさ……」


    「ステルス技術も、レーザー技術も、衛星とのリンクも、次世代の戦闘機として必要なレベルをクリアしています。やはり問題は、ＡＩの設計ですわ」


    「しかし、自動航行や、空母からの発艦や着艦はＸ‐47のＡＩシステムで問題ないはずだ」


    「違います。もっとフレキシブルに対応できるシステムです。Ｘ‐63では、搭とう乗じよう員いんに代わるレベルを追求しています」


    「そいつはすげえや……。まぁ、その話はあとで聞かせてくれ。今日来たのはほかでもない。客人を紹介させてほしいんだ」


    　ジリヤはそう言って、俺たちを紹介する。


    「私の友人だ。こっち羽は月づき莉り音おん、それからこっちが羽月巳み継つぐ。新興企業家なんだ」


    　ローザは俺たちに手を差し出そうとしたが、ふと自分の両手を眺めやる。衣服だけでなく、両手は油で黒ずんでいた。機体のあちこちに手を触れていたのだろう。


    「ごめんなさい、油まみれなのです。ずいぶん若い企業家ですのね。よろしく、ローザ・スタインバーグですわ」


    　ニコリともせず、ローザは淡たん々たんと口にした。莉音と俺はうなずいて、挨あい拶さつする。


    「よろしく」


    「よろしくお願いします」


    「二人は事業のスポンサーを探してる。話を聞いてやってほしい。その仕事、中断するだけの価値はあると思う」


    「……いいでしょう。家の方でお話はおうかがいしますわ」


    　ローザは無表情で俺たちを見つめた。
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    　俺たちは研究施設のすぐ隣に待機していたヘリに乗り込んだ。


    　名前はわからないが、よく映画などに登場する大型軍用ヘリコプターである。ヘリ名を聞いたら、莉音がＣＨ‐47チヌークだと教えてくれた。


    　パイロット二人は軍人にしか見えなかった。どう見ても米軍のヘリである。俺たちはヘリ内部の無ぶ骨こつな椅い子すに腰かけた。ジリヤがほがらかに語りだす。


    「私のまわりにゃいろんな大金持ちがいるけど、ローザみたいに年中無休で働くヤツは見たことないね。身体をすり減らして働くのは小金持ちって相場が決まってるんだ。ローザはスタインバーグ家でも珍種なんだよ」


    「その言い方、とても癪しやくにさわりますわね」


    　キッとローザが睨にらみつけると、ジリヤはローザを指さした。


    「ほら、おまけに堅物。頑がん固こオヤジみたいだろ」


    「……ジリヤ？」


    　口元を引き結んだローザの態度に、すぐジリヤは視線をそらす。


    「おっかねー」


    「冗談は嫌いですの」


    「わ、わーったって。そう睨まないでくれよ」


    　ローザは俺と莉り音おんを交互に見やってくる。


    「ところでお二人とも、見たところ日本人ですわね？」


    「その通りです。日本には来られたことあるんですか？」


    　すぐに俺が応じると、ローザはうなずいた。


    「もちろんですわ。日本にはスタインバーグの関連企業がたくさんありますから。数年前、長なが門と長期債権銀行を買収したのは、私たちの傘さん下かのファンドです。私も買収式典には参加しましたの」


    　ジリヤが口をはさむ。


    「ローザは今じゃ、スタインバーグ家の関連企業を一手に統括してる英才さ。ローザ指揮の下もと、今までバラバラに動いていたグループが有機的に結びつき始めた。そのおかげでスタインバーグは、もうすぐカルヴァート家を凌りよう駕がするかもしれない。本当に珍種……おっと、スーパースターなんだよ」


    「カルヴァート家なんて関係ありません。あんな古くさい家、一刻も早く世界地図から消してさしあげます」


    「ちなみに、カルヴァート家とスタインバーグ家は親しん戚せき同士な。これが仲悪くって」


    「……ジリヤ？」


    　ローザは眉まゆをひそめ、ジリヤに険しい目を向けた。


    「ま、任せてくれ。我がグループの経営はうまくいってる。先週なんかほら、ブラックフォースワンがアメリカ政府から五〇億ドルの契けい約やくかっさらってさ」


    「その契約を通すよう大統領にねじ込んだのは、誰だったかしら？」


    「ローザ様です」


    「……」


    　ローザは押し黙りつつも、ジリヤを睨んだ。


    　再び話題をそらせたジリヤは、他愛たわいない話題を振りまき、俺たちは何気ない会話を楽しんだ。


    　そうこうするうちに、三〇分ほどでＣＨ‐47チヌークは公園……いや、邸てい宅たく前に着陸した。


    　緑の中心に建つヴィクトリア朝ちよう様式の大邸宅は、スタインバーグのお屋敷である。


    　邸宅の前には優雅な噴水。そしてまわり一帯は整備されつくした緑に囲まれ、さながら国立公園のように見えた。しかも、スタインバーグ家の敷地の端が見えない。見渡す限り、スタインバーグ家なのだろう。


    　邸てい宅たくから、いかにも執しつ事じ然とした格好の男性が、ヘリに向けて必死で駆けてくる。


    　揃そろってチヌークから降りると、その男性がヘリの脇に直立した。


    「お嬢様！　おかえりなさいませ」


    「ただいま、マイルス。客人をお連れしました。客間で待ってもらうよう手配しなさい」


    「はっ、かしこまりました」


    　マイルスはうやうやしく頭こうべを垂たれた。ローザは俺たちを向いて口にする。


    「私は急ぎシャワーを浴びます。油まみれですから。それまで客間で待っていてもらいますわ」


    「わかった。楽しくやっとく」


    　サラッとジリヤが応じると、不審げな面おも持もちでローザがクギをさす。


    「……ジリヤ？　あんまり余計なことを吹き込まないように」


    「わーってますって、お嬢様」


    「……」


    　再び沈黙したローザは、そのまま邸宅へ足早に歩き出した。俺たちもあわててあとをついて行く。この二人は、これはこれで仲がいいのかもしれない。
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    　邸宅内に入ると、エントランスの煌きらびやかさに、俺は度ど肝ぎもを抜かれた。


    　エントランスというよりオペラハウスのようで、床には真っ赤な絨じゆう毯たんが敷き詰められている。両横には二Ｆへぐるりと巡る階段。ダイアモンドのような輝きを放つ大きなシャンデリアが、一面を照らし出していた。


    　チリひとつないと思われるほど手入れが行き届いている。まるで王宮を切り取ってきたかのようだ。荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに、威圧すら感じる。


    　ローザのあとについて階段を上っていくと、ちょうどスラリとした背格好の紳しん士しが降りてきた。引き締まった顔立ちにグレーの薄ひげが妙に似合っている。年のころは五〇代後半、あるいは六〇代前半といったところか。男性は、ローザを見るなり両手を広げて声を上げた。


    「ローザ！　油まみれじゃないか」


    「ちょっとジーゼオンに。Ｘ‐63の開発スケジュールを確認しておく必要がありましたの。配備時期も決まっているのですから」


    「まったく、そんなものまで自分で見に行くのか」


    　大おお仰ぎように男性は首を振り、ジリヤに目を細めた。


    「ジリヤ、久しぶりだね。もっと頻ひん繁ぱんに寄ればいい」


    「やあ、マット。そうしたいんだけど、あんたの娘がおっかなくてさぁ」


    「……」


    　ローザは無表情で沈黙した。


    　マットはローザの父親らしい。たしかに、どことなく面影を感じた。


    　ジリヤは、俺と莉り音おんを紹介する。


    「そうそう。今日は客人を連れてきたんだ。まぁ私自身も客だけど。こっち、日本の友人さ」


    「ほう、ジリヤの友達ならぼくの友達でもある。マシュー・スタインバーグだ。マットと呼んでくれたまえ」


    　マットは手を差し出してきた。


    　莉音と俺はにこやかに手を取り、握手を交わす。


    「よろしく。莉音です」


    「よろしくお願いします。巳み継つぐです」


    「なんだか疲れてるようだね。ゆっくり休んでいくがいい」


    「ありがとう。長時間のフライトだったし、今日着いたばかりだから」


    　遠慮がちに莉り音おんは言った。ジリヤが訪問の目的を説明する。


    「今日は彼女らの資金調達にね。だからちょっとの間、娘を借りるよ」


    「なるほど。そういうことなら、ぼくは退散するしかなさそうだ。今度また飲むのにつきあってくれ」


    「そうだね。また来るよ。おっかない娘がいないときに」


    「うちの娘には、ぼくもときどきこわくなるんだよ。これ以上、何がしたいのかってね」


    「……お父様？」


    　そう言って、ローザは無表情でマットに視線を向けた。


    「あ、いやなんだ、ハハハ。勝ち気な娘を持つと苦労するよ。息子は遊び回ってるってのに……」


    「お兄様は不ふ真ま面じ目めです。たまに顔を合わせると、いつも女の子をはべらして、恥ずかしいと思わないのかしら！」


    「ローザがいればいいじゃないか……。みんな、とてもローザには敵かなわないんだよ……」


    「スタインバーグの一員として、お兄様たちも、世界に責任を持たなくてはなりません。それから、お父様もです！」


    　キッ、とローザは口元を引き結んだ。


    「そ、それじゃ、ぼくは退散っと……」


    　それだけを言い残し、マットはそそくさと歩き去ってしまう。


    　父の背中に一瞬ローザは視線を投げ、それからサッと前を向き、何も言わずに歩きだす。俺たちはローザのあとを追いかけた。


    



    
      ◇

    


    



    　ローザがシャワーを浴びている間、莉り音おんとジリヤがスタインバーグ家の成なり立ちを教えてくれた。


    　一九世紀初頭のスタインバーグは、イギリス・カルヴァート家の配下だったらしい。ちょうど今のジリヤのようなものだろうか。


    　このころ、イギリスが国際政治の中心として確固たる地盤を築くのと呼応するように、カルヴァート家は世界最大の財ざい閥ばつとしての地位を確立するに至った。カルヴァート家の金融支配は強力で、ヨーロッパ列強にとほうもない資金を貸し付けることで、帝国主義の全盛とともに、世界全域に影響力を拡大させていく。


    　やがて一九世紀後半、国際政治の舞台では、アメリカの台たい頭とうが著いちじるしくなってくる。拠きよ点てんをアメリカに移していたスタインバーグ家は、アメリカ政界に人脈と支配力を張り巡らせることで急速に頭角を現した。


    　人類の新たなエネルギー源として石油が掘り当てられると、カルヴァート家とスタインバーグ家は、ときには一致団結しながら、そしてときには激しく競い合いながら、世界中に利権の網を広げていく。


    　そして第二次世界大戦を経へて、西欧や日本の力が相対的に弱まり、アメリカが世界を統すべる圧倒的な経済力と軍事力を持つに至った。新興スタインバーグ家はアメリカの政治力を使い、積極果か敢かんな攻勢を展開し、カルヴァート家の一極金融支配を切り崩しながら、肩を並べるまでに成長してきたのである。


    　現在、オイルメジャーや資源系企業、巨大銀行、投資銀行、軍ぐん需じゆ産業、重工業、マスメディア、バイオ産業、穀こく物もつ産業に至るまで、多くの巨大グループには両家いずれかの資本が入っているケースが多い。各グループすべての経営に直接携たずさわっているわけではないから影響力の差はまちまちだが、欧米系多国籍企業の半数以上が、どちらかに所属しているといっても過言ではないのである。


    　ヨーロッパを統べるカルヴァート家。


    　アメリカを統べるスタインバーグ家。


    　数多くの分野で、この二家が頂点に君臨しているのだ。今やこの二家の影響力を語らずして、国際政治経済を語ることは難しい。


    　ヨーロッパ政界には、カルヴァートが多大な資金を注つぎ込んでいる。王室にも企業家にも、巨億の富とみを貸し付けている。


    　アメリカ大統領は、スタインバーグが決める。民主党にも共和党にも、スタインバーグ家から莫大なお金が入っている。


    　もちろんマスメディアだって営利企業だから、株主やスポンサーの意向がものをいう。とほうもない資金力で操あやつることができるのは当然だ。


    　権力者同士の妥だ協きようで世界は決まる。スタインバーグは頂点のひとつ。返す返すもスタインバーグ家は、世界最強の一角なのである。


    　そこまで聞いたとき、ガチャリと重じゆう厚こうな扉とびらが開き、ローザが入ってきた。


    　俺はその容よう姿しに息をのんだ。なぜなら、化粧っけがなかった先ほどとは異なり、見違えるようなお嬢様だったのだ。髪の毛の一本に至るまで、調律されたような美しさを感じた。


    　さらにローザのそっけない態度が、お嬢様然とした、近づきがたい品性を感じさせる。気品というのは、こういった畏い敬けいを感じさせるオーラのことを言うのかもしれない。


    「お待たせしました。では始めましょう」


    　それだけを言ってローザは優ゆう雅がに腰かけた。


    　洗練された見目姿とビジネスライクな姿勢にギャップを感じてしまう。しかし、ローザに圧倒されてばかりいるわけにはいかない。


    　俺と莉り音おんは、今回の訪問の目的や資金調達について話を始めた。


    『おりおんクローズ』という新規事業に乗りだしていること。


    　日本最大の衣料チェーン、アクアスのＴＯＢに乗りだしているが、かなり苦戦を強しいられていること。


    　アクアスのバックには、売上規模一〇兆円を越えるコングロマリット――五ご菱びし商事や大だい日に本ほん物産まで控えていること。


    　このまま行けば、確実にＴＯＢには敗れるであろうこと。


    　革命部グループが持っている資金量や損そん益えき、それから全事業の実像。


    　ゴールドラインサックスが降りてしまい、ＴＯＢのための資金調達がにわかに厳しくなったこと。


    『おりおんクローズ』の成功なくして、革命部が生き残る術すべがないであろうこと――。


    　包み隠さず、誇こ張ちようせず。きちんと事実の通りにローザへ伝えた。


    　マスコミを前にして幾いく千せん万まんの視聴者に語るわけじゃないのだから、営業トークなどもってのほかだ。美び辞じ麗れい句くを並べて、『おりおんクローズ』のすばらしさや、事業の明るい未来も語る必要はない。淡たん々たんと、客観的に、現状を説明するのがベストである。


    　事業に関するプレゼンテーションの資料や計画書、それからシステム設計書なども渡し、持参したノートパソコンで購入の実演もした。


    『おりおんクローズ』をわかっているジリヤが、ときどき冗談交じりに合いの手を入れてくる。


    　ローザはたまに小さくうなずくだけで、無表情かつ無言のまま俺たちの話に耳を傾けていた。


    　一通り話を終えたころ、はじめてローザが口を開く。


    「それで、スタインバーグにどうしてほしいのですか？」


    　やはり表情ひとつ変えない。この案件に興味を持っているのか、どうでもいいのか、まったく窺うかがい知ることはできなかった。


    　莉り音おんが身を乗り出す。いつもと違い、少し焦あせっているように見えた。


    「こちらの第一希望としては、革命部へ二兆円ほど融資。第二希望は革命部、あるいは速はや水み半導体工業への出資と融資を織り交ぜた資金提供」


    「要するに、『おりおんクローズ』を日本で軌き道どうに乗せるためには、アクアス買収が最速だと判断したということですわね？　だから、そのための資金を出せと」


    「そう」


    　莉音はうなずいた。


    　寸すん刻こく、思案する表情を見せたローザは、すぐに俺たちに視線を戻して口にする。


    「ではこうしましょう。スタインバーグがアクアスを買収します」


    「え？」


    「はい？」


    　まったく予想外の提案に、俺と莉音は顔を見合わせた。


    「正確には、私たち傘さん下かの投資銀行スタインバーグドレクスラーが買収してさしあげましょう。二〇〇億ドルあれば十分ですわ。念のため四〇〇億ドルを用意するよう伝えておきます」


    　莉音がいささか戸と惑まどったような声を上げる。


    「それはまぁ……二兆円あれば過半数は確実に取れるけど……」


    「そして経営権をあなたがたに譲ゆずります。あなたがたが取とり締しまり役やくを何人でも送り込むなり、社長を替えるなり、好きにすればよろしいのです。私たちとしては、スタインバーグドレクスラーから一人だけ取締役を送りましょう」


    　革命部にとってムシが良すぎる話に思われたので、俺は確認する。


    「アクアスを買収してくれるけど、実質的にはぼくらにすべて委任するということですか？　それなら革命部としては、『おりおんクローズ』の成功が最重要ですので、異存はないのですが……」


    「そうね。ちょっと考えていたことと違うけど、異存なし。でも何か、もっと条件があるわよね？」


    　莉音がうかがうような視線を向けると、ローザはうなずいた。


    「北米とＥＵ全域において、『おりおんクローズ』の事業権、すべてを譲り渡していただきます。そちらは、それ以外の地域で」


    「……」


    　莉音は押し黙った。代わりに俺が聞く。


    「じゃあ革命部がアジア全域、ロシア、南米、アフリカ……」


    「そうです」


    「ＢＲＩＣｓ諸国――とくに中国とインドは私たちの管かん轄かつよね？」


    　莉り音おんがうかがうような視線をローザに向けた。


    　経済台たい頭とう著いちじるしい四か国の頭文字、ブラジルのＢ、ロシアのＲ、インドのＩ、中国のＣを取ってＢＲＩＣｓと呼ばれている。


    　ローザはうなずいた。


    「どうぞ。ＢＲＩＣｓの潜在的なマーケットは大きいですが、流通網を整備するのはとほうもない道程でしょうから」


    「事業権……具体的には？」


    「すべてです。地域をきちんと分けて。それから、このプログラムを使用して衣料品以外のサービスを開始する場合にも、同じ条件です。今後のバージョンアップも含めたソフトウェアの、欧米での全使用権利を譲ゆずり渡していただきます」


    　横からジリヤが口をはさんでくる。


    「『おりおんクローズ』、しっかり評価してんだ。まぁ私も面白いと思ってるけどさ」


    「そうですわね。悪くないお話でしたわ」


    「いいんじゃないか。私は賛成だね」


    　しばらく中空に視線をさまよわせた莉音は、やがてローザに視線を戻し、大きくうなずいた。


    「わかった。いいわ。その条件で行きましょう」


    　それから二時間ほどにわたり、ローザと具体的なことを取り決めた。


    　アクアス買収資金四〇〇億ドル（約四兆円）は明日、スタインバーグドレクスラーの日本支社に確保される。


    　そして明日の夕刻（日本基準では明後日）に俺はそこへ寄り、担当者と打ち合わせのあと、記者会見を開く。


    　アクアス買収に関する買収資金の用意などに関しては、すべてローザとの口約束だ。なぜならこれは通常の商取引じゃない。世界最大規模の財ざい閥ばつ相手に、契けい約やくなどナンセンス。仮に契約を破られたところで、俺たちが騒いでも相手になるわけがない。それに、ローザがやると言ったら、必ずやる。ローザはスタインバーグの事業を即断即決できる相手なのだ。


    　一方で、ソフトウェアのライセンス契約については、明日までにローザ側が準備することになり、俺がスタインバーグドレクスラーに立ち寄った際に締てい結けつすることになった。これから多くの業務が継続して発生、たくさんの人が関わることになる。だから取り決め項目は書面に落とし込んでおかねばならない。


    　大方の話が済むと、サッとローザは立ち上がった。


    「決まりですわね」


    　テーブル越しに手を差し出してくる。こういうところも、お嬢様然とした姿のわりに、いかにもビジネスライクだ。


    　俺と莉り音おんも立ち上がり、しっかり握手を交わした。


    　――これでやっとＴＯＢが続けられる……。


    　心の底から俺はホッとした。


    　記者会見でぶちあげた一株一六〇〇円を撤回せずとも済む。


    　こんなに早く数兆円の話がまとまるなんて驚きだ。それもこれも、ジリヤが紹介してきたローザが、まさしくピンポイントだったことにあるだろう。しばらくジリヤに足を向けて寝られそうにない。


    　張り詰めていたものが、一気に途切れるような開放感。両肩に背負った一〇〇トンの荷物が取り除かれたようなすがすがしさ。テストで満点を取るよりも、一〇〇億倍くらい嬉うれしい。


    　やっと、『おりおんクローズ』の成功に大きく一歩近づいたのだ。


    　ジリヤがトンと莉音の肩を叩たたく。


    「良かったな。どうだ、世界で一番話が早いだろ？　なんせ天下のスタインバーグを一手に引き受けてる実質上の総そう帥すいだ。この若さで。惚ほれ惚ぼれするね」


    「おだてたって何も出ません」


    　ローザは憮ぶ然ぜんとした。


    　ホッとしたように莉音は椅い子すに腰を下ろした。そして大きく息をはく。


    　そんな莉音にジリヤが問いかける。


    「めずらしいな。気が抜けたのか？」


    「ちょっとね。だって私たち、崖がけっぷちだったでしょ」


    　ペロリと舌を出し、莉音はおどけてみせた。


    　ジリヤは肩をすくめて苦笑する。


    「たしかに今回やばかったな。まぁ、おまえらは四し六ろく時じ中ちゆうやばそうだけど。綱渡りも大たい概がいにしないと、いつ足を滑らせるかわからんぞ」


    「断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを乗り越えなきゃ、グループを一気に大きくできるわけないじゃない。だいたい、君だって綱渡り人生だったでしょ？」


    　莉音が指さしながら言うと、ジリヤは快かい哉さいを叫ぶ。


    「あはは！　違いない。その通りだよ戦友。今じゃ少しはマシになったけど、昔はひどかった、うん。人生なんてクソギャンブルに勝つには、こっちは命懸かけるしかないからな」


    　そう言って、ジリヤはローザを振り向いた。


    「私は北京ペキンで打ち合わせがあるから、ついでに莉音たちを日本まで送るよ」


    「わかりました。ＴＯＢはスタインバーグドレクスラーに任せますが、一段落ついたら私も日本へ視察に行くことになるでしょう」


    「うん、そのときはいろいろ案内するね。さあ、日本に戻りましょう。ＴＯＢの真っ最中なんだし」


    　莉り音おんは笑顔で口にして、椅い子すから立ち上がった。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちはヘリで空港へ向かった。


    　ジリヤは成なり田た空港に立ち寄ってくれ、俺たちを降ろしてから北京ペキンへ向かうらしい。成田でのプライベートジェットの着陸許可はジリヤの会社の社員が手配した。特別仕様のこのジェット機は、普通の旅客機と比べて一回り小型で速い。航空会社のフライトなら一二時間ほどかかる東京―ニューヨーク間だが、八時間ほどで到着する。


    　離陸許可が下りてすぐ、ジェット機が空港を飛び立つ。


    　ソファに腰かけた俺とジリヤに、莉音が口にする。


    「ちょっと身体がだるいから、仮眠取るわね。部屋、貸してくれる？」


    「……そうだな。私も疲れてきたし、そろそろ寝ておくか。シャワーも自由に使ってくれ。六時間後にメシにしよう」


    　ジェット機には、身内でちょっとしたパーティーが開ける程度の部屋や、キッチン、応接室などもある。数名の客が泊まれるシャワールーム付きの小部屋もいくつかあった。俺たちはジリヤに案内されて、各部屋へ閉じこもる。


    　俺はベッドに倒れ込んだ。キプロスに向かうときはあんなに切せつ羽ぱ詰まっていたのに、こんなに余よ裕ゆうを持った気持ちで帰国できるなんて、まるでウソみたいだった。


    　――やっぱり莉音は、どんなことでも軽く乗り越えてしまうな……。


    　今日の出来事を思い返しながら、俺は改めて莉音の凄すごさを感じていた。


    　なにせスタインバーグが、四兆円も用意するのだと言う。もちろん、俺たちに貸すわけじゃなく、スタインバーグがアクアスの買収を始めるわけだが、それでも渡りに舟の話だ。権利の譲じよう渡とも、追い詰められていた状況を考えるなら、十二分に妥だ協きようの範囲内だろう。負けが確実だと思われていたアクアス戦に、大逆転できる可能性が開けてきた。


    　こんな明るい気持ちで安らげるなんて何日ぶりだろうか。心底から安あん堵どしながら、うつらうつらと眠りについた。
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    　セットしていた目覚ましに起こされ、俺はベッドから身体を上げた。


    　そろそろジリヤが言っていた食事の時間だ。日本到着まであと二時間弱。


    　起き上がって食堂へ向かうと、ジリヤが待っていた。


    「よく寝たかい？」


    「おかげさまで。長時間のフライトは、自家用機のありがたみを実感できますね」


    「だろう？　こっちは見せびらかしたくて飛行機持ってるんじゃない。ぐっすり眠れるし、仕事だってできるし、重要な客を逃がさないようにしながら会議もできる。維い持じ費ひはクソ高いけど、すべては商売のためなのさ」


    「国際間の移動が多くなるなら、自家用機を持つことも視野に入れた方がいいかもしれませんね」


    「でも、ローザなんかは移動に航空会社使うこと多いけどな。あれだけのＶＩＰだけに、逆にカムフラージュなんだとさ。ま、人それぞれだ」


    「なるほど。よく考えたら、日本だと自家用ジェットとか持ってると目立っちゃうな。富豪っぽいイメージは、日本じゃ結構なダメージです」


    「そんなの、無関係に見える会社の所有物にでもしときゃいい。会社はタックスヘイブンにでも置いとけ。なんなら、キプロスに会社作っといてやるぞ。利用するときは、そっからレンタルしたことにすりゃいいんだ。買うときは必ず声かけてくれよ。私が売ってやるから」


    「ぼったくらないでくださいよ」


    「ハハハ、普通の三割増しの請求で勘かん弁べんしてやる」


    　時計を見やって、ジリヤは続ける。


    「そろそろメシにするから、莉り音おん起こしてきてくれよ」


    　俺はうなずいて莉音を呼びに向かい、扉とびらをノックしてみる。


    「おーい、莉音。メシにするってよ」


    　しかし、中からはまったく応答がなかった。


    　何度も叩たたいてみた。しかし、応じてくれる気配がない。もう起きていて、シャワーでも浴びているのだろうか。


    　ドアに耳を当ててみると、かすかに莉音のうめき声が聞こえてきた。


    「莉音！　莉音！」


    　押しても引いても、ドアは開かない。


    　狼ろう狽ばいしてジリヤのところへ駆け戻った。


    　すぐにジリヤは備え付けのマイクで、コックピットを呼び出す。


    「機長、聞こえるか？」


    「あいあいさー、よく聞こえてますよ。あわてた声でどうしたんです、ジリヤ？」


    「三号室を開けてくれ。内カギが閉まってる」


    「了解。今、開けましたよ」


    　俺とジリヤは、莉音の部屋へ急いだ。


    　莉音は高熱を発し、意識朦もう朧ろうとしていた。
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    　空港に着くとすぐ、莉り音おんは医務室に運び込まれた。


    　莉音の熱は四一度に達していた。


    　うめき声を発しつづけ、息も荒い。


    　たまに目覚めても、再び気絶してしまうのを莉音は繰り返した。


    　ベッドを見下ろす俺とジリヤへ向き直った医者は、淡たん々たんと説明する。


    「熱帯熱マラリアですね。彼女はアフリカにいたことがあったはず」


    「そういえば、アフリカを探検したときにマラリアにかかったことがあると言っていました」


    　俺の言葉に、医者はうなずく。


    「そうでしょう。体力的・精神的に弱っていると、ふとしたキッカケでマラリアは再発の可能性があります」


    「莉音とは昔から一緒にいましたが、体力的にも精神的にも頑がん強きようなのですが……」


    　すかさずジリヤが言う。


    「いや、私のところに連絡してきたとき、切せつ羽ぱ詰まってる感じだったぞ。お前さんたちに見せなくとも、莉音は相当ストレスを抱かかえていたはずだ」
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    　その話に、俺は少なからずショックを受けた。


    「そんな。莉り音おんが……？」


    「資金調達がうまくいってホッとした瞬間、張り詰めてたものが切れたんだろうな」


    　ジリヤがつぶやいた。


    　たしかに、俺も資金調達が決まったとき、縛り付けられていた糸が一気に切れたような開放感を味わった。莉音は、もっとストレスにさいなまれていたというのか？


    　――まさか！　あの莉音だぞ!?


    　俺の心を見み透すかしたのだろうか、ジリヤが続ける。


    「莉音だって超人じゃないんだ。青年、もっと支えてやらないといけないぜ」


    　ポン、とジリヤは俺の肩を叩たたく。


    　考えたこともなかった。


    　莉音は……鉄人だと思っていた。いつだって莉音は、俺の偉大な師し匠しようだったし、無敵のヒーローだったのだ。


    　そんな莉音が、密ひそかにストレスに締め付けられていただって？


    　どうして想像できようか。しかし、信じられないことだが……現に今、莉音はこうして倒れている。一番身近な存在だと思っていた俺が、実は莉音のことをまったくわかってやれていなかった。そのことが、ただただショックだった。


    「先生、彼女は治るんですか!?」


    「予断は許しません。しかし、ここにある薬品でなんとか応急処置しましょう。抗マラリヤ薬は、ここから一番近い病院だと紹しよう和わ病院の感染症科になってしまいます。できる限りの処置をしたあと、救急車で紹和まで運びます」


    　苦しそうにうめく莉音を、俺は苦く渋じゆうの思いで見下ろした。
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    　紹和病院で莉音の治療が終わるのをジリヤと一緒に待っていると、沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんがやってきた。空港で連絡していたのだ。


    「莉音が倒れたって本当なの？　いまだに信じられないんだけど……」


    「ククク、また莉音が仕組んだイタズラなのだろう？　わかっていて、あえて騙だまされてやったのだ。さあ、ネタ明かしをしてもらおう。俺のギガスによると、病院関係であたらしいビジネスを始めると見た」


    　二人の反応は、俺にはよくわかる。子供のころからずっと一緒に過ごしてきた俺たちには、にわかに信じられないことだ。莉音が悩んだり苦しんだり病気になったりするなんて想像できないのである。


    「沙さ織おりと恒こう太たの考えてることはわかる。でも、本当の本当に本当なんだ。こいつは莉り音おんのイタズラなんかじゃない。聞いてくれ」


    　俺の真剣な様子に、沙織と恒太は沈黙した。


    　莉音が治療中の病室の前で、倒れるまでの詳しい顛てん末まつを、順を追って話し始める。


    



    　キプロスに行き、ジリヤの会社を訪ねたこと。


    　資金調達をジリヤにお願いしたこと。


    　ジリヤから、世界で二番目に大きい財ざい閥ばつ、スタインバーグ家の令嬢ローザを紹介してもらったこと。


    『おりおんクローズ』についてローザと取り決めを結び、欧米での事業の権利の一切をスタインバーグに譲ゆずり渡したこと。


    　それ以外の地域で革命部が事業を展開していくこと。


    　スタインバーグ家傘さん下かの投資銀行スタインバーグドレクスラーが四兆円を用意し、アクアスを代わりに買収してくれることになったこと。


    　買収後のアクアス経営については、革命部に任せてくれること。


    　実は莉音は、資金調達のストレスにずっとさいなまれ続けていたらしいこと。


    　帰りの飛行機でしばらく睡眠を取ったあとに莉音の部屋に行ってみると、高熱を出してうなされていたこと。


    



    　ときどきジリヤが話を補足してくれた。


    　柚ゆずさんは、今にも泣き出しそうな顔で話に聞き入った。


    　最初は「今度はどんなイタズラなのか」と警戒していた沙織と恒太も、ジリヤが話を裏付けてくれると、ショックを隠しきれないようだった。


    「ほ、本当なの……？　ストレスを抱かかえてたって……だって莉音だよ……？」


    　戸と惑まどったように沙織が言うと、ジリヤが応じる。


    「おいおい、逆に考えてみろよ。アクアスＴＯＢの進退窮きわまった状況で、苦しまない方がどうかしてるだろ？」


    「普通の人ならそうかもしれませんが……でも莉音は……」


    「お前らは、なーんもわかっちゃいない。産みの苦しみなんて知らないだろうけどな、事業だって革命だって戦争だって、悩んでなんぼなんだ。本来、辛つらく苦しい道程を、ぜーんぶ莉音が肩代わりしてやってきたんだ。そんなの、お前らは少しも感じなかっただろうけどな」


    「……」


    　沙織はうつむいて沈黙した。


    「アクアス戦、必要資金は一兆円超えてんだぜ？　もし調達できなきゃ、お前らのグループは一巻の終わりだ。青年はマスコミどもから総バッシングを受けただろう。お前らにだって多大な累るいが及ぶ。そうなりゃ、まともな社会生活なんか送れやしない。こいつは莉り音おんにとって命いのち懸がけだったんだよ」


    「そんな……莉音は大丈夫なの？」


    　それには俺も答えられなかった。俺の沈黙に、沙さ織おりは絶望的な面おも持もちになる。


    　そのとき、病室の扉とびらが開いて、看護師が顔をのぞかせた。


    「終わりました。どうぞ、お入りください」


    　皆で病室へ入ると、莉音のうめき声が飛び込んできた。胸が、締め付けられそうになる。


    　俺たちは莉音のベッド脇に駆け寄った。


    　一方、ジリヤは病室の壁を背に、俺たちを見守るように眺めている。


    　医師が口にする。


    「ずいぶん長いこと痛みに耐えていたようなので……もう少し投薬が遅れれば危険なことになっていました」


    「ありがとうございます、先生。しかし、苦しそうにうめいていますが……」


    「この女の子にとっては、今が一番苦しいときです。心しん神しん喪そう失しつするほどの苦痛です。二日ほど続くでしょうが、その後は安定するはず。見ているだけでも辛つらいでしょうが、それまでの辛しん抱ぼうです。二週間も入院すれば、回復するかと」


    「彼女とお話しをさせてもらってもいいですか？」


    「かまいませんが……朦もう朧ろうとしていて意識はないはずです」


    「はい、それでも……」


    　俺がお願いすると、莉音に視線をはしらせた医師は言う。


    「わかりました。もう心配ありませんが……もし何かあればナースコールで呼んでください」


    　そう言って、医師と看護師は部屋をあとにした。


    　莉音は汗だくだった。小さく断続的にうなり声を発し、激しい呼吸を繰り返している。


    　俺たちはベッド脇の椅い子すに腰かけ、声をかけた。皆で寄り集まって莉音をのぞきこむ。


    「莉音！　俺だ、聞こえるか？」


    　莉音はうめき続けるだけだった。


    「大丈夫だからな。絶対に回復するから。あと少しの辛抱だぞ」


    　その姿を見ていることしかできないだけで、塗と炭たんの苦しみだった。もしできることなら代わってやりたい。莉音の苦痛のいくらかでも引き受けてやりたかった。


    　沙織が莉音の耳元でささやく。


    「莉音、聞こえる？　私たち、ここにいるよ」


    　莉音は応えない。


    　改めて、ジリヤの話を思い出す。表には出さずとも、莉音は巨額の資金調達のストレスにさいなまれていたと言う。


    　もし資金調達ができなければ、『おりおんクローズ』は大失敗、俺たちは世間のやり玉に挙あげられる。だからこそ莉り音おんは、なんとしてでも勝たなくてはならなかったのだ。


    　もちろん、俺だって同じように思っていたつもりだった。革命部が生き残るために、仲間を誰も傷つけないために、ＴＯＢを成功させなくてはならないと思っていた。しかし実際に俺のやったことと言えば、記者会見を華か麗れいに失敗させたあげく、本当に資金調達ができるのかどうかオロオロと莉音に聞いただけだったのだ……。


    　最初から最後まで莉音に頼りっぱなし。それどころか、莉音のいい加減さを責めたりまでしてしまった……。


    　――俺はどうして、こんなに大切な従姉いとこのことを気づいてやれなかったのか……。


    　悔くやんでも悔やみきれなかった。


    「莉音、ごめんな。なんにも知らなかった」


    　俺は、莉音を前にして懺ざん悔げした。


    　知らぬ間まに、これほどの負担をかけてしまったのだ。


    　いや、気づかなかったどころか、莉音は決して心が揺らぐことのない超人だと勘かん違ちがいしていた。誰よりも強かった莉音は、いつも俺や沙さ織おりや恒こう太たのことを守ってきた。子供のころは、俺や恒太のことを幾いく度どとなく叱しかりつけたが、今思えばそれは大人の愛情のようなものだったに違いない。沙織が泣かされたら、いつだって真っ先に飛んでいったのは莉音だった。なんだかんだ言いつつ、俺たちにとって、莉音は偉大な師し匠しようだった。


    　それでも、莉音だって俺たちと同じ人間だ。


    　行き詰まって悩むこともある。成功と失敗の狭はざ間ま、ギリギリの勝負をしてる。マラリアという爆弾を抱かかえてる。戦場で撃たれたら死ぬ。俺たちと同じ赤い血が流れてる。


    　莉音は神さまじゃないんだ。


    　当たり前のことに、俺は気づいてやれなかった。


    　そんな莉音が、どうしてこれほど過か酷こくな道を行くのだろうか。


    　わかってる。人類を救いたいのだ。誰もが、まるでバカげた妄もう想そうだって思うだろう。一〇〇人に聞けば、一〇〇人がバカだって言うだろう。そんなことは、当の莉音だってわかってるはずだ。それでも……その道を歩もうとしている。


    「莉音、ごめんな……」


    　苦痛にあえぐ莉音の前、俺は心の底からの思いを吐と露ろした。


    　ふいに莉音が、中空に腕を伸ばす。見えない希望にすがるように。


    　俺は顔を上げ、掲かかげられた莉音の手を握りしめた。


    「み、巳み継つぐ……そこにいるの……？」


    　莉音は、中空を朦もう朧ろうと眺めながら声を出した。


    　言葉は途切れ途切れ。しかし、なんとか聞き取れた。


    　俺は莉り音おんのすぐ側そばまで顔を近づけ口にする。


    「ああ。いるよ。側にいる。すぐ側にいるんだ」


    　息も絶え絶えの莉音は、漠然と空に視線をさまよわせながら口にする。


    「巳み継つぐ、いろいろごめんね……」


    「バカ言うな。あやまるのは俺の方だ」


    「こんな私でもね……巳継のことは何よりも大切なの……。私の一番大切な宝物なんだよ……」


    　その言葉を聞いて俺は絶句した。


    　万ばん感かんの思いを込めて、莉音の手を強く握りしめる。


    　莉音は朦もう朧ろうとしていて、天井を見つめたままだ。


    　再び莉音がつぶやく。


    「私は……大丈夫だからね……」


    「お医者さんも、必ず回復するからって言ってたからな。すぐに治るから」


    「みんなに、ずいぶん苦労かけてるよね」


    　それは、小さな莉音の懺ざん悔げだった。


    「そんなこと思っちゃいない。俺たちの方こそ、莉音のことに目を向けてやれなかった。ごめんな、莉音。支えてやりたいってずっと思ってたのに……」


    　誰にともなく莉音は言葉をつむいでいく。


    「沙さ織おりにも大変なことさせちゃったね……。巳継、沙織のことは守ってあげてね……」


    「バカ……」


    　沙織は目め頭がしらを押さえた。


    「恒こう太たはすぐ調子に乗るのよね。でも、本当はとっても良い子なの。決して裏切ったりしないし、逃げたりすることもないのよ」


    「敵を前にして、俺が逃げるわけ……」


    　恒太が言葉を詰まらせたので、俺が代わりにうなずいた。


    「わかってる。恒太はいつだって俺たちの味方だ」


    「柚ゆずちゃんのこと、大事にしてね。天才だって知られるまで、あの子はいじめられてたの。いっぱい誤解されてて。だから、守ってあげなくちゃ」


    「り、莉音部長……」


    　柚さんは両手で顔をおおった。


    「大丈夫だぞ。もう何も心配ない。これからは莉音だけが心配する必要なんてないんだ。俺たちもいるからな」


    「……巳継……あの子たちのこと……お願いね」


    「今から死ぬみたいなこと言うな。莉音には、やらなくちゃいけないことがあるんだぞ。世界を変えられるのは莉り音おんしかいない。そんな役割を莉音に押し付けた神さまにはむかつくけど……それでも……それでも莉音が……俺たちがやるんだろ……」


    　莉音の頬ほおにはひとすじの涙が伝う。


    　苦しさで流しているのか、それとも何かへの想いから流しているのか、わからない。


    　その涙を、俺は袖そでで、大切に拭ぬぐってやった。


    「絶対に、君を独りになんてしないから。アクアスの資金調達だって大丈夫なんだからね。私に任せてね」


    　もしかしたら莉音は、資金調達の成功を憶おぼえていないのかもしれない。


    　苦しみにあえぐ莉音の頭を、俺は優しくなでた。


    「安心しろ莉音。資金調達はうまくいったんだ。ぜんぶ莉音のおかげでな。だからアクアス買収は、俺たちがぜんぶやっておく。眠っていてくれ」


    　そう言うと、心なしか莉音の口元が微笑ほほえんだように見えた。


    「これから俺たちは仕事に向かう。でも、ずっとずっと一緒だからな。いつだって莉音のことを大切に想ってる」


    　本当は一秒でもこの場を離れたくはない。それでも莉音のためを思うなら、できるだけ早くアクアスとの再戦に備えるべきなのだ。


    　今はＴＯＢの真っ最中。莉音の退院を待っている暇ひまはない。


    「莉音、ここで見ててくれ。莉音が戻ってくるまでに、アクアス買収戦は済ませておくよ」


    　俺が振り向くと、沙さ織おりと恒こう太たと柚ゆずさんは、力強くうなずいた。


    



    
      ◇

    


    



    　紹しよう和わ病院を出て、ジリヤはタクシーで空港へ戻ることになった。俺たちは駅へ向かう。


    　沙織は残って莉音のつきそいをしたがったが、着の身着のままやってきたので、いずれにしろ必要な荷物を一度地元に取りに帰らなければならない。また、部室でこれからのことを打ち合わせしておく必要もあった。


    　時刻は夕刻。


    　彼方かなたには真っ赤な太陽。一面のうろこ雲はオレンジ色に染まっている。


    　この前、莉音と一緒にいつもの公園の高台で、手を取り合ってオレンジ色に染まる都心の景色を眺め続けたことを思い出す。あのとき、莉音は独りだったのだ。あんなに側そばにいたのに、俺は一緒じゃなかった。俺は中途半はん端ぱに聞き流していただけだ。でも、これからは莉音の想いを、俺も背負ってやらなくちゃならない。


    　別れ際ぎわ、俺はジリヤにお礼を言った。


    「ジリヤさん、いろいろありがとうございました。資金調達の件も、莉音につきそってくれたことも」


    「いいんだよ、そんなこと。それにしてもだ……お前ら、良い心がけだぞ。莉り音おんなしでアクアス買収戦を戦おうだなんてな。アイツも喜ぶだろう」


    「はい。きっと、そう思います」


    「私に資金調達の話を持ちかけてきたとき、アイツは相当に焦あせってた。……ここだけの話だけど、革命部や速はや水み半導体工業の社長にお前を据すえちまったことを、はじめて後悔してたよ」


    「しかし、きっと適任は俺しか……」


    「いや、自分がなれば良かったって、そう言ってた」


    「そんな……」


    「もちろん、もし女子高生の莉音が上じよう場じよう企業の社長にでもなってたら、恰かつ好こうのマスコミの餌え食じきだ。お前の社長就任どころのネタじゃなかったろう」


    「……そう、思います。そんなことになってたら、記者会見なんて開いても、マスコミの質問はきっと、莉音の私生活や趣味の話ばかりだ。事業どころじゃなかったでしょう」


    「そうだ。それでも、自分がなるべきだったと悔くやんでいたよ」


    「……」


    　莉音は、まったくそんなそぶりすら見せなかった。気づかなかったことに、俺は叫び出したい思いだった。


    「それから沙さ織おりのことも言っていたぞ。嫌いやがるお前さんに、悪いことをしたってな。もしも自分が代わりになれるなら、莉音はなったろう」


    「そんな……」


    　戸と惑まどうように沙織は視線を落とした。


    「でもきっと、切れる手札が他になかったんだろうな。沙織だからこそヒットしたんだろう？　莉音は、身を引き裂かれる思いだったんだぞ」


    　たしかに創業した初期のころ、モデルとして売り出したのは沙織だけじゃない。莉音や柚ゆずさんも一緒にモデル活動をしている。しかし沙織の人気が伸びたのは、世間に受け入れられる何かがあったからだろう。


    「私、そんなことまったく想像してなかった……」


    「そりゃ、そんなそぶりをちょっとでも見せるタマじゃない。アイツは社会がどれだけひん曲がっているか知っている。そんなところに、自分の大事な子供みたいなヤツらをさらすなんて普通はしないぜ」


    「……」


    　沙織も押し黙った。


    「お前たちがこれだけ有名になっちまった以上、事業は失敗できない。『おりおんクローズ』がこければ、お前らのグループは一巻の終わりだ。そうなりゃ、マスコミの大バッシングに遭あうのは確実ってわけだよ」


    「そう、ですね……」


    　俺はうなずいた。


    「だが、もしそんなことになってたら、莉り音おんはマスコミを皆殺しにするかもしれないぜ」


    　そう言って、ジリヤは苦笑した。


    「ありえそうな話です」


    「莉音はたしかに、誰よりも強い。それでも、ほんの皮一枚違うだけさ。あくまで同じ人間なんだよ。そんなアイツが、世界を革命しようって本気で決意してる」


    「はい。莉音の決意は本物です」


    「アイツは世界のすべてを見てきたよ。私以上にだ。大事なものをいっぱい抱かかえながら……血の涙を流して人間の幸せを追求したいって思ってる。黙っていれば幸せに生きられるはずなのに……それでもアイツは醜しゆう悪あくな現実と真っ正面から向き合ってる。誰だって見たくないよ。見て見ぬフリしたいよ。それでもアイツは戦うんだ。見たこともない誰かのために」


    「誰かが聞けば、バカげたことだって思うでしょうね……」


    「まったくだ。実にバカげた妄もう想そうだよ。頭のおかしい人間と思われて終わり。それに、誰かを助けたところで報むくわれるわけもないのが、この人間社会の常ってものだ。そんなこたぁ、莉音だって百も承知さ」


    　ジリヤは夕日が消え入るビルの狭はざ間まに目を細めて続ける。


    「私は確信してる。人間ってやつは不公平で、不平等で、嘘うそつきで、どうしようもないくらい悲ひ惨さんな生き物だよ。だから私は、私のためだけに生きようと決めた。人間は救いがたい。人間はクズだ。そんなこと、わかってるんだ。それでも……莉音に賭かけてみたい。私のなくした想いのカケラ――」


    　ジリヤは真しん摯しな口調で、思いの丈たけを吐と露ろしていく。


    「ひょっとすると莉音だって、心のどこかで、そんなものありやしないってわかってるのかもしれない。それでもアイツは前へ進もうとしてる。だからこそ、本当にすごいヤツなんだ」


    　俺たちは黙り込んだ。


    　どうしてあんなに恵まれた従姉いとこが、出会ったこともない人類を救おうだなんて思うのだろう。


    　どうしてあんなに優れた従姉が、他人のために世界を変えようなんて思うのだろう。


    　いったい誰が、莉音にこんな役割を与えたのか。神さまだったら、俺は許さない。世界人類なんかより、俺は莉音に幸せになってほしいんだ。


    　それでも、それでも莉音が茨いばらの道を歩むなら、その道を支えてやろうと、俺は今、決意した。それが莉音の望みならば、俺は命を張ってでも前へ進もう。


    　――莉音、もう独りじゃないからな……。俺もいるから……。俺も一緒に、戦ってやるんだからな……。


    　俺は強く拳こぶしを握りしめた。


    「じゃあ私は戻るから。何かあったら電話しな。少しは手伝ってやれる」


    　そう言って、ジリヤは手を挙げてタクシーを止めた。俺たちは誰も声をかけられなかった。


    　最後にジリヤがかけてきた言葉は、さよならじゃなかった。


    「それからな、莉り音おんはずっと、お前たちのことを一番大切に考えてた。私と話すときも、いつだってお前たちのことばかりだったよ」


    　それだけを言い残し、ジリヤのタクシーは走り去っていった。


    　取り残され、俺たちは無言で立ちつくす。誰も何も言わなかった。


    「行こう」


    　それだけを言うと、皆顔を上げてうなずいた。それぞれ思うところがあるはずだ。これから部室に戻って、アクアス戦の準備を進めなくてはならない。


    　ただ黙々と、俺たちは駅へ向けて歩いた。決意を新たに、地に足をしっかりと踏みしめて。

  



  
    第二章　第二次アクアス買収戦


    



    　電車に揺られる間も、誰も口を開かなかった。


    　思い思いの思し索さくに身を沈めているようだ。


    　俺の気持ちは、すっかり入れ替わっていた。


    　前回の恥ずかしい記者会見など、もはや問題じゃない。どうやってアクアス戦を勝ち抜くか、それだけがすべてだった。


    　思えば、キプロス行きの飛行機に乗り込んだ時点ではフワフワしていた。しかし今では、踏みしめる足取りまで確固としたものに感じられる。


    　今までは、莉音がすべて決めてきた。指示されるままやってきた。自分の意志で積極的にやることはあったにせよ、大おお枠わくは莉音の方針に沿ったものだ。あの従姉いとこが差し出してくれた手にすがり続けてきた。俺はひとりじゃ、何もできなかった。


    　莉音は無敵なんだと、勝手に思い込んでいた。


    　でも、違った。


    　気づくのが遅すぎた。


    　しかし今、ようやく自分の足で歩きだせる。キッカケをくれたのは、やっぱり莉り音おんだった。あの偉大な師し匠しようなしで、いつになったら俺はひとりで戦っていけるのか。いや、これからの俺は違うのだ。必ず、やり遂とげてみせよう。


    　俺には莉音のように、「人類のために」などという崇すう高こうな理想はわからない。見たこともない人たちのために、自分のすべてを捧ささげようなんて、そんな思いは抱いだけない。俺は聖者じゃない。凡ぼん人じんなんだ。


    　それでも、身近な仲間たち――沙さ織おりや恒こう太たや柚ゆずさんや、ほかならぬ莉音のためならば、彼女ら彼らの幸せと望みと未来のためならば、身体を張って戦える自信が、今はある。


    　心の底からはじめて、前向きに自分が動き出したことを実感していた。


    



    
      ◇

    


    



    　部室に帰り着くと、時刻は二一時を少し回ったころだった。


    　靴くつを投げ散らかすように脱いで、俺たちはリビングへ飛び込んだ。


    　恒太が先陣を切って口を開く。


    「さあ、これからのことだ。電車で考えてきたろう？　お前らの案を聞かせてくれ」


    「まずは莉音の世話をしなくちゃ。打ち合わせ終わったら、家で荷物選んで病院に行くわね。みんなで交替で付き添いましょう」


    　そう言った沙織を、冷静に俺は押し留とどめる。


    「待ってくれ。さっき病院で莉音に話したことは気休めじゃないんだ。俺たちは戦わなくちゃならない」


    「た、戦うって……。莉音なしで？」


    　不安げな様子で沙織がつぶやくと、すかさず恒太が言う。


    「ククク、巳み継つぐの言う通りだぞ。莉音のことを思うなら、ここは戦うべきときだ」


    「でも……莉音の世話は？」


    　戸と惑まどう沙織に俺は言う。


    「うちの母さんが行ってくれるはずだ。俺たちはＴＯＢを成功させることに全力を尽くそう」


    「わ、私たちだけで大丈夫かしら……」


    「大丈夫だ。俺たちはうまくやれる。そうだろう、巳継」


    　恒太は自信満々に言い切った。いつもの得意気な表情はなく、ひたすら真剣な面おも持もちだ。


    「ああ、経験は積んできた。もう莉音なしでも乗り切れる。柚さんは、それでいい？」


    「はい！　わかりました！　莉音部長のためになるなら、戦おうって思います！」


    「決まりだ。俺たち三人は戦う。でもたしかに、沙織だけは看病に行くのもいい。どうする？」


    　俺はそれでもいいと思った。少なくとも俺は前線で戦わなくてはならないが、代わりに沙織がつきそうのはアリだ。莉り音おんが大事にしている沙さ織おりが側そばについていた方が、回復によい影響があるかもしれない。


    「……」


    　沙織は沈黙してうつむき、しばらく悩んでいた。


    　その様子を、俺たちは静かに見つめる。沙織の苦悩は、俺たちにはよくわかった。


    　やがて顔を上げた沙織は、俺に問いかけてくる。


    「莉音は……私たちだけで戦うことを望んでいると思う？」


    「そう思う」


    「……うん、わかった。どこまでできるかわからないけど、私もがんばってみる……」


    　沙織がそう言ったとたん――。


    　バンッ、とテーブルに何かを叩たたきつける音が、リビングいっぱいに鳴り響く。


    　沙織の言葉を聞き届けた恒こう太たが、テーブルを殴なぐりつけるようにして手を置いたのだ。


    「な、何？」


    　怪け訝げんな様子で沙織が聞いた。


    「お前ら、手を乗せろ。こんなときこそ、俺たちの団結力を誇こ示じせねばなるまい」


    「誰に誇示するのよ」


    「俺たち自身の心にだ」


    　すぐに沙織は、スッとテーブルの上の恒太の手に、手を重ねる。


    　柚ゆずさんが続き、最後に俺が手を乗せた。


    　恒太が俺をうながす。


    「さあ巳み継つぐ。革命部の社長として決意を表明するんだ」


    　俺はうなずいた。


    「莉音のおかげで、最難関の資金調達は乗り切った。次は俺たちの出番なんだ。せめて莉音が復帰するまでに、アクアスＴＯＢは完了させておこうぜ。俺たちの手で。そのくらいできなきゃ、革命家なんて言えないだろう？」


    　皆を見渡すと、それぞれ深くうなずいた。


    「その通りだよ。俺たちは革命家なのだ。なに、アクアス買収程度、ものの一瞬だよ」


    「うん。私も、莉音と巳継と恒太と柚さんのためなら、どんなことでも協力する」


    「はい！　私たちは革命家なんです！　はやく革命しなくちゃって思います！」


    　皆の言葉を聞き届け、俺はテーブルの上の手に力を込めて続ける。


    「俺たちはやってきた。これからだって必ずやれる。革命部の栄光のために！」


    「ぶちかましてやるんだ。世界人類の輝く未来、そして、革命部の栄光のために！」


    「私もやってみるね。莉音とみんな、それから、革命部の栄光のために！」


    「みんなで世界を良くするんです！　革命部の栄光のために！」


    



    
      ◇

    


    



    　時計を見やると、深夜一時。


    　俺は黙々と、自宅でスピーチ原稿を書いていた。


    　いつもなら、そろそろ莉り音おんがやってくる時間だ。そこで翌日のスピーチ内容を確認し、莉音の前で練習して記者会見に備えるのである。


    　今度ばかりは、莉音の助けは借りられない。俺はノートパソコンに書き付けた内容を推すい敲こうし、不備がないかチェックしていた。


    　スタインバーグの資金を背景にした革命部側のＴＯＢ価格は、市し場じよう価格を大きく上回ることになる。俺たちが勝つ可能性が開ひらけてきたことはたしかだった。しかし、勝利は決して確実ではない。なぜなら事はそう単純ではないからだ。


    　二〇〇六年、製紙業界の巨人――王おう子じ製紙が、北ほく越えつ製紙に対してしかけた敵対的ＴＯＢは経済界を驚かせ、ニュースを賑にぎわせた。その際、王子製紙が提示したＴＯＢ価格は相当に高かったが、周囲を敵に回してしまったがために、多くの株主がＴＯＢに応じず、不成立に終わってしまった。ありあまる資金だけ持っていても、結局は投資家が応じてくれなければ敵対的ＴＯＢは成功しないという恰かつ好こうのケースだった。
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    　今回のアクアスＴＯＢはマスコミを通して全国で注目の的まとになっているから、なによりもまず視聴者に反感を持たれないようにすることが重要だ。そこを押さえきれるかどうかで、このＴＯＢの帰結は定まる。だから次の記者会見は、さまざまな意味で極めて重要なのだった。


    　そんなことを考えながら原稿に集中していると、とつぜん、カランと窓に何かがぶつかる音がする。


    　虫でもぶつかっただけかもしれないと思い、ノートパソコンに向き直ると、再びカランという音が響く。


    　カーテンを開けて外をのぞいてみる。すると、恒こう太たがこちらを見上げていた。小こ脇わきにノートパソコンを抱かかえている。


    　俺は窓を開けて、顔を出した。


    「よう。こんな夜よ更ふけに、どうしたんだ？」


    「明日、いよいよ記者会見だろう？　だからこの俺の優秀な頭脳を、提供してやろうと思ってな」


    　尊大な恒太に含み笑いをかみしめつつ、自宅のカギを開け、部屋に招き入れた。


    　コンビニ袋をぶら下げている恒太は、コーヒー缶を差し出してくる。


    「ブラックコーヒーだ。夜更かしにはちょうどよかろう」


    「恒太にしては気が利きくな。適当に座ってくれ」


    「いつも莉り音おんとスピーチの打ち合わせをやっているだろう。だから今日は、俺が代わりを務めてやる」


    「珍しいこともあるもんだ」


    　どうやら、莉音の代わりを務めてくれるようだ。恒太だからそれほど当てにはできないだろう。それでも心こころ遣づかいは嬉うれしかったから、しばらく話をすることにした。


    　俺たちの家はすぐ側そばだ。莉音が俺の部屋にやってきて、深夜まで煌こう々こうと光が灯ともっているのを、恒太はいつも見ていたのだろう。


    　すかさず恒太は、プリントアウトした数枚の書類を手渡してくる。


    「見てくれ。これが次回、記者たちがしてきそうな質問想定集だ」


    　受け取って、書類の一枚めに目を通した。


    　でかでかとマル秘マークが貼り付けてあり、その横に極太ゴシック体で「最高軍事機密」と大たい書しよされている。書類タイトルは「天才・春かす日が恒太の軍略」。さらに下には「この超極秘書類を無関係の人間が見ると爆発する」などという注意書きがあった。


    　俺はうんざりしつつ、それを悟られないようにしながら、「天才・春日恒太の軍略」を机の上に置いた。


    　恒太は俺のベッドに腰かけ、悠ゆう々ゆうと続ける。


    「一番の問題は、この前の『日本政府転てん覆ぷく発言の真意』だな。新聞やテレビでも、いまだに話題が続いている」


    「ちょうど今、その答え方を考えていたところなんだ」


    　ノートパソコンに向き直り、今しがた考えていたスピーチ原稿をプリントアウトした。


    　そしてプリンターからはき出されてくる紙を恒こう太たに渡す。


    　しばらく恒太は書類を真剣に読み込んでいたが、やがて大きく息をはき、顔を上げる。


    「ほう、あの発言を否定するつもりか」


    「そうするしかないだろう。あれは俺も混乱していたんだ。勝たなくちゃならないって一心で、頭がヒートアップしちまった。そのことを認めなくちゃならない」


    「しかし、自身の間違いを指摘するのは議論を呼ぶぞ」


    「傷口がまだ小さいうちに、閉じておいた方がいい」


    「これは前回の記者会見で一番注目されている重大なポイントなんだ。傷口を閉じると言うが……むしろ傷口を広げる危険性があるのだぞ」


    「そうかもしれない……。それでも、否定しておかなくちゃ話が続かないだろう……。間違いを素直に認めるのもトップに必要な姿勢だと思う」


    「いや、違うな。日本政府転てん覆ぷく、それから世界中の政府の転覆……これはある程度、認めてしまった方がいい」


    　恒太のとんでもない話に、俺は呆あきれた。恒太なら、マスコミを前にしてでも平然と大口を叩たたけるのだろう。しかし、俺には恒太のマネなど無理というものだ。


    「……バカな。そんな話、真まに受けるわけないだろう？」


    「その通り。まさに、そこなのだよ。巳み継つぐはこのニュースを見ていないだろうが、大半の視聴者は、あの発言を真に受けたりしていない。本気で考えちゃいないんだ」


    　恒太の話の真意がわからず、俺は眉まゆをひそめる。


    「どういうことだ？」


    　恒太は俺を指さした。


    「つまり記者も視聴者も、巳継は『そういうキャラ』だと考えているのだよ」


    「そういう……キャラ？」


    「そうだ。視聴者には、政府の転覆など一〇〇％不可能という暗黙の大前提がある。だから、いくら不可能なことを連呼しようと、そんなものはジョークの一種にしかならない」


    「だからこそ、撤てつ回かいすべきじゃ……」


    「違う。だからこそ、そのまま押し切れ。撤回するな」


    「……」


    　俺は沈黙した。恒太の言わんとしていることが呑のみ込めなかったからだ。


    　恒太は俺を再び指さし、確認するように繰り返す。


    「いいか、それが巳継のキャラなんだ」


    「俺のキャラって、何だ？」


    「興奮すると、とほうもないデカい話をぶち上げてしまうホラ吹きキャラだ。良く言えば、おちゃめなヤツなんだよ」


    「かなり嬉うれしくないな……」


    　俺は顔をしかめた。


    「嬉しいとか嬉しくないとか、そういう問題ではない。少なくとも、大半の視聴者はそう捉えている。そして、この反応は上々なんだ。これだけ発言が全国民的な波紋を呼んでいるのは、俺たちにとって悪いことじゃない」


    「……」


    「いやむしろ、もっと波紋を広げるべきなのだよ」


    　恒こう太たの自信満々な態度を眺めていると……漠然とだが、徐々にその話が呑のみ込めてきたような気がした。


    　俺はイメージを喚起させるため、まぶたを閉じた。頭をフル回転させて、自分をマスコミの群れの前に立たせてみる。恥も外聞も振り払い、自分がホラ吹きキャラとして平然とデカイ話をぶち上げている姿を想像してみると……。


    　――まてよ……これは意外と……良いアドバイスなんじゃないか？


    　それは、俺にとってあたらしい見方だった。くぐもっていた視界が、急に開ひらけてきたようだ。


    「そういえば、莉り音おんは前回の記者会見を見てひとりだけ喜んでたな……。別に莉音は、祭りになるのが楽しくて喜んでたわけじゃなくて……ああやって波紋を呼ぶこと自体が、今の革命部にとってメリットだと考えていたのか……？」


    「そうだろうとも。当時の俺たちは、アクアスと比べて明らかに劣勢だった。いや、勝負にすらならなかった。そんな状況で光こう明みようを見いだせるとしたら……ただひとつ、マスコミを活用しての情報戦しかあるまい」


    「なるほど。本当の力はアクアスや立たち花ばな社長の方が一〇〇倍も上だったけど、それでも視聴者の注目は俺に集まっていた」


    「そうだ。お前のキャラを作れ。そして前回の記者会見での巳み継つぐのキャラは、決して悪くない。男なら、恥ずかしさなんて乗り越えろ。そんなもの、踏み越えちまえ」


    「俺の……キャラか……。そういう視点で考えたことはなかった……」


    「どんなタレントだって政治家だって、それぞれの持ち味がある。『こいつなら、きっとこういう発言をするに違いない』と視聴者が予あらかじめ期待している持ち味だ。彼らは、その通りに演出して民たみ草くさを喜ばせる。それと一緒なんだ」


    「恒太にしては、ずいぶんまともなこと言うじゃないか」


    「視聴者は、巳継を待っている。開いた口が塞ふさがらなくなるほどの事件がやってくるのを、いつだって待っている」


    　演技がかった調子で言って、恒こう太たは続ける。


    「世界最年少上じよう場じよう企業社長。弱じやつ冠かん一六歳にしてアクアスという大企業に挑いどむ青年。日本政府転てん覆ぷく発言。果ては世界の革命宣言。うむ……この流れは、まったくブレてない。いいか、それが巳み継つぐのキャラなんだ。このまま押し切れ。視聴者が期待する軸じくをブらすな」


    「……たしかに、ある意味でブレてないな。とんでもなく頭の危険な人間だが」


    「それでいい。期待は裏切るんじゃない。勘違いするな、巳継は舞台俳優なんだ」


    「莉り音おんも似たようなことを言ってたな。ここは演劇の舞台なんだって。しかし、なるほど俳優か……」


    「そうだ。視聴者の前では常に、キャラとしての演出を貫つらぬけ。巳継の戦場は、いつも民たみ草くさの前にある」


    　俺は大きく息を吸い込んでうなずく。


    「わかった。おかげで方針が固まった。おまけに、これからの決意までだ」


    「それが巳継の真実の姿なのかどうか、知らないヤツには好きなように思わせておけ。知っているのは俺たちだけでいい。世界中のヤツらがどう思おうと、俺たちは、すべてを見通す俺のギガスだけは、お前のことを知っている」


    　心の底から俺は、恒太の話に感謝した。


    　いつも通りの恒太のホラのようでいて――いや、人によってはホラにしか聞こえないかもしれないが――今の俺にとってはまさしく的確なアドバイスだった。


    「……ありがとうな恒太。無意識のうちに、楽な方を選択するところだった。そうだな……この道を行こう。お前もいいこと言うじゃないか……」


    「ククク、もしも莉音がいたならば、俺と同じことを言ったろう。ギガスの輝きが、そうささやいている……」


    「よし。明日は、俺の発言を肯こう定ていする。俺は頭のネジが一本外はずれた一六歳上場企業経営者だ。それで行こう。この路線でガン押ししてやる」


    　方針が決まり、俺はホッとして本音をもらす。


    「それにしても……立たち花ばな社長なら、こんな風に必死で前日に記者会見の想定を考えなくても、即興でどんどんやっていけるんだろうな。つくづく自分の経験の足りなさを感じるよ」


    　フッ、と恒太は鼻を鳴らした。


    「経験？　それがどうしたというのだ。巳継、お前には優秀なブレーンがいる。春かす日が恒太という名のな。立花は一人だが、俺たちは五人。だからお前は決して立花には負けない。俺たちはひとりじゃないんだ」


    「……なんだか、ちょっとジーンとしたぞ……。俺はひとりじゃない。お前も、莉音も沙さ織おりも柚ゆずさんもいるんだ」


    「そうだ。俺ほどの逸いつ材ざいが側そばにいることを、神に感謝するがいい。いや、神こそが今、全力で俺の能力に感謝している！」


    　そんな恒こう太たの戯ざれ言ごとに、俺は温かい気持ちで微笑ほほえんだ。


    　ふと机の上に放置していた「天才・春かす日が恒太の軍略」に気づき、取り上げてページをめくってみる。意外なことに、次の記者会見で質問されそうな事項が、びっしり書き込まれていた。


    　ザッと目を通してみると、ポイントは押さえている。ここに書き込まれた質問に対する答えを事前に考えておけば、明日の記者との質疑応答には十分なのではなかろうか。


    　しかし、さすがに驚いた。普段はわけのわからないヤツだが、意外と物事をきちんと見ているのかもしれない。


    　俺が「天才・春日恒太の軍略」を真剣に読んでいる様子を見て、恒太は言う。


    「先日の巳み継つぐの記者会見の模様がＹｏｕＴｕｂｅにアップされて大人気になっている。それを何度も見返しながら検討したんだ。巳継はもう二度と見たくないだろうからな。代わりに俺が確認してやったのだ」


    「いつのまにやってたんだよ……」


    「なに、この俺にかかればほんの一瞬の出来事だよ。俺のギガスは、明日、記者がしてくる質問まで予測できるのだからな」


    　書類は、一時間やそこらで作れるような代しろ物ものではない。ここに来る直前まで、かかりっきりで取り組んでいたのだろう。


    　それから俺と恒太は徹夜で、「天才・春日恒太の軍略」を元にして想定問もん答どうを検討し合った。


    　恒太の視点は俺にとってあたらしく、予想外に役立った。もしかしたら恒太は、このような裏方の役目は、はっちゃけた莉り音おんよりも的確かもしれない。勉強だけはできるため、他の人間が気づきもしない物事を、細大もらさずチェックしている。


    　それと恒太の話の端はし々ばしからわかったことだが、商法や財務についてもずいぶん勉強を重ねているらしかった。あくまで本ベースの知識だから現実にどれほど活用できるか微妙だが、独学でかなりの努力をしているようだ。


    　これがいわゆる軍師役というヤツだろうか。恒太の前でそんなことを言えば、ますます調子に乗るだけなので、言わないに越したことはないのだが。


    　結局、俺たちが眠りについたのは朝方六時。


    　翌日――と言っても今日だが――記者会見は一一時からだ。


    　だから俺は八時に起床。二時間ほど仮眠を取れば、今の俺には十分だった。意識はハッキリしてる。


    　ここから都心の東とう証しようまで二時間近くかかるから、そろそろ着替えて出かけなくちゃならない。


    　電車でまた仮眠を取れるだろう。通勤時間で混雑しているが、ここは東京の最果てなので、座席に座ることができるのだ。


    　恒太は眠ったまま。


    　ネクタイを締めながら、床に転がる幼おさな馴な染じみの寝顔を見下ろした。


    　――ここで見ててくれ。お前の協力、無駄にはしない。


    　そして階段を駆け下り、俺は玄関を飛び出した。


    



    
      ◇

    


    



    　東京証券取引所。


    　いつものことながら、溢あふれんばかりのマスコミが詰めかけていた。


    　記者会見場には、沙さ織おりの声が響く。


    「みなさん、お集まりいただきありがとうございます。これより、革命部社長、および速はや水み半導体工業社長、羽は月づき巳み継つぐ氏による記者会見を開かせていただきます。質疑応答形式で行おこないますので、質問がありましたら手をお挙げください」


    　その声は、たどたどしく、しかしハッキリした口調だった。自宅で練習してきたのかもしれない。


    　慣れない大人用のスーツを着て、沙織はステージの隅に立っている。


    　中小規模の記者会見なら俺ひとりでなんとかなる。しかし、今日のように重要で大規模な会見は、俺ひとりでは記者をさばききれなくなるため、たいてい莉り音おんが司会進行役を務めていた。その役目を、今日は沙さ織おりが買って出たのだ。
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    　開幕と閉幕に短い挨あい拶さつをすることと、記者たちを指名するだけの役目だが、人前に出るのが苦手な沙織にとっては大冒険に違いない。


    「どうも。革命部、羽は月づきです。本日はお集まりいただきありがとうございます」


    　スピーチを始めようと思ったが、記者たちがチラチラと舞台の端にいる沙織を気にしていたので、俺は説明する。


    「みなさんしきりに気にされている司会進行役は、今日は折おり原はらが務めさせていただきます。ご存じのように有名なタレントで、革命部の取とり締しまり役やく、そして速はや水みの大株主でもあります。先日、週刊誌にもすっぱ抜かれましたが……」


    　沙織がタレントなのかどうか微妙だが、適当な言葉が思い浮かばなかった。


    　俺の言葉に、沙織は微笑を浮かべて軽く会え釈しやくする。しかし顔がこわばっていて、かなり緊張しているのが見てとれた。


    　記者たちの注目を沙織から引き離そうと、俺は口にする。


    「しかし今日は折原の会見ではありません。私の会見ですので、みなさん、どうかこちらを注目してください。主役は私なんです」


    　記者たちの間で軽い笑いが起こる。


    　こういう息づかいも身についてきた。動じなければ、もう立たち花ばな社長にだって簡単には負けない。俺には、皆がついているのだ。


    「さて、先日のＴＯＢの発表についてです。革命部がアクアス株を一六〇〇円でＴＯＢすると発表したこと、それを全面的に撤てつ回かいさせていただきます」


    　とつぜんの撤回宣言。なんの悪びれも見せずに、俺は笑顔で言い切る。


    　記者たちは呆あつ気けに取られ、会場は一瞬で静まりかえった。予定通りだ。


    　一度突き放しておいて、ここから一気につり上げるのである。


    「しかし今日の議題は革命部ＴＯＢの撤回だけではありません。革命部に代わりまして、スタインバーグドレクスラーがアクアス株三五％を、一六三〇円にてＴＯＢさせていただきます。すでに革命部のＴＯＢに応じていただいている方も、そちらのあたらしいＴＯＢに移っていただくことになります」


    　一転して会場がざわつく。


    　ステージはフラッシュの嵐につつまれた。


    「これは革命部とスタインバーグドレクスラーの共同戦線であり、共闘してアクアス買収に当たります。革命部グループが保有しているアクアス株一七％。そして今回、スタインバーグドレクスラーが三五％のＴＯＢを行おこないますので、合同して五二％のアクアス株式の保有を目指します」


    　記者たちが話を消化するまで十分に間をおき、俺は続ける。


    「この会見の一〇分前、スタインバーグドレクスラーのウェブサイトでＴＯＢに関する告知がされました。また、明朝の新聞各紙には、同ＴＯＢの案内が掲載される予定です」


    　最前列の記者が質問の手を挙げる。


    　すかさず沙さ織おりが指名すると、記者は威い勢せいよく立ち上がった。


    「ＴＢＦ、八や島しまです。どうして共闘するようになったのでしょう？　独力でのアクアス買収を目指しているはずでしたよね？」


    「スタインバーグドレクスラーとの共同事業を計画しています。そのため、今回は共闘させていただくことになりました」


    「しかし、スタインバーグドレクスラーは投資銀行です。事業を行おこなうとは思えないのですが」


    「彼らはグループ企業を数多く所有しています。その関連と共同事業化するのです」


    「その関連……というのを、もう少し具体的にお聞きできませんか？」


    　記者は食い下がってきた。


    「スタインバーグドレクスラーが出資するある企業……企業名は私の口からではなく、彼らの口から語られるべきことなので、ここで述べることはありませんが……その企業と『おりおんクローズ』を共同事業化するのです。彼らが北米とＥＵ全域で事業を展開し、革命部グループがアジア、南米、ロシア、アフリカで事業を展開します。数日中に、スタインバーグドレクスラーからも情報の開示があるはずです」


    　企業名はまだ知らない。ローザも、どの企業で事業化するのか検討中のはずだ。


    　それに、スタインバーグの事業戦略をあれこれと俺が述べる立場にもない。この点については、記者たちにスタインバーグドレクスラーの広報室の方に問い合わせてもらう必要がある。


    　間をおかず次の記者だ。


    「東とう洋よう新聞、伊い藤とうです。結局、資金調達に失敗して、スタインバーグドレクスラーにすがっただけでは？」


    　厳しい質問である。


    　しかし、まったく記者の言う通りだった。


    「そうですね……そういう側面もあるかもしれません」


    　俺の言葉に、記者は意外そうな顔をした。


    　過去の俺なら、必死で記者の言葉を否定して、自分の正当性を主張していただろう。しかし今回、俺は否定せず、やんわり肯こう定ていするようなことを言った。この辺の息づかいは、立たち花ばな社長から学んだものだ。


    「みなさんが再三にわたって報道しているように、革命部グループは、アクアスと比べたらアリのようなグループです。そんな小人が、世界レベルでの新事業に乗り出そうとしている。このチャレンジは独力では難しい。だからこそ我われ々われはアクアスと共闘して日本で事業を成功させたいと考えており、そしてだからこそ我々はスタインバーグドレクスラーと共闘して世界で事業を成功させたいと考えているのです」


    　できるだけ率直に、自分たちの立場を俺は述べてゆく。


    「一見、このＴＯＢは革命部グループが巨人アクアスにケンカを売っているように見えるかもしれません。しかし実体は違うのです。力のない我われ々われがアクアスにすがり、スタインバーグドレクスラーにすがったわけです。だからそのご質問は、『その通り。すがったのです』とお答えするしかありません」


    　俺のスピーチに、記者は納得いったようにうなずき、腰かけた。


    　別の記者を沙さ織おりが指名する。


    「旭あさ日ひ新聞、植うえ野のです。今回の経けい緯いをもっと具体的に知りたい。スタインバーグドレクスラーと羽は月づき社長には何か絡みがあるのですか？」


    「絡み、というニュアンスがわかりかねますが……共同事業化しようとしているわけですから、絡みがないわけがありません」


    「いや……羽月社長のバックには外資がいるのではないかと思えるのですが……。もっと突っ込むと、実は羽月社長は外資に操あやつられているだけなのでは？　……という感想を抱いだいてしまうのですが……」


    　そういう見方は理解できた。実際、俺には少し前まで、莉リ音おんがバックについていた。だからまともなマスコミ人が「たった一六歳の羽月は、何らかの大きな勢力や権力グループに操られている」と推測することは、自然な考えなのだ。


    　逆に俺は質問をしてみる。


    「それは……スタインバーグドレクスラーに何か偏見があるわけですか？」


    「……彼らは名うての投資銀行です。いくら羽月社長に話題性があったとしても、弱じやつ冠かん一六歳の上じよう場じよう企業社長ということで有名になっただけ。決して能力面を評価されたわけじゃない。だから、それだけで組むとは思えないのです。何か裏があるのではないかと勘かんぐってしまうわけです」


    　カチンときたが表情には出さなかった。そして冷静に考えれば、まったくもって、この記者の言い分は正しい。


    　ここは話の流れを変えるため、あえて挑発的に挑いどむことにした。この場は何かの追及の場面ではない。記者たちが細かい突っ込みをしづらい雰ふん囲い気きは作っておいた方がよいと俺は判断した。


    「では、私の言い分を率直に申し上げましょう。その一六歳社長を有名にしたのは、どなたですか？　……そう、あなたがたじゃないですか。勝手に持ち上げて有名にしたあげく、能力面を評価しない？　だったら、あなたがたがしたことは何だったんでしょう。ここにいる方々は、誇り高い経済記者であるはずだ。それがワイドショーの代わりだったとでも言うのですか」


    「……」


    　記者は押し黙った。記者の言い分が正論なら、俺の言い分も正論だったからである。記者たちを挑発するにあたって、この言い分で責めることはギリギリのラインだと自分でも思う。少し足を踏み外せば、記者たちは反発心を抱き、ひどい記事を書かれてしまうかもしれない。


    「私は有名になんかなりたくなかった。そんなものに、なんの価値もない。あなたがたに謝罪を要求したいくらいだ」


    　本当のことを言えば、俺が有名になったおかげで革命部グループの企業価値が増大し、増資による資金調達や香ホン港コン北ペ京キン銀行からの借しやつ金きんが成功したという側面もあったから、まったく価値がなかったわけではない。いや、俺個人の好き嫌いを抜きにすれば、ひとまず金銭的価値はあったのだ。しかしここは高圧的に出て、流れを変えるのが最優先である。


    「その前提の上で、質問にお答えしましょう。裏はありません。目指すアクアス株取得は、三五％がスタインバーグドレクスラー、一七％が革命部グループ。このように資本関係は公明正大に開示されている通りで、それがすべてです。もし裏があるなら、スタインバーグドレクスラーは、わざわざ名前など出しませんよ。以上です」


    「……ありがとうございました」


    　記者は何か言いたそうにしながらも、それ以上の突っ込みをせず、礼を言って席についた。


    　まともな記者だったが、こちらも仕事なのである。気を遣つかっている余よ裕ゆうはない。


    　厳しく記者に応対したおかげで、それから裏を勘かんぐるような話は息をひそめ、再びＴＯＢや事業面についての質問が相次いだ。


    　この種の質問ならば、すべて事前に想定していたものばかりである。的確に、ありのままを俺は答えていく。


    　矢や継つぎ早ばやに繰り出される質問をさばいていき、一通りのことに答え終わったころ――。


    　もっともされたくなかった、そして恒こう太たと徹夜して対応策を練ねっていた質問が、ついにやってきた。


    「名めい東とうスポーツ、清し水みずです。羽は月づき社長の前回の記者会見で、『日本政府の転てん覆ぷく』『世界各国の政府の転覆』という発言が出ましたね。この真意について、あれこれ騒がれています。さすがに文もん言ごん通りにとらえている人はほとんどいませんが、実際の羽月社長の本音や意図についてお聞かせ願えればと思います」


    　内心で、俺は気を引き締め直した。しかし表には出さず、余裕綽しやく々しやくを装って応じる。


    「はい、それほどの勢いで事業規模の拡大を考えているということです。我われ々われは本気であたらしい時代を創ることを目指しており、そのために急成長を成なし遂とげたいと考えているのです」


    　ふいに、記者の顔が輝いた。望んでいた以上の答えを得たのだろう。


    「それは将来、そういう状況になれば、本気で日本政府の転覆をしようと考えているということですか？」


    「転覆、と申しましても……いや仮に本当に転覆させたとしてもですよ、結局のところなんらかの形で政府は存在するわけです。自分の国の政府を良くすることに抵抗を感じる人はいないと思うのです」


    「その発言が不適切だとして、訂正や反省を求める声も少なからず出ているのですが……。その辺、どうです？」


    「はい。そのような声があることは承知しております。誠まことに申し訳ありませんでした」


    　誠実な面おも持もちで、そしてほんの少しだけ茶目っ気を混ぜた声音で俺は頭を下げた。


    　厳げん粛しゆくに受け止めている風にも取れ、お笑いタレントがする軽い謝罪にも取れる、かなり微妙なさじ加減。まさに八方美人。


    　恒こう太たを前に、この謝罪の場面を想定して、幾いく度ども幾度も練習していたのだった。この一言の雰ふん囲い気きを、数え切れないくらい繰り返し特訓していた。


    　だから実のところこの記者会見は、今の『誠に申し訳ありませんでした』にすべてが込められているといっても過言ではない。


    　見ている視聴者は気づかないだろう。しかし、俺にとっては一世一代の謝罪だったのだ。


    　そして俺はぬけぬけと続ける。


    「ご指摘通り、公的な場所での発言としては問題だったと思います。しかし、自みずからの言葉を否定するつもりも、またありません」


    　解げせないといった様子で、よくわからなそうにしたまま記者は席についた。


    　すぐに別の記者が立ち上がる。


    「テレビ日につ本ぽん、村むら山やまです。羽は月づき社長が現政府を打倒して、自みずからの政府を創るということですか？」


    「それも選択のひとつであるべきです。現実問題として可能か不可能か……その議論は横に置いておくとして、もしもそのことが多くの人にとって暮らしやすい社会を実現できるのならば、成なし遂とげられるべきことだと信じます。人類は、その繰り返しによって文明を発展させてきたはずです」


    「選択のひとつということは、他にも考えていることがあると？」


    「打倒や転てん覆ぷくという言葉も、さまざまな方法が考えられるはずです。決して政府を外から転覆させるわけではなくて、中に入って革命を成し遂げることだってできるはず。目的がひとつだとしても、手段はひとつではないのです」


    　また別の記者。


    「週刊ネクスト、杉すぎ田たです。一部の有識者の間では、羽月社長は政治家に転身しようとしているとささやかれています。真意をお聞かせください」


    「被選挙権は二五歳からのはずですが……？　私の場合、一〇年近く先の話ですから、とうてい今から計画できるようなことではありません」


    「政治家の年齢制限の撤てつ廃ぱいを目指して社会運動を始めたという噂うわさもチラホラ聞こえてくるのですが……」


    　危あやうく吹き出しかけたが、俺は無表情を装った。別にこの記者が捏ねつ造ぞうして言っていることではないのだろう。たぶん本当にそんな噂うわさが一人歩きしているのかもしれない。大方、ネットのブログや掲示板レベルの情報だろうが……。


    「まったくありません。それは事実無根ですね」


    　俺は強い口調で断言した。


    　記者は納得したように腰かけると、息もつかせず次である。


    「日につ済さい新聞、佐さ藤とうです。次は史上最年少総理を狙ねらっているという風説までありますが、そのおつもりがあるのかどうか教えてください」


    「最年少という言葉にみなさんが血ち眼まなこになるのは、一体どうしてなんでしょうね？　しかし、もし仮に、自分がそういう役目を果たすことが良いと決断することがあれば、そういう選択肢がないとは限りません」


    　俺は質問を否定せず、わざと回りくどく答えた。


    　ふいに会場いっぱいにカメラのフラッシュがまたたいた。肯こう定ていしたと受け取られたのだろう。


    　本心は、総理なんてどうでもいい。総理などより、立たち花ばな社長や東とう丈じよう会かいの総長やジリヤやローザの方が、ずっと本質的な力を持っているのではなかろうか。しかし総理総裁というのはたぶん、皆の究極の目標のひとつ――憧あこがれなのだろう。だからここは、興味がないと否定すべきじゃない。視聴者は、「総理になりたい」という俺の答えを待っているのだ。


    　曖あい昧まいに答えれば、記者たちは必ず食いついてきて、「やはり政界進出、そして史上最年少総理を狙っているのだ」と煽あおり立ててくれることは間違いない。


    　それが俺のキャラなのだ。


    　うん、恒こう太たもなかなか良いことを言いやがる。それでいい。このパフォーマンスが革命部グループの飛躍につながるのだと、今では確信することができた。本当の俺を知っていてくれるのは、仲間たちだけでいい。


    　そして俺は、政界進出や総理を目指す話を決して否定せず、それでいてハッキリと肯定もせず、記者たちの質問に答えていった。


    　ほぼ一通りの質問に答え終わったころ――。


    　沙さ織おりが見計らったように終了を告げる。


    「だいぶ時間もオーバーしてしまいました。本会場は次の予定も入っております。ですからこれにて、革命部社長、および速はや水み半導体工業社長、羽は月づき巳み継つぐの記者会見を終了させていただきます。みなさん、ありがとうございました」


    　沙織の声にも張りが感じられた。当初の緊張した様子も見られない。


    　壇上の隅とはいえ、記者たちを前に長いこと立っていたこともあり、何か吹っ切れたのかもしれなかった。ほんのわずかな出番でも、沙織にとっては大きな進歩だったはずである。


    　終わってみれば、記者会見はなんと二時間半にもおよんだ。俺の記者会見人生の中で最長の記録である。


    　しかし俺は、不思議と充実した気持ちがみなぎるのを感じていた。今まで嫌いやなことばかりだった記者会見で、こんなすがすがしい気持ちを体感するなんて思ってもみなかったことだ。ステージから見下ろす景色まで、いつもと違って見えたほどである。


    「してやったり！（ニヤリ）」という作戦の完かん遂すい。「やり遂とげた！」という達成感。


    　そりゃ、今だってマスコミの前に立つのは好きじゃない。それでも、ここは仲間のために闘う戦場なんだと思うだけで、こんなにも心にハリができるのだ。


    　この役目は、俺がやり遂げなくてはならない。大切な仲間の未来のために。そして何より莉り音おんのために。
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    　沙さ織おりと一緒に東とう証しようを出て、部室へ戻るため電車に乗る。


    　車内は混雑していたが、新しん宿じゆくを過ぎると、一気に座席が空きだした。一五時ころの東京西部へ向かう路線はいつも空いている。


    　俺と沙織は一番隅の座席に腰かけた。


    　ようやく一仕事終えたようにリラックスした沙織は口にする。


    「すごい堂々としてたね。びっくりしちゃった」


    「ぜんぶ事前に準備したおかげだ。恒こう太たと一緒に徹夜して対策を練ねってたからさ」


    「眠くない？　今、寝ちゃってもいいよ。着いたら起こしてあげるから」


    「いや、ちょっとした興奮状態で、目だけは冴さえてるんだ。なんか満足感あってさ。莉音が言ってた『演劇の舞台』ってのが、今やっと実感として理解できたよ。大一番のドラマをやり遂げたって気分。昨日、恒太に助けてもらえなけりゃ、きっと俺は楽な方に逃げてたかもしれない」


    　そう言うと、沙織は意外そうな顔をした。


    「へぇー、恒太も役に立つのね。少しは見直してあげようかな」


    「今の言葉を恒太が聞けば、『沙織が我が軍門に降くだった歴史的瞬間だ！』とか言って騒ぎ出すぞ」


    「あはは！　アイツ絶対言うわよね！　やっぱり見直してあげなーい」


    　心からの笑顔で、沙織は笑った。


    「沙織もリッパだったぞ。今日みたいに大きな記者会見のときは、莉音の代わりをやってもらわないとな」


    「私の出番なんてほんの少しだよ。簡単な挨あい拶さつと指名だけだし」


    「でも、まさか沙さ織おりが人前で仕事をこなすなんてなぁ。すごい進歩だ」


    　しみじみと俺は沙織を見つめた。


    「莉り音おんがやってるのを見てたから……」


    「それでも、莉音が今日の沙織を見たらビックリするぞ。ちっちゃいころから一緒にいて、沙織が莉音の代わりを務めたなんてはじめてじゃないか？」


    「そうかも、しれない。すっごく小さなことだけどね」


    「莉音は誰よりも喜ぶはずだぞ」


    「……そう思ってくれるかな」


    「ああ。絶対だ」


    　ふと沙織は視線を落とす。


    「あのね……ＧＬＫアカデミーから一三億円の振り込みがあった日の夜、お父さんとお母さんがね……リビングで一緒に泣いてたのを見たの。ずっとお父さん今にも死にそうな顔してたし、お母さんは荒れてたし……うちが競売にかけられるのを覚悟していたから……。だからね、お父さんの会社が助かったのも、今の家に住んでいられるのも、それからお父さんとお母さんがまた仲良くなれたのも、莉音がいてくれたからなんだって思って……」


    「そうだな。莉音がいてくれなかったら、俺たちは見ていることしかできなかったと思う。悔くやしいし情けないけど、やっぱりそうだったろう……」


    「私、ずっと莉音に守ってもらってたんだよね。ときどきちょっと憎たらしいけど……ううん、きっと憎たらしく感じるのは、莉音と一緒に過ごしすぎたからなんだと思う。それでもやっぱり、莉音はずっとずっと昔から、私の一番大切なお姉さん」


    「莉音も、沙織のことは本当の妹だって思ってるよ。昔から、かなり人使い荒いけど、それ以上のものを莉音は返し続けてくれているからな」


    「うん……やっぱり、そうなんだよね……」


    　そう沙織はつぶやいて、俺に視線を戻した。


    「莉音が帰ってくるまでに、アクアスの買収、終わってるといいね」


    「そうだな。そのつもりだ」


    「がんばろうね。それまでにこの仕事を終わらせて、莉音が退院してきたら、みんなで盛大に迎えてあげよう」


    「そうだな。パーティーでも開くか。俺たち五人で」


    「うん！　いっつも莉音にやられ放題だから、今度くらいはビックリさせてやりたいの」


    「じゃあその準備、沙織に任せていいか？」


    「わかった。私、やるね。パーティー部の部長、謹つつしんで拝命いたします。羽は月づき社長」


    　おどけた調子でそう言って、沙織はニッコリ微笑ほほえんだ。
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    　部室に集まった俺たちに、恒こう太たは偉そうに宣言する。


    「諸君、我が軍は攻勢の真っ最中である。それもこれも、すべてを見通すこの俺のギガスのおかげ……」


    　恒太の左目が赤く輝いた。


    「あんたの自称軍略も、たまには役に立つみたいね」


    　そんな沙さ織おりの言葉に、俺が続く。


    「恒太が徹夜して、一緒に作戦を練ねってくれたおかげだよ。キャラ作りって視点は俺にとって斬ざん新しんだったからな。いい感じで一番の山場を乗り切れた」


    「でも、巳み継つぐがすごい野心家みたいに報道されているのを見ると、すっごく変な感じ。総理の椅い子すを狙ねらってるとか、国家転てん覆ぷくを目指してるだとか……。なんだか恒太みたい」


    　実際、テレビでは俺のことを、近年まれにみる野心家だと煽あおりまくっていた。


    　なんでも、報道によると、俺の最年少政界進出は既き定てい路線になっているらしい。いや、政治家どころか、俺は総理を目指していることになっていた。


    　深夜から明け方まで行おこなわれる有名な討論番組では、「日本の総理総裁にもっとも近い若者」などというテロップが貼られ、俺の野望について、各界の一流と言われる著名人たちが議論を繰り広げていた。


    　しかも噂うわさだけに留とどまらず、本当に政権与党が俺を引き入れるためにアプローチする計画もあったようで、週刊誌にすっぱ抜かれていた。そのうち、どこかの政党から連絡があってもおかしくない。


    　書店には、俺のことが書かれた本までチラホラと登場しはじめていた。


    　見かけたタイトルは次の通り。


    『羽は月づき巳み継つぐＶＳ日本政府』


    『なぜ羽月は国家を転覆するのか？』


    『一六歳総理・羽月巳継』


    　決してジョークの本ではない。名の知れた学者や作家が大おお真ま面じ目めに書いている本である。一体全体、どれだけ書くのが早いのだろうか。どう考えても、スケジュール的に三日くらいで原稿を書いているはずだ。出版社もろくにチェックもせず、本を投入するタイミングを最優先したのだろう。


    　しかし、これだけ世間が騒ぐほど、政治家とはそんなに力があるものなのだろうか。


    　俺には政治家どころか……総理総裁ですら大して権力者に思えなかった。総理になるためには結局、事業家や資本家にすがってお金集めをしなければならず、総理になったところで、自分ひとりの力で何かを決定していくことなど不可能だ。あれほどがんじがらめの職業なんてないだろう。


    　核ボタンを握っていたとしても、総理や大統領がポンと押せるわけじゃない。政界工作や関連団体への根回しに次つぐ根回しで、ときには集めてきた金をばらまき、各方面に納得してもらうのが早くて数年。なんて非効率だろうか。


    　もし政治家が莉り音おんの理想に一番近い道ならば、革命部は政界へと目標を定めていたに違いない。しかし一度たりともそんな話題が出たことはなかったし、きっとこれからもないだろう。


    　世間にとって政治家は、タレント業のようなもの。政治の話は、スポーツやドラマの話題と同様に、みんな楽しくてたまらないのだ。


    　恒こう太たは得意気に腕を組んで言う。


    「ククク、それでいいのだ。なんなら、世界征服くらいは宣言してもかまわない。俺なら宇宙征服くらいは言い切ってみせるのだが……」


    　すぐに俺はうなずいた。


    「そうだな。もうこの路線で突っ切るよ。事業に良い影響があるなら、新政党を創る宣言とか、総理総裁を目指す宣言だってしてもいいくらいだ」


    「頼むぞ巳み継つぐ。革命部グループの未来は、俺の偉大な経営手腕と、そしてお前の大口にかかっている」


    「あんたの経営手腕は関係ないから」


    　沙さ織おりの言葉に、俺も追従する。


    「大口なら恒太の方が向いてるんだけどな」


    「俺の能力をうらやましがるよりも、自分を鍛きたえることに力を使った方が建設的だぞ。だが、とほうもない逸いつ材ざいが側そばにいると、つい嫉しつ妬としてしまう気持ちはわからんでもない」


    　わざとらしくため息をついて、恒太は続ける。


    「革命部は実に幸運だよ。貴様らの半はん端ぱな能力を十分に活いかせるよう、俺が適材適所に配置してコントロールしているのだからな。冒険家の莉音、バランサーの巳継、コスプレ娘の沙織、そして革命部ナンバー２の頭脳を持つ天才の柚ゆず……。これほど独特なメンツだからこそ、チェスで鍛えた俺の統治能力が必要なのだ」


    　そんな恒太の話を、沙織はプイとそっぽを向いて完全に黙殺した。


    　そして黙々とパソコンに向かっていた柚さんに口にする。


    「ねぇ柚さん、ずっとパソコンに向かってるけど、あんまり無理しないでね。少しは休んで。どこかの自称軍略家と違って、柚さんは絶対に不可欠な人材なんだから」


    　パソコンから顔を上げて、柚さんはニッコリした。


    「ありがとうございます。私も、もっとがんばるんです。これくらいしか役に立てないので、莉音部長に言われたことをやっておこうって思うんです」


    　柚ゆずさんの目の下は黒くなっていた。徹夜したのだろう。


    　恒こう太たが口をはさんでくる。


    「柚には極秘任務を与えている。この俺に任せておけ」


    「あんたじゃなくて莉り音おんから言われたことでしょ」


    「同じことだ。なぜなら、いつも俺が考えているのとほとんど同じことを、莉音が少し遅れて実行しているからだ。いわば莉音は、この俺のギガスに操あやつられていると考えられなくもないのだよ」


    「はいはい。すっごい世界観ね。ホント、恒太は世界一幸せなヤツだと思うわ」


    「そこで、これからの作戦のことだが……貴様らに何か案はあるか？」


    　恒太が俺たちを見回して高慢に言うと、沙さ織おりが口にする。


    「昨日の私たちの記者会見を受けて、立たち花ばな社長は記者会見を開くはずよね。だったらとりあえず、それを待ってみるしかないんじゃない？」


    「ふむ、妥だ当とうなところだな。よかろう。立花の動向を確認するのが最優先だ」


    「待ってくれ。実は、考えていたことがあるんだ」


    　俺は立ち上がって、密ひそかに暖めていた作戦を打ち明ける。


    「沙織の言う通り、間違いなく立花社長は数日中に記者会見を開く。たぶん明日か明後日あさつてだろう。そこで案がある。今度は俺が、会場へ乗り込んでやるんだ」


    「なん……だと……？　貴様、本気か？」


    　ハッとした恒太に、俺は大きくうなずき返す。


    「ああ。今の俺なら、立花社長と勝負できる気がするんだ」


    「でも、いつどこで記者会見があるのかわかるの？」


    　首をかしげた沙織に、俺は応える。


    「まだ時間はわからない。だけど、このＴＯＢ絡みの記者会見は、向こうもこちらも必ず東とう証しようだ。時間に関しては、各マスコミに通達されるはずだから、何人かのマスコミにそれとなく聞いてみればいい。隠す理由なんてないし、教えてくれるよ。立花社長が俺の会見に乗り込めたのも、そのおかげだろ」


    「そうかもしれないけど……でも、勝てる？　また……巳み継つぐが辛つらい目に遭あわないか、それが心配……」


    「今度は必ずやれる。最終決戦だ。これに勝てば、もう俺たちの勝利は動かない。任せてくれないか」


    「巳継が……そう言うなら……」


    　ふいに、恒太が赤いカラーコンタクトを入れた左目を押さえながら高笑いする。


    「ククク、実は俺も同じことを考えていたのだ。ここで攻勢を中断するのは下げ策さく中の下策。今は大攻勢に打って出るときなのだ。巳継、沙織！　ジェットストリームアタックをかけるぞ！」


    「あんたねぇ……つい今、動向を確認するのが最優先って言ってたでしょ。もう忘れてるの？」


    　たまらず沙さ織おりが指摘すると、恒こう太たは大おお仰ぎように肩をすくめる。


    「おやおや。沙織には、俺の真意が読めなかったらしい。命じるのではなく、本人から進んで名乗り出るように場を調整するのが、上官としての俺の役目。巳み継つぐ、お前が自みずから名乗り出てくれることを信じていたぞ」


    「恒太をマスコミ対応の人ひと柱ばしらにできないのが残念ね……」


    　沙織はため息をついた。


    「どうやら今晩も、巳継と一夜を過ごすことになりそうだ」


    「そうだな。今晩はまた恒太につきあってもらうぞ。徹夜で明日のシミュレーションだ」


    「やれやれ、上官使いが荒い部下を持つと苦労する……」


    「じゃあ、異存はないな。次で勝負を決めてやろうぜ。俺たちの力を合わせてだ！」


    　俺が力強く言うと、皆はそれぞれ深くうなずいた。
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    　何度も取材を受けたことがある記者から時間をリークしてもらい、立たち花ばな社長の会見時間前、俺は東とう証しよう近くに到着した。


    　立花社長に会わないよう、会見が始まるまで、最寄りのコーヒーショップで待機することにした。


    　コーヒーを注文し、席についてノートパソコンを広げる。今朝方まで、恒太と一緒に練ねりに練った想定を再確認するためだ。とはいっても一夜漬けだから、内容には限度があったし、粗あらも多いだろう。足りない部分は自分の力量と、気持ちで補わなくてはならない。


    　記者会見が始まった頃合を見計らい、コーヒーショップを出て、東証の会場へ向かう。


    　立花社長がマイクでスピーチをしている声が飛び込んでくる。


    　会場をのぞくと、部屋にはめいっぱいのマスコミの群れ。


    　俺は一番後ろに紛まぎれ込み、立花社長の話に聞き入った。


    「私は、革命部側がＴＯＢ価格をつり上げてきたら、『必ず我われ々われはそれ以上高い価格をつける』と公おおやけに宣言しました。しかし、私は約束を破らなくてはなりません。革命部側が提示してきたＴＯＢ価格一六三〇円、この値段より上はつけられないのです。誠まことに申し訳ございません。公約を破ることになったのは、すべて私の安あん易いな発言によるものです」


    　立花社長は謝罪の言葉を口にした。


    　やはり立花社長は、どこまでも率直だった。頭を下げるべきときは下げる。言い訳はしない。敵ながら姿勢は見習わなくてはならないと、改めて感じた。


    　質問に立っていた記者が言う。


    「では、ＴＯＢ合戦は降りるという理解でよろしいのですか？」


    「いえ、それでも戦わせてください。今回のホワイトナイト役を引き受けてくれている五ご菱びし商事、大だい日に本ほん物産、共に一五〇〇円でのＴＯＢをしてくださることを同意していただきました。革命部側が提示してきた値段一六三〇円には一歩およびません。それでも、どうか我われ々われのＴＯＢに応じていただきたいのです」


    　ホワイトナイトとは、友好的な買収企業のことだ。


    「今回ＴＯＢ価格が革命部を超えられない原因は、何ですか？」


    「革命部側の提示は、企業価値を超えています。もちろん将来的に我がグループはもっと大きくなるであろうと想定していますが……それでも景気が冷え込んでいるこの時勢、五菱商事も大日本物産も、一定の価値を超えているＴＯＢには踏み切れないのです。また、我がグループ内の関連会社が資金調達をして価格をつり上げることも、金融機関の同意が得られませんでした」


    　別の記者が手を挙げ、質問を始める。


    「日につ済さい新聞、真さな田だです。革命部よりＴＯＢ価格が下回りますが、ズバリ勝算はありますか？」


    「わかりません。しかし、勝たなくてはなりません。革命部がパートナーとしたスタインバーグドレクスラーは外資です。有名なアメリカ資本の投資銀行です。いや、もちろん外資が悪いということを言いたいわけではありません。我々も外資とたくさんのパートナーシップを結んでいます。しかし、核の部分を売り渡してしまうことには抵抗があります」


    　そこまで言って、立たち花ばな社長はずいと身を乗りだした。


    「アクアスは、世界で勝負できるノウハウを培つちかってきた。世界最大の衣料チェーンになることも、もうすぐ手の届く目標だった」


    　そして感極まったように宣言する。


    「みなさん、我々は日本企業です！　外資に売り渡してはなりません！　みなさんがもし、心ある日本人ならば、どうか革命部側のＴＯＢには応じないでください。どうか、どうか我々のＴＯＢに応じてください。これ以上、日本を売り渡してはならないのです。私たちと一緒に、日本の未来を創りましょう！」


    　この演説に、記者たちは口をはさまなかった。皆、何かしら心に感じるものがあったのかもしれない。


    　俺はといえば、記者たちと見方が少し違った。


    　立花社長は極めて誠せい直ちよくな人物だが、しかし今この瞬間のスピーチは、大げさというか……ウソが混入してあることが俺にはわかった。何度もやり取りしてきて、立花社長が他人を説得するときは、必ず論理に訴える人物であると確信していた。決して他人を、感情でゆさぶるような卑ひ怯きような手段は用もちいない人物だと、俺には信じられるのだ。しかしこの場では、感情論こそが有効なものだと立たち花ばな社長は知っている。


    　日本人の心に訴えかけるというが、あやふやなものだ。そもそも立花社長は海外の大学、大学院と卒業し、商社では海外勤務が長く、誰よりもグローバルな視野に立てる人間なのだ。アクアスは積極的な海外展開を始めており、多国籍企業化する中で、いわゆるタックスヘイブンなどにも支社を設立している。その経営者が、日本だけのことを考えているとは思えない。そんな彼が、日本人の心に訴えかけるとは、俺にはいささか奇異に感じられた。


    　立花社長としては、ここは感情論に訴えてでも、ＴＯＢに勝とうと必死になっているのだ。なんとしてでも、自みずからが命いのち懸がけで培つちかってきたアクアスを手放すわけにはいかないのだろう。


    　こうした思惑がわかるのは、立花社長が追い詰められているからなのかもしれないし、俺が成長したということなのかもしれない。


    　――乗り込むなら、このタイミングをおいて他になし。


    　そう決断し、俺は持っていたカバンを会場の隅に放り置いた。


    　そして、ステージへ向けて歩きだす。前回、立花社長が壇上の俺へ向けてゆっくりやってきたように。


    　一歩一歩しっかり踏みしめ、立花社長を見すえて俺は前進した。


    　急に現れた俺の姿に目を留めた左右の記者から、驚きの声が上がる。その声はまわりに伝でん播ぱしてゆき、さざなみとなって会場全体を包み込む。


    　最初は、立花社長は首をかしげ、眉まゆをひそめて記者たちのざわめきを見ていた。だが、やがて俺を認めて目を見開き、椅い子すから中腰で立ち上がった。


    　ざわめきの中を、俺は余よ裕ゆうを持って進んだ。一歩一歩踏みしめるように、ゆっくりと。


    　これからリング上のチャンプに挑戦しようとするボクサーの気持ちは、きっとこういうものだろう。


    　立花社長に視線を据すえて歩きながら、俺は方針を固めた。極めて大おお雑ざつ把ぱなものだが、主に二つ。


    



    ①立花社長を攻撃しない


    　弱みをついたり、挑発したりして立花社長に喧けん嘩か腰ごしで接しない。これは日本人的気質に合っている。攻撃せず、逆に立て、共に悩み、苦しみを乗り越えることが、日本人の共感を呼ぶ。第一、アクアスは東京証券取引所に上じよう場じようする企業だから、株主の大半が日本人だ。彼らにアピールしなくてはならない。


    



    ②正当性をＰＲ


    　立花社長の戦略は、日本人の心に訴えること――いわゆるお涙頂ちよう戴だい戦略であることが確認できた。だから、それに足をすくわれないよう、こちらの正当性を確保しておくだけでいい。そのラインさえ固めていれば、ＴＯＢ価格で勝まさる俺たちが、立たち花ばな社長に打ち勝てるはずだ。


    



    　数々の会見を通して、俺は身につけてきた。


    　基本は率直に答える。間近に見えること、手に取ってわかることは、どこまでも率直に、正しく、本当のことを。認めるのが辛つらいことや苦しいことでも、それでも歯を食いしばって正直に認める。言い訳はせず。


    　しかし、より大きな部分（本当の目的）は、ウソや演技でいい。たとえば俺が総理総裁を目指していることにマスコミや視聴者が関心を寄せるなら、ときにはウソをついたり、どちらとも取れる発言で勝手に思わせておけばいい。


    　この使い分け――誠せい直ちよくさとウソ――の配分と息づかいこそ、世間にＰＲするためにもっとも重要なことだと、今の俺は知っている。


    　誠直さ九五％、ウソ五％。


    　これが今まで体感で得てきた絶妙な配分だ。


    　昔の俺は、すべてを演じるものだと思っていた。だが、それは俺の勘かん違ちがいだ。何もわかっちゃいなかった。今になってやっと、演劇への理解ができた気がする。


    　すべてを演じようとするのではなく、ストーリーラインに本当の自分を合わせていく。それができてはじめて、真に相手の心を打つ演技ができるのである。それができない限り、演技は演技でしかない。


    　役者でもタレントでも同じこと。素すの自分をうまく活用して、正直に振る舞いながらも、要所要所で観衆が望む姿を織り交ぜていく。


    　もちろん、これは世間全体に対するＰＲの話だけだ。大切な仲間と、重要なビジネスパートナーに対しては誠直さ一〇〇％。当然のことである。


    　十分に自分の存在を見せつけながら、俺はステージにたどり着いた。


    　ステージに飛び上がり、俺は記者たちを颯さつ爽そうと振り向く。


    「みなさん、どうも。革命部、羽は月づきです。ここで立花社長が記者会見を開いていると聞きおよび、こうしてお邪じや魔ましてみました」


    　そして俺は立花社長を見やり、記者たちに聞こえるような声で言う。


    「どうでしょう？　せっかくですから、私も参加させていただいてよろしいですか、立花社長？」


    　記者たちから大きなどよめきが巻き起こった。


    　さらに記者たちから、拍手まで鳴り響く。


    　立場は逆だが、前にもまったく同じ光景を、俺は見た。


    　記者たちに聞こえないように、立花社長は声をひそめる。


    「しょ、正気か？」


    「こんなこと、正気じゃやっていられませんよ」


    　俺はニヤリと笑みを浮かべ、声をひそめて応じた。


    　すると立たち花ばな社長はくつくつと笑う。


    「やれやれだ。君には参まいったよ……。かけたまえ」


    　うなずいて、俺はすかさず腰かけた。


    　記者たちから、会場が割れんばかりの拍手喝かつ采さい。十分に俺は歓迎されたのだ。


    　立花社長はため息をつきつつ、今度は手前のマイクを取り上げ、記者たちに聞こえるように言う。


    「では、どうしましょうか羽は月づき社長。何かお考えはありますか？」


    　前回、逆の立場だった俺は、とつぜんの立花社長の登場にあたふたし、頭が真っ白になってしまった。しかし立花社長は、さすがに堂々としている。


    「そうですね……では、前回同様、ぼくらが話し合う内容はマスコミ諸氏に決めていただきましょうか」


    　立花社長はうなずいて、目の前の記者を指名した。


    　記者は興奮したようにまくしたてる。


    「これは羽月社長のリベンジマッチですね？」


    　俺のリベンジということは、前回の直接対決では「俺の完敗」という認識なのだろう。まったくその通りだ。


    　率直に俺はうなずく。


    「そう取っていただいて結構です」


    　つまり、俺も公おおやけに、前回の負けを認めたということだ。


    「どうでしょう、せっかくの討論の舞台ですから、お互いがお互いに対して質問し合うという形はいかがでしょうか？」


    「そうですね。では私から質問させていただいてよろしいですか？」


    　立花社長はすかさず口にした。


    　俺に流れかけた主導権を取り戻そうとしているのだ。立花社長の心情や手の内が、今ではよくわかる。


    　俺は軽くうなずく。


    「どうぞ」


    　マイクを手に、立花社長は俺と会場を交互に見やりながら語り始める。


    「では、革命部のパートナーについて申し上げたい。スタインバーグドレクスラーは、ハゲタカとしても広く認知されています。まさにマネーゲームを生なり業わいにする企業であり、なんの生産性もない投資銀行です。あなたがたは、そんな相手と事業を共にすると言う」


    「抽ちゆう象しよう的な指摘だと思いますね。ハゲタカやマネーゲームと言いますが、根こん拠きよのない中傷ではないですか？」


    　俺の言葉に、立たち花ばな社長はすかさず応じる。


    「では具体例を挙げましょう。ここにいる経済記者の方々はよくご存じのはず。たった二五億円で買収した長なが門と長期信用銀行を、わずか三年後、株式公開させて五三〇〇億円で売り払ってしまいました。彼らには、長期的な経営視野など何もない。倫りん理り観の欠片かけらもないのです」


    「それは単純に、企業価値をそれだけ上げたということだと思います。もちろん、株式市し場じようの相そう場ば感が非常識的なのは認めなくてはなりませんが……しかし彼らは異論を差しはさむ余地がないほどフェアだったと私は思います」


    「そうでしょうか。一体、どれだけの日本の富とみがスタインバーグドレクスラーに流れたでしょう？　経営を続けるならまだいい。しかし、短期間で価値を高こう騰とうさせて、すぐに未練なく売り払ってしまったのです。彼らはまた、アクアスで同じことをしようとしている！」


    　感情論に訴えかける立花社長の戦略として、長門長期信用銀行を持ち出したのはベストな選択だった。


    　なぜなら、この問題は去年マスコミを賑にぎわせ、国会でも取り上げられるまでになったからだった。


    　数年前のこと。


    　経営破は綻たんし、五兆円におよぶ公的資金が投入された長門長期信用銀行を、スタインバーグドレクスラーは買収ファンドを組成し、たったの二五億円で買収。その後、さらにスタインバーグドレクスラーが一〇〇〇億円を投入して経営再建を果たしたあと、同行を上じよう場じようさせて、五三〇〇億円で売り払ってしまった。その利り益えきは四〇〇〇億円を超える。さらには、買収ファンドが設けられたのが海外であったため、日本政府は売却益に課税できないことで、多大な批判を浴びた問題だった。


    　日本国民を苛いら立だたせたのが、この破綻した大銀行に、五兆円もの国民の血税が投入されていたことだ。


    　別にスタインバーグ財ざい閥ばつが陰いん謀ぼうを張り巡らせて日本国から五兆円を奪い取ったわけではないし、スタインバーグドレクスラーが全力で経営努力をしたことは、頭では誰しも理解している。それでもやはり、メディアや国民が感情的になってしまうのはしかたのないことだと言えた。


    　それが奇くしくも、俺がスタインバーグドレクスラーの弁護をする立場になってしまったのだ。いや、そういう立場に追い込むことが立花社長の作戦なのだろう。


    　たいていの場合、感情論で後ご手てに回ると、どうしても勝てない。


    　こんな話がある。


    　ヨーロッパのある街で、虫歯対策として水道水にフッ素処理をすべきかどうか、住民投票が行おこなわれようとしていた。


    　フッ素処理を提起した市長グループは、極めて論理的で合理的に情報キャンペーンを開始した。誠実な医学博士がさまざまな研究データを駆使し、他の地域での成功事例も紹介して理路整然とした意見を述べた。


    　一方、市長の政敵だった反対派は、徹てつ頭とう徹てつ尾び、感情のみに訴えかけるキャンペーンを行った。具体的には、反対派が撒まくビラにはグロテスクなネズミの絵が描かれ、「住民を殺す賛成派」「私たちを醜みにくい顔にする処理方法」などという毒々しい文字が躍おどった。街頭演説では、恐怖に訴えかけるスピーチを繰り返し行い市長を攻撃した。


    　さて、賛成派と反対派、どちらが勝ったのか？


    　もちろん住民投票の結果は、反対派の圧勝である――。


    　今はメディアを通して、俺と立たち花ばな社長は、日本国民一億二〇〇〇万人を前に舞台の上に立っている。


    　意見を左右する人々が浅く広くなっていくほど、感情論の威力は増していく。こんな舞台で、理知的に物事を語っても、ドツボに陥おちいるだけなのだ。


    　だから俺は、危険を承知で、逆に感情論で煽あおり返す作戦を、急きゆう遽きよ固めた。感情論で、日本の金融機関を責め返すのだ。国外の勢力と組んで日本企業を中傷しているように見えるため危険な要素も含んでいるのだが、それでも立花社長の話を撃退するためには、これしか思いつかなかった。


    　身を乗りだして俺は会場に語りかける。


    「スタインバーグドレクスラーの経営手腕こそ褒ほめ称たたえられるべきです。そして同時に、長なが門と長期信用銀行に目もくれなかった日本の金融機関が責められるべきなのです」


    　立花社長は呆あつ気けに取られて俺を見た。


    　かまわず俺は続ける。


    「いいですか、みなさん誤解しています。五〇〇〇億円以上の価値ある銀行を、たった二五億円で売り払ったとマスコミの方々は責め立てた。しかしそれは、スタインバーグドレクスラーの責任ですか？」


    　記者たちが話を消化するまで一呼吸待ち、俺はいっそうの大声を張り上げる。


    「破は綻たんした長門長期信用銀行を一時的に管理していたのは日本政府だ。ならば、売り払った日本政府に責任はないのですか？　そして日本政府は当時、日本の大手都市銀行に引き受けてもらおうと頭を下げてまわったという。ならば、その当時、目もくれなかった日本大手都銀の経営センスに落ち度はないのですか？　いや、落ち度どころか、経営責任を問われてもしかたないほどのミスではないのですか？　スタインバーグドレクスラーに話が回ったのは、日本の金融機関がどこも引き受けなかったからじゃないですか！　自分たちの落ち度を、なぜ他人に転てん嫁かしようとするのです？　僭せん越えつながら、私はマスコミ諸氏に申し上げたい。あなたがたの報道姿勢は間違っていた。自みずからの責任をこそ、まずは問とい質ただすべきなのです」


    　会場は沈黙した。


    　感情論に訴うつたえようとする立たち花ばな社長の作戦を抑えるのは、このくらいでいいだろう。これ以上やりすぎると、今度は逆に記者たちの神経を逆なでることになる。


    　ふと立花社長はマイクを手放し、俺へ顔を近づけた。


    　そして、俺にだけ聞こえるよう、ささやくように口にする。


    「まったく君の言う通りだよ」


    　その言葉に、俺は思わず笑ってしまった。


    　再び立花社長はマイクを取り上げ、今度は記者たちに向けて、真逆のことを話し出す。


    「いや、羽は月づき社長の見解は間違っています。スタインバーグドレクスラーは高く売り払うことだけが目的の、タチの悪いハゲタカです。マネーゲームの繰り返しでは経済が荒こう廃はいするだけです。リーマンブラザーズ破は綻たんに始まった昨今の金融大不況は、マネーゲームを追い求めた人々が自ら招き入れた人類に対する厄やく災さいなのです。私は、日本の貴き重ちような財産であるアクアスを、スタインバーグドレクスラーに売り渡してはならないと考えます」


    　やはり感情論に訴えることだけが、唯ゆい一いつの立花社長の突破口なのだ。


    　だからこそ、真実と誠実さの中に、この部分だけ立花社長はウソを混入させているのである。しかもその姿勢を、間近にいる俺に堂々と開示してみせ、マスコミや視聴者に対しては何食わぬ顔で語りかけている。


    　立花社長は、とうとうと、日本人の感情に訴えようとする持説を述べたてた。


    　その威厳に満ちあふれた態度には、何も知らない人を説得する魔力のようなものが備わっている。


    　すぐ隣で演説する歴戦の経営者の手腕を、半ば呆あつ気けに取られて俺は眺め続けた。


    　まだまだ、この人を見習わなくてはならない。


    　ＴＯＢの提示価格で勝っているから革命部が優勢なだけで、真っ向勝負なら立花社長にはやはり敵かなわないのだろう。


    　立花社長の話が一通り済んだところで、俺は言う。


    「では次は、私でしょうか？」


    　マイクを置いた立花社長はうなずいた。


    　一度大きく息をはき、俺は正直な気持ちを語り始める。


    「本来、この場に乗り込んで、もっと積極果か敢かんに戦おうと考えておりました。しかし、刃やいばを交えてきた者として、立花社長の心情は察するに余りあります。アクアスは、ほかならぬ立花社長が育て上げたすばらしい企業です。難局もあったでしょう。辛つらい道のりだったでしょう。それでも今はこうして、世界に冠かんたる企業に成長した。立花社長なくして、これだけの企業の誕生は不可能だったはず」


    　そこで一いつ旦たん言葉を句切り、チラと立たち花ばな社長に視線をはしらせた。意表を衝つかれたような表情をしている。


    「我われ々われ革命部は、買収後のアクアスの経営に関し、スタインバーグドレクスラーから一切の委託を受けています。そこで我々は確約したい。買収後も、ほぼすべての経営戦略を引き継ぎます。我々から見ても、アクアスの方針は実に優れています」


    　この発言の目的は二つ。


    



    ①あえて下した手てに出ることで、謙けん虚きよな姿勢を見せること。


    ②買収後の話をすることで、革命部の買収成功が自然なことであるように、広く認知させること。


    



    　そんな俺の話に、二列目の記者が手を挙げて立ち上がった。


    「ではアクアス買収にどんな意味があるのですか？　経営方針が変わらなければ、こうまでして買収を強行する意味がないように思われるのですが……」


    「革命部の目的はひとつ。『おりおんクローズ』をアクアスとの共同事業化すること。それ以外のすべての点で、経営方針が変わらないことを約束します。もちろん取とり締しまり役やくは送りますが……ビジネスのスタンスに変化はありません。アクアスの経営戦略は、異論の余地がないほど優れているからです」


    「なるほど。それでは、共同事業化したあとの目標などをお聞かせください」


    「まずは日本での成功。そしてアジア展開。それを、アクアスにお願いしたいのです。ふさわしい相手は、アクアスしか考えられません。我々はずっと、アクアスにラブコールを送り続けてきました。今やっと、プロポーズを受けてもらえるところまでこぎ着けたのです」


    　そんな風に俺が下手に出ると、立花社長は唇くちびるを引き結んで押し黙った。


    　それからは、ほぼ俺のひとり舞台と言ってよく、記者たちがしてくる質問に次々に答えていく。


    　立花社長を高く評価しつつ、アクアスを立てつつ、提てい携けいの目的や今後の目標などを事細かく語り続けた。


    　立花社長はと言えば、ときどき記者から水を向けられて応じるだけで、苦く渋じゆうに満ちた様子だった。


    　議論で相手の意見を覆くつがえすことができるのは、相手が攻撃してきたときだけだ。こうまで自分に同調し、自分のことを高く評価する相手の意見を覆すことなどできやしない。だから、アクアスや立花社長を攻撃する姿勢を一切見せず、それどころか高く評価し続ける俺を、もてあましてしまうのは自然なことである。


    　おそらく格下と見ていたであろう俺から、討論の主導権をもぎ取られてしまうとは思ってもいなかったであろう。


    　その心情は、察するに余りある。


    　長い長い討論が終わってみれば、その時間の八割近くを俺が喋しやべり続けていた。立たち花ばな社長には予想外の出来事だったはずである。


    　革命部にとって、この一騎打ちは成功と言ってよかった。


    



    
      ◇

    


    



    　その日の夜のニュースは、もちろん俺と立花社長の対決が独占することになった。


    　あらゆるニュースメディアが俺の飛び入り参加をセンセーショナルに取り上げ、まるで俺が立花社長の会見をジャックしてしまったように報じた。


    　そしてマスコミの論調としては、立花社長に同情的だった。長なが門と長期信用銀行に関する俺の見解は、すべてのマスコミが、まったく一言も、一文字すらも取り上げなかった。その一方で、立花社長のお涙頂ちよう戴だい論ばかりをテレビは繰り返し報道した。


    　テレビや新聞のこの姿勢は当然だったかもしれない。なぜなら長門長期信用銀行の話では、俺はメディアを責める立場だった。そして立花社長は、視聴者が好みそうな日本擁よう護ご論を展開したのだから。


    　しかし実のところ、俺も立花社長に同情的だった。


    　アクアスほど優れた企業を一代で築き上げられる事業家が、一体どのくらいいるというのか。あれだけ才能豊かな事業家が、一体どれほどいるというのか。


    　世界中からかき集めても、きっと一〇〇〇人もいまい。


    　そんな才気溢あふれる経営者が命いのち懸がけで育て上げた企業――それが、今まさに赤の他人のものになろうとしているのだ。心中は引き裂かれる思いに違いない。


    　この戦いが終わったら、俺は立花社長に詫わびを入れなくてはいけないと感じていた。許してもらえないかもしれない。それでも、立花社長を心から尊敬していることを伝えよう。そして、誠心誠意で話をしてみたい。


    



    
      ◇

    


    



    　部室に出勤すると、恒こう太たと沙さ織おりが、柚ゆずさんのパソコンをのぞきこんでいた。


    「よくやった、柚！　でかしたぞ！」


    　歓喜の声を上げて、恒太が柚さんの肩を叩たたいた。


    「はい！　褒ほめてくださると、もっとがんばろうって思います！」


    「柚さん、目が真っ赤よ？　寝てないんじゃない？」


    　心配そうに沙さ織おりがのぞきこむ。


    「とってもがんばったんです。だから、なんだか目がユルユルするんです」


    　柚ゆずさんのクマは、前日見かけたときよりも、くっきり目立っていた。不眠不休でプログラムを書き続けていたのかもしれない。


    　カバンをテーブルに置きながら聞いてみる。


    「何を騒いでるんだ？」


    「あたらしいプログラム、できましたぁ。ちゃんと動くかどうかわからないんですけど……」


    「俺が指示していた極秘作戦だったのだよ」


    　我が物顔で恒こう太たが言った。


    「はいはい。で、どんなプログラム？」


    「はい！　ショップさんにお洋服を買ってもらうんです。とっても喜んでもらえると思います」


    　柚さんは満面に笑みを浮かべて説明してくれた。


    　しかし、サッパリわからない。


    「も、もう少し具体的に教えてくれる……？」


    「えっと……あの、リアルタイムでお洋服を作ったり、運んだり、ショップに並べたりするんです」


    　今度は指をひとつひとつ折りながら必死で説明してくれるのだが、それでも事業内容は不明だった。


    「意味はわかるんだけど……わからない……」


    「俺が説明してやろう。部下に教えてやるのは上官としての俺の役目だからな」


    　偉そうに言って、恒太はかみくだいて説明し始めた。


    



    　簡単に言えば、柚さんの新プログラムは、『おりおんクローズ』を業者向けにしたものだ。


    『おりおんクローズ』は俺たち事業主が、直接、顧こ客きやく一人一人に対して販売をするシステムである。一方、新プログラムは、俺たち事業主が、同業者である事業主に対して販売をしていくシステムなのである。


    　今までは一般顧客と直接つながり、個別の商品を直接ユーザに送り届けるのが仕事だった。それを、ロット単位で、業者向けに大規模にやってしまおうとするわけだ。


    　俺たちの同業者である事業主と言えば、衣料ショップを経営しているお店である。街中にはたくさんの衣料ショップがあるし、ネット上にも衣料ショップはたくさんある。それから、アクアスだってそのひとつだ。


    　だから、俺たちが『おりおんクローズ』で整備した工場とのネットワークや物流網を、衣料ショップ向けに利用していく事業なのだった。そしてショップは、望みの商品を独自にデザインし、自分のお店の店頭に並べていくわけである。


    　ショップはロット単位で、かなりの分量を仕入れてくれるから、『おりおんクローズ』で販売するよりも、俺たちはずっと安くショップへ売ってあげられるわけだ。


    　時期に応じて仕事が少ない衣料工場に自動的に仕事が割り振られていくから、一般相そう場ばより、安い価格でショップに商品を卸おろしてやれることになる。新プログラムは、どこの衣料工場なら、どのくらいの価格で、どのくらいのスピードで製造ができるか、リアルタイムに提示してくれるそうだ。


    　だからショップは、それ以上の値段をつけて販売していく。その値段は、ちょうど『おりおんクローズ』の販売価格と同じくらいになるのではないだろうか。


    　もちろん、一般顧こ客きやくはそんな事情は知る由よしもないのだから、『おりおんクローズ』で購入する値段よりはるかに高い金額をつけて販売してもらってもいい。要は、そのショップしかない独自の衣料品になるのだから、値段をいくらにしようと不自然ではなく、好きなように、好きな価格で販売していける。


    　また、ショップが望めば、ショップのＰＯＳシステムと俺たちの新プログラムを連結させて、リアルタイムでの在庫管理、逐ちく次じ発送を行おこなえる最新物流システムも整備できるらしい。


    　柚ゆずさんが準備していたのは、その業者向けの窓口となるプログラムなのだった。今後、このシステムを業者に使用してもらうことで、ビジネスは格段に広がるはずだ。


    　俺たち単独での『おりおんクローズ』の営業展開には限度がある。しかし、このプログラムによって、飛躍的な営業窓口の拡大が期待できそうだった。


    



    　そこまで恒こう太たが高慢に説明を重ねた。口調は偉そうだが、少なくとも柚さんの説明よりもだいぶマシである。


    　恒太の話を聞き終えると、柚さんが続ける。


    「莉り音おん部長が言っていたのは、これを無料で衣料チェーンさんに使ってもらうんだそうです」


    「どうやって利り益えきを出すの？」


    　俺が聞くと、柚さんは戸と惑まどったように口にする。


    「あの……私はよくわからないんですが……えっと、莉音部長はたしか、差額をもらうって言ってたような気がします」


    「その通り。このシステムをチェーン店に無料で導入していく。するとチェーン店は、衣料工場と直取引できるようになるわけだ。チェーン店が工場に一〇〇〇円払うとすると、その中から俺たちが数％の差額を徴ちよう収しゆうする。売上の一％徴収なら一〇円だが、それだけでも莫大な儲もうけになるぞ。ショップの方も製造や物流システムがスムースになり、コストダウンになるはずだ」


    　俺はうなずいた。


    「要は、俺たちが運営する『おりおんクローズ』は個人向けビジネスだが……まったく別のラインで業者向けビジネスを始めると考えればいいわけだな？」


    「その通りだよ巳み継つぐ。しかもそれは、アクアス一社だけの話じゃない。世界中に拡大できるのだ」


    「仮に、世界中の衣料ショップの総売上が一〇〇兆円だったとして、そのすべてに貸し出せたとしたら……利り益えきで年間一兆円が入ってくるわけだ。しかも、何もしなくても！」


    　俺の話を聞いて、沙さ織おりが考えながら口にしてゆく。


    「アクアスだけで売上九三〇〇億円だから、この一社だけに導入しても年間九三億円が入ってくるわけよね……。それって結構すごい」


    「もしアクアスさんとの戦いに負けても、まだ盛り返せるように準備しておこうって、莉り音おん部長が言っていたんです。だから本当は一か月くらい先でよかったんですが、私、がんばったんです」


    　子供のような柚ゆずさんの言葉を聞いて、俺はため息をついた。


    「そうだったのか……。お気楽そうに見えて、万一アクアスに敗れ去ったときの準備もしていたなんてな……。やっぱり莉音には敵かなわない……」


    　しきりに目をパチパチさせている柚さんに、沙織は言う。


    「柚さん、ずいぶん徹夜したんじゃない？　今日はゆっくり寝た方がいいわよ」


    「そうだな、運用テストは柚さんがゆっくり休んだあとにしよう」


    「まだ大丈夫です！　私、もっとがんばらなくちゃならないんです。みなさんが戦ってるのに、私だけお休みなんてできません。莉音部長のためにも、もっと仕事しようって思うんです」


    　俺や沙織の心配を余よ所そに、恒こう太たが口をはさむ。


    「いい心がけだぞ柚。莉音も喜ぶに違いない。この俺も、良い部下を持ったものだ」


    「ちょっと！　柚さんはあんたの部下じゃないんだからね。まったくもう……」


    「じゃあ運用テスト、それからバグフィックス、それは三人に任せていいか？　俺はもう一回ダメ押しの記者会見がある。その準備をするから」


    「次の記者会見、私また司会した方がいい？」


    「いや、ターニングポイントはもう過ぎた。今までも莉音が司会進行で参加するのは、俺だけじゃさばききれないくらいの記者がやってくる重要な会見だけだったからな。だから今度のは俺一人で大丈夫。それより沙織にも、新プログラムの運用テストを進めてほしい」


    「うん、わかった。任せて」


    　沙織は笑顔でうなずいた。


    「原稿作りには、この俺の神シナリオライターとしての才能が必要ではないか？」


    「いや、また俺の部屋に来てくるだけでいい。そこでシミュレーションをしよう。それまで、新プログラムの準備をやってくれ」


    「いいだろう。こちらは俺に任せておけ。柚のマネージメントと小娘の制御は、この俺にしかできない」


    「誰が誰を制御するって!?　人をロボットみたいに言うな！」


    「では深夜一時ころ、また巳み継つぐの部屋に行ってやる。訓練の成果を披ひ露ろうしてもらうぞ」


    「わかった。次の記者会見では、このプログラムの発表もしちまおう。良い武器になるはずだ。莉り音おんのためにも、あと少しがんばろう」


    　皆うなずいて、すぐに仕事に取りかかった。


    



    
      ◇

    


    



    　再び東とう証しよう。


    　俺の単独記者会見が始まった。


    　前回、前々回の会場と比べると、半分くらいの広さだ。そこにちょうど入りきるくらいの記者が集まっていた。


    　先日の一騎打ちで大たい勢せいが決けつした直後なこともあり、記者たちも落ち着いている。


    　最前列の記者が立ち上がった。


    「スタインバーグドレクスラーのＴＯＢへの応募が急激に増えているようです。前回の会見で立たち花ばな社長に勝ったからとお考えですか？」


    「いえ、それはまったく違います。我われ々われのＴＯＢに応募が増えているのは、ひとえにスタインバーグドレクスラーの提示価格一六三〇円が高いことと、投資家の方々が世界戦略に理解を示してくれたためだと考えています。少なくとも、私は立花社長に勝っていません。正直に打ち明ければ、真っ向勝負で私が立花社長に勝つのは、あと一〇年は難しいと思っています。あの方は、今の私が太た刀ち打うちできないくらい優秀な事業家です」


    　俺は率直なことを口にした。


    　こうして、ある程度まで本心をさらけ出すのは妙に気持ちがいい。


    　昔の俺は、すべてを演技で通そうとしていた。


    　小さなことから大きなことまで、マスコミや視聴者の反応を気にし、どういう言葉を用もちいればいいか注意を払ったものだ。だから多くの失敗を重ねてきたし、追い詰められるとすぐに頭がヒートアップしてしまった。


    　しかし、そんなに気を遣つかう必要はないと理解できた今、記者会見だろうがテレビでの生放送であろうが、俺は気楽な気持ちで対応できるようになっていた。


    　基本は誠せい直ちよくに。真の目的はオブラートに包み込み、視聴者が求めるキャラを演じる。それでいい。


    　それから、前回の一騎打ちについてのやり取りを記者たちと重ねていく。


    　ほぼ質問も出尽くしたころ――。


    　頃合を見計らって俺は切り出した。


    「アクアスＴＯＢの行方ゆくえが決けつするまで、私が記者会見を開くのは今日で最後となるでしょう。そこで本日は、我われ々われが衣料ビジネスで行おこなうもうひとつの未来――あたらしいビジネスプランをご紹介させていただきます。モニタなどを使用して説明します。プレゼンテーションは一五分程度ですが、質疑応答時間を三〇分以上用意していますので、しばしの間、ご静せい聴ちようください」


    　そしてモニタと連結された手元のノートパソコンを使いながら、俺は説明を始めた。


    　パワーポイントで作成した簡単な資料を駆使し、事業の概がい略りやくを語る。自分でも、だいぶ手慣れてきたと思う。


    　紹介を終えると、すぐに記者が質問に立ち上がった。


    「とても興味深い事業案だと思います。しかし、ここにきて新事業の発表とは、いささか唐とう突とつな気がしますが……」


    「実は、この新プランは、アクアスＴＯＢが失敗したときのために、念には念を入れて準備していたものです。なにせアクアスは、我々にとって巨象でしたから、負ける可能性は想定しておかなくてはなりませんでした」


    　俺は本心を吐と露ろした。


    「もし、御おん社しやがＴＯＢに負けたら、その新プランを始めるということですか？」


    「いえ、どのような形であっても、このあたらしいビジネスは実行していく方針です。ただし、ＴＯＢに勝つか負けるかによって、少し方針は変えていかなくてはならないと思っています」


    「具体的に、どのように変えていくつもりです？」


    「もし我々のＴＯＢが不成立なら、このあたらしいプログラムを、アクアス以外の全衣料ショップに無償で提供することを検討しています。逆に、円満にＴＯＢが成立したあかつきには、アクアスの関係各部署と検討した上で、まずはアクアスでの導入に踏み切れればと考えています」


    　これでダメ押しだ。


    　ＴＯＢは俺たちが一方的に売ったケンカだから、アクアスを敵にするのは可哀相かわいそうな気はしている。しかし、立たち花ばな社長相手に油断してはいけない。全力で手を尽くしておく必要があった。


    　なんとしても、俺たちは勝たなくてはならない。


    



    
      ◇

    


    



    　革命部側ＴＯＢへの応募者が急増していた。


    　マスコミの論調は、どちらかと言えば立花社長に同情的だったし、世論もまた同様であった。


    　しかし、俺の記者会見や一騎打ちの成果があったのだろうか、決してアクアス支持一色に染まることはなく、革命部を評価する声も上がっていた。


    　革命部支持の理由は、史上最年少上じよう場じよう企業社長かつ将来の総理総裁候補である俺個人への興味がやはり一番多い。その他に、革命部グループの素早い事業戦略や、『おりおんクローズ』の将来性などが評価されたようだ。


    　また、アクアスに同情的な人たちも、皆一様に「羽は月づきがどこまで行くか、見たい気持ちもある」という意見だったため、イメージ面では不利な状況ではなかった。


    　大おお雑ざつ把ぱに言えば七割がアクアス支持、三割が革命部支持といったところだろうか。


    　俺としては、世論が「革命部側のＴＯＢに応募する株主は悪」だという風ふう潮ちようにさえならなければ、この勝負は勝ち越すことができると踏んでいた。立たち花ばな社長はそういう流れを作ろうと全力を尽くしていたが、俺の方もできる限りの方策を用もちいて阻そ止ししたことが大きかった。


    　立花社長の作戦を退しりぞけることができた以上、あとは株主が金銭的利り益えきを追求するのを待つだけである。


    　株主は、やはり目の前の金銭的な利益には逆らえないものだ。雪崩なだれを打ったように、株主はこちらのＴＯＢへの応募を選択していた。いみじくも立花社長が発言したことだが、現時点のＴＯＢ価格一六三〇円は、企業価値を超えていたからだ。少なくとも市し場じようの株価が、当面は一六三〇円を超えることはないと予測されるため、アクアス株をもっとも高く売り抜けることができるチャンスであった。


    　新聞や雑誌などでは、すでに革命部側が圧勝するだろうという憶おく測そくまでささやかれていた。


    



    
      ◇

    


    



    　ＴＯＢ成立間ま際ぎわ。


    　立花社長が記者会見を行おこなった。ＴＯＢ成立前の記者会見としては、タイミング的に最後になるだろう。


    　部室のテレビで、俺たちは立花社長の悲壮感ただよう姿に見入っていた。立花社長は、涙を流すまではしなかったが、目を真っ赤にはらして、視聴者に向けて懇こん々こんと訴え続けた。


    「外資に売り渡してはなりません！　どうかアクアスを、どうか日本をお救いください！」


    　立花社長としては、そういう論調に持っていくしかないのだろう。


    　だが、ここまできてしまったら、何を訴うつたえようともう遅い。たぶん立花社長もそれをわかっているが、それでもなお、最後の望みにすがろうと必死に違いない。


    　気持ちがわかるだけに俺は複雑だった。


    　俺には立花社長の姿が、この前に見た沙さ織おりの父さんの、倒産を前にした姿に少しだけ重なって見えた。倒産間近の進退窮きわまった社長と、強力な経済力を持つ立花社長は決して同じではないのだが、もしかすると追い詰められた経営者とは、皆同じ姿をするのかもしれない。


    　立花社長の悲痛な叫びの姿は、カラー写真で翌日の新聞一面を飾った。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは部室リビングで息をひそめていた。


    　誰も口を開かない。


    　恒こう太たは手を握りしめたり開いたり、たまに呼吸を荒らげたり、落ち着かない様子だ。


    　沙さ織おりはうつむき、テーブルの上で手を組んで、お祈りを捧ささげるような格好をしている。


    　柚ゆずさんは、睡眠不足の目をひたすらパチパチさせ、はらはらしながらヘルシー豆乳コーラを飲んでいた。


    　もうすぐ、俺たちが提示したＴＯＢに、アクアス株主三五％の応募が確定するはずなのだ。


    　あと五分？　一〇分？　わからない。


    　しかし勝敗が、もうすぐに決まる。


    　とつぜん、テーブルに投げ出していた俺の携帯が振動した。ビジネス活動が多くなってくると、普段からマナーモードである。皆の視線が、ブルブルと音を立てる携帯へ、一いつ斉せいに集中した。


    　すかさず俺は携帯を取り上げる。


    　事務を代行している証券会社からの第一報。


    　話を聞き届け、俺は立ち上がってガッツポーズした。


    「勝った……。俺たちの、勝利だ……」


    　その瞬間、沙織と柚さんは椅い子すから立ち上がり、俺に抱きついてきた。


    　頬ほおに涙を伝わせながら柚さんがさけぶ。


    「やりましたね！　とっても、とっても嬉うれしいです！」


    「よかったね……本当によかったね……」


    　沙織も泣いていた。もう泣かないと言った約束などすっかり忘れてしまったように、目を真っ赤にしている。


    　いつのまにか、俺まで泣いていた。


    　沙織と柚さんを抱きしめ返しながら俺は感極まったように口にする。


    「みんなで力を合わせたおかげだ。俺たちにもできる」


    「おやおや、この程度で涙するとは。俺の勝利は一万二千年前から決まっていた神の定め。この程度の戦勝で泣くことはあるまい」


    　泣きはらす俺たちを見て、恒太は得意満面に言った。


    　沙織が俺の腕にすがりながら涙をふく。


    「巳み継つぐが一番活躍したと思うよ。勝てたのは巳継のおかげ……」


    「いいや、みんなで全力を尽くしたんだ。沙織がステージ上で議事を務める姿なんて見たら、莉り音おんは嬉うれしくてたまらないと思うぞ。録画しといたニュース映像を見せてやろう」


    「はい！　とってもリッパだったって思います！　私も早く、沙さ織おりさんみたいに活躍できるようになりたいです」


    「どう見ても、金銭的に一番価値ある仕事をしたのは柚ゆずさんだ。俺らが束になったって柚さんには敵かなわないよ」


    「うん。私も柚さんがうらやましい」


    　俺と沙織が本心から褒ほめると、柚さんは涙を流しながら照れた。


    「あの……ありがとうございます。こんな私でも、褒めてくださると、もっとがんばらなくちゃって思えます！」


    「それに、恒こう太たの助けがなくちゃ乗り切れなかった。いつも徹夜でミーティングにつきあってくれたし、気づかされたことだっていっぱいあった。山場の記者会見を越えられたのは、間違いなく恒太のおかげだったぞ」


    　皆で恒太に視線を向けると、とっさに恒太は両腕で目をおおった。


    「ククク、やはり俺の偉大な知ち謀ぼうが……」


    　恒太は何か言おうとしたが、ふいに感極まったようで、言葉に詰まった。涙を必死に袖そでで拭ふき取って、取り繕つくろっている。


    「恒太、隠さなくたっていいんだぞ。俺たちは勝ったんだ」
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    「そうだろうとも。俺なしでは……クッ……！」


    　胸を張って話しだそうとしたとたん、再び恒こう太たは袖そでで目をおおった。


    「あはは。恒太が泣いてるところなんて久しぶりね！　一〇年ぶりくらいに見たかも！」


    　沙さ織おりも目を潤うるませつつ、恒太を指さして笑った。


    「こ、小娘風ふ情ぜいが……王者が泣くわけ……くそっ、ギガスが暴走している……。これは両目にギガスが発現するフラグなのか……!?」


    　そう言って、恒太は大事件が起こったように両目に手をあてた。


    「写真に撮とっておこうかしら」


    　言うが早いか、沙織は携帯を取り出してレンズを恒太に向けた。


    　危険を察したのか、恒太は携帯に視線をはしらせる。


    　その瞬間を逃のがさず、沙織はボタンを押した。リビングを、携帯カメラの光とシャッター音が包み込む。


    「あは！　バッチリ取れてる！　これ、革命部のホームページに掲載しておきましょ」


    「くっ、くうう……。やめろ！　そのデータ、爆発するぞ！」


    　恒太の制止などおかまいなしで、沙織は携帯を、俺や柚ゆずさんに嬉き々きとして見せてきた。


    「見て見て、巳み継つぐ、柚さん。これ、ベストショットじゃない？」


    「いいショットだな。漢おとこが心で男泣きしつつも、表には出さないよう必死に取り澄ましている姿がよく映し出されている」


    「なんだか、じんわりするショットですね。恒太くんも、こんな表情するなんて驚きです」


    「写真集にして売り出しちゃう？」


    　ペロリと舌を出して沙織は言った。


    「名案だな。恒太王子としてブロマイドを作って売り出せば、一枚一〇〇万円くらいで売れるかもしれないぞ」


    「あはははは。そうよね！　うん、そうしちゃいましょう！　一枚一〇〇〇万円つけてもいいわ」


    「ついに恒太くんが芸能界デビューするんですね！　ワクワクしちゃいます」


    　柚さんの話に、少し考えを巡らせるようにして沙織は口にする。


    「じゃあ、さっそく革命部でタレント部門を開設しなきゃ。世界一寒いタレントとして売り出すの。あ、それじゃ私がタレント部の部長やるわね」


    「ほう……コスプレ娘が生意気なことを主張してくれる……。おりおりには俺の偉大な能力を理解できるだけの知力がないのだな。俺にタレントをやらせたら、他のタレントたちの仕事がなくなってしまって芸能界が困るだろう。暴動が起きるに違いない。いや待て……コスプレイヤーおりおりの仕事まで俺が奪ってしまうことになる……」


    　そんな恒太の挑発に、沙織は乗らなかった。


    　沙さ織おりは腰に両手を当て、恒こう太たをのぞきこむようにして口にする。


    「ふーん、その無駄に自信過か剰じようなところが寒いんだけどね。寒すぎて凍こごえ死んじゃいそう」


    『おりおり』と言われたら条件反射のように激怒していた沙織が、まったく動じなかったことに、俺は驚いた。沙織も大人になったのだろうか。


    　恒太はサラリと髪をかきあげ、得意気に言う。


    「ちなみに、俺のブロマイドを売り出すのは賛成だ。しかし値段は認めん」


    「いくらなら納得するのよ？　一〇円とか？」


    　沙織が怪け訝げんに首をかしげた。


    「一枚一億円だ。それが最低ラインとさせてもらう。金額の譲じよう歩ほはできない」


    「わかった。今の言葉、絶対よ。それじゃ、本当に一枚一億円で売り出しちゃいましょう。後悔したって遅いんだからね」


    　その日の夜、俺たちは革命部のウェブサイト内に、ひっそりと一ページの販売ページを作った。そこで本当に恒太のブロマイドを一枚一億円で売り出したのだ。コスプレ販売ショップのプログラムをコピーし、恒太王子の紹介文などを載せ、世界中誰でも購入できるようにした。誰が買うのかわからない。


    　ちなみに、この販売ページの管理は、タレント部門の事業部長として沙織が行おこなうことになる。だから沙織は、パーティー部とタレント部の部長を兼任だ。タレント部の所属タレントは恒太一名。


    　たぶん仕事は永遠に入らないだろう。


    　それでも恒太は、自分のブロマイドが一億円で売られているのを見て、まんざらではなさそうだった。
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    　東とう証しようの会見場。


    　全国的な話題を独占したＴＯＢ戦争がついに終了したこともあって、記者の数は今までで一番多かった。会見場の壁ぎわはテレビカメラの列でびっしり埋まっていて、部屋に入りきれないほどの記者やカメラマンが所狭しとあふれている。どんな会見を開こうと、これがほぼＭＡＸの数だろう。


    　壇上の隅に立つ沙織は、マイクを手に、透すき通った声を響かせる。


    「本日はお忙いそがしいなか、お集まりいただきありがとうございます。それでは、革命部社長、および速はや水み半導体工業社長、羽は月づき巳み継つぐより、アクアスＴＯＢの終了のご報告をさせていただきます。それでは羽月社長、どうぞ」


    　このくらいの挨あい拶さつなら、もう沙織は動じることもなく、即興でできるようになっていた。まだ内容はどこかたどたどしいし、莉り音おんならユーモアのひとつくらいは利きかせるところだが、それでも以前と比べものにならないくらいの沙さ織おりの変わりようなのだ。この模様はテレビ中継を通して、莉音もきっと見ているに違いない。


    　ゆっくりした足取りで、俺はステージに上がる。


    　あいかわらずのフラッシュ量だ。


    　まぶしすぎて目も開けていられないほどの光量だった。


    　俺は席についてマイクを取り上げ、気楽に挨あい拶さつする。


    「どうも。革命部、羽は月づきです。本日はお集まりいただきありがとうございます」


    　会場を悠ゆう々ゆうと見回した。皆押し黙り、俺の言葉を待っている。


    「すでにみなさんはご存じのことと思いますが、昨日をもって、我われ々われのＴＯＢは成立しました。これにて、アクアスの筆頭株主としてスタインバーグドレクスラー三五％、第二位に革命部一〇％、第三位に速はや水み半導体工業七％となり、我々が合計五二％を押さえることに成功いたしました」


    　できるだけ感情を抑え、事務報告のように淡たん々たんとした口調で続ける。


    「以下、第四位の株主に現アクアス代表取締役、立たち花ばな勇ゆう二じ氏が六％、それから大だい日に本ほん物産四％、はるな銀行三・八％、山さん王のう銀行三・三％と続いていきます。これらの株主の方とも優良な関係を結び、引き続きアクアスの経営を堅調に続けていくことを、ここにお約束いたします」


    　そして記者たちから、雨あられの質問が始まった。


    　沙織に指名された記者が立ち上がる。


    「今回の一連のＴＯＢにより、アクアスの時価総額は三兆一〇〇〇億円にまで伸張しました。これは、世界第二位の巨大衣料グループです。まれに見る大型買収であり、アクアス買収は世界中でニュースになっています。このようなグループ運営の重責について、羽月社長のお考えや抱ほう負ふなどをお聞かせください」


    「身が引き締まる思いです。アクアスの社員たちや、筆頭株主のスタインバーグドレクスラーと協調して、積極的な世界展開を目指します。また、創業者である立花社長の意志を引き継ぐ強い企業として、公明正大な衣料チェーンを確立することをみなさんにお約束します」


    　質疑応答が始まった直後の記者たちの質問は、未来や抱負など大局的なものに終始していた。こういう話なら、昨晩深夜に恒こう太たと練ねりに練った模範回答を繰り広げれば十分である。


    　おおよそ二〇分ほど、同じような質問が続いただろうか。


    　しばらくして、質問の方向性が変わってくる。


    「今後のアクアス経営陣はどうなる予定ですか？　すでに羽月社長が、アクアスの社長に就任するという憶おく測そくが流れていますが……」


    「憶測は、あくまで憶測です。アクアスの新経営陣については、我々も検討していることであり、現在調整中です。数日中に正式に開示いたしますので、今しばらくお待ちください」


    　アクアス新社長は未定だった。


    　もしかしたら莉り音おんは、俺に社長を任せることも考えていたのかもしれない。


    　しかし俺は速はや水み半導体工業という上じよう場じよう企業の社長でもあるから、おいそれと社長を引き受ける会社を乗り換えたりするわけにはいかない。それになにより、俺にはアクアスほど大きな企業の社長を引き受ける力量は備わっていないと、誰よりも感じていた。速水とアクアスでは、桁けたが違う。


    　記者は質問を続ける。


    「新経営陣は、今まで通りの経営方針を引き継ぐという保証はあるのですか？」


    「基本的にそれは、お任せした経営者が判断することです」


    「以前、羽は月づき社長はアクアスを買収しても、経営体制に大きな変化はないと発言されました。どうも今のお話は、ご自身の発言を反ほ故ごにされるような印象を受けてしまいます」


    「それは誤解です。そして先走りした想像です。ならばもう一度、改めて宣言しておきましょう。我われ々われとしては、アクアスの経営体制についても、事業戦略についても、大きな変化を望んでおりません。今のアクアスは、十二分に優れた企業です。我々の希望は、『おりおんクローズ』事業を行おこなう速水半導体工業と、強いチェーン店網を持つアクアスが共同して事業を行ってくれるようになることのみです。それは何度も申し上げてきている通りの既き定てい路線。その上で、お任せした経営者が判断していくべきことです」


    「なるほど。では、経営方針には大きな変更はなく、経営陣についてのみ検討中ということですね？」


    「その通りです」


    　俺は大きくうなずいた。


    「ズバリ教えていただきたい。羽月社長が、アクアスの代表取締役社長に就任する可能性は、ありますか？」


    「現時点では、正確なことは確約しかねます」


    　今の時点では本当に答えられない。未定である以上、消去法で俺という選択肢もあるからだ。


    「せめて、どれくらい可能性があるかだけ、教えていただけませんか？」


    「……十じつ中ちゆう八はつ九くありません、とだけ、お伝えしておきます」


    「しかし、他にふさわしい人物がいるとは思えないのですが……」


    　記者は食い下がってくる。メディア的には、俺がアクアスの社長になった方がいいのだろう。その方が、また世間が盛り上がることは間違いない。


    　しかし俺は率直に応じる。


    「自みずからの恥をさらすようですが、私自身、私がアクアスの社長を務める能力や経験を持っているなどと、まるで考えておりません。今の私には、それだけの力量がない。だからこそ、新経営陣の選定は慎しん重ちように検討を重ねているのです」


    「目星はついているのですか？」


    「我われ々われが新たに社長をお願いしたいと考えている人物に、実は目め処どはつけています。しかしながら、具体的な条件詰めなどはまだ行おこなっておりません。ですからどうか、数日だけお待ちください。株主の方々、取引先や顧こ客きやく、マスコミ諸氏、それから多くの視聴者、みなさんに納得できる人選をしているところであります」


    「では、期待できる人物なのですね」


    「はい。ご期待ください」


    　俺は口元を引き結び、力強くうなずいた。
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    　アポイントもなしで、俺は渋しぶ谷やのアクアス本社を訪れた。


    　立たち花ばな社長とは、ＴＯＢが終わったら、きちんと話をしたいと思っていたのだ。なにせ俺たちが勝手に売ったケンカである。許してもらおうとは思わないが、それでも俺の気持ちは伝えておきたい。


    　唐とう突とつな俺の訪問に、受付の女の子は目を見開いた。


    「こんにちは。革命部、羽は月づきです。……知ってますよね？」


    　そう言って、俺は自分を指さした。


    　受付の女の子は、コクコクと素早く、そして何度も首を上下させる。そんなに仰ぎよう天てんすることないのに……。


    「立花社長に面会したいのです。今、会社にいます？　もし在社していなければ、またあとで参まいりますが……」


    「しゃ、社長ならおります」


    「では、取り次ついでいただいてよろしいですか？」


    「はっ、はい。今すぐに！」


    　女の子は、急いで内線を取り上げた。


    



    
      ◇

    


    



    　最さい奥おうの社長室へ通されると、立花社長は両手を広げて俺を迎えてくれた。


    「やれやれだ。君には負けた。参ったよ」


    　立花社長の第一声。


    　そして明るく微笑ほほえんだ。


    　そこには嫌いや味みなどなかった。


    　俺はすぐさま頭を下げる。


    「とつぜんの訪問すみません。お邪じや魔まじゃありませんでした？」


    「まさか！　資本家様のご訪問を迎えない経営者なんて、存在自体がナンセンスだよ」


    　そう言って、にこやかにソファへ座るよう勧めてくれた。


    　テーブル越しに向き合い、俺は言う。


    「ぼくとて筆頭株主のスタインバーグドレクスラーからアクアス経営の委託をされているだけです。お互い、立場はそう変わりませんよ」


    「しかしスタインバーグドレクスラーを引っ張り出すとはな。どんなツテだったんだ？」


    「実は、スタインバーグ家に直接話を持ち込みました。ぼくも驚くほどスムースに話が決まりまして……」


    「スタインバーグのご登場とあれば、ぼくだってトヨダ自動車や日本政府くらいには当たりをつけられたんだが……。……いや、言い訳はすまい。いずれにせよ、そんなことをしている猶ゆう予よがなかった。すべて、ぼくの見る目のなさによる失敗だ。君たちのことは評価しているつもりだったのに、それでも……まさかの過小評価だったということだな」


    　立たち花ばな社長は大おお仰ぎように肩をすくめて続ける。


    「君たちは只ただ者ものじゃないと思っていた。だけど、ぼくの想像を数百倍も超えていたんだよ。完敗だ」


    　俺の目をしっかり見すえ、五一歳の立花社長は、若じやく輩はいの俺へ向けて負けを認めた。心からの敗北宣言だった。


    「いえ、真っ向勝負なら、確実にぼくの負けでした。巨額の資金調達ができたからこそ勝つことができたんです。ぼくらが束になってぶつかって、やっとのことで立花社長に対抗することができたんです。本当に、勉強させていただきました」


    「謙けん遜そんするな。記者会見、見事としか言いようがなかった。実のところ、君がぼくの記者会見に現れたとき、負けを確信したんだよ。それでもあがいてみたんだが……ぼくの悪い予感は当たるんだ。残念ながらね」


    「……」


    　どう言葉をかけるべきかわからず、俺は立花社長の次の言葉を待った。


    「それに、途中から君は人が変わったようにしか見えなかった。最初は経営者として明らかに未熟だったし、おどおどしているのが見てわかったよ。それが一夜にして、別人になってしまったんだ。ゆさぶりをかけても動じなくなったし、堂々と、そして誠実に物事を主張できるようになっていた。一体、何があったんだ？」


    　立花社長は身を乗りだしてきた。


    「覚悟を決めたんです。この道でやっていこうと」


    「なぜ？」


    「一緒にここへ来た従姉いとこを憶おぼえていますか？」


    「ああ、君んとこの役員、羽は月づき莉り音おんくんだろ。実に優秀な女の子だったね。その子が、どうかしたのかい？」


    「立たち花ばな社長にはすべてを打ち明けます。ほんの少し前まで、ぼくは従姉の操あやつり人形みたいなものでした。いえ、決して従姉が悪いというニュアンスを伝えたいわけではなくて、真剣だった従姉のことをわかってやれず、ぼくはいつも逃げる準備をしていたんです」


    　そこまで言うと、立花社長は大きく何度かうなずいた。


    「なるほど、その話で、だいたい君らの関係性は見えてくるな。いわば、あの子が君らのフィクサーだ。うん、なるほど。たしかに、そうなんだろう。大方わかってきたぞ。そりゃ本当にすごい女の子だな」


    「ご明察です。しかし……スタインバーグ家に資金調達に行った際、従姉が倒れてしまいました。心労……だったんです。まったく辛つらいそぶりすら見せなかった従姉が、本当は心労で追い詰められていたなんて気づきもしてやれなくて……。ぼくにとっては姉であり師し匠しようであり、家族のように大切な存在でした。そんな彼女のことを、ぼくは何もわかっていなかった。それに気づいたおかげで、ようやくぼくは目覚めることができたんです。目覚める……というのは大げさでしょうか」


    「いや、決して大げさな表現じゃない。実際、君は何かが覚かく醒せいしたとしか思えない見違えようだった。ぼくとの戦いの最中、君にとっては人生最大とも言える転機が訪れていたということだな」


    「そう……なんでしょうね」


    　答えながら、俺は莉音に思いを馳はせた。


    「その羽月莉音くんは大丈夫なのかい？」


    「はい。実は、マラリアの再発でした」


    「マラリア……？　なぜそんな病やまいに……」


    「冒険家なんです。本物の。アフリカの奥地を探検していたときに発症しまして、それ以来抱かかえている持病なんです」


    　莉音の紹介をするとき、少し誇らしい気持ちになった。そんなに世間から認められている経歴ではないけれど、それでも俺の中では、冒険家の莉音は、子供のころからずっと偉大な存在なのだ。


    「そういえば、君らの調査をした際に、彼女の父親が冒険家だとあったけど……しかしあの子は子供だろう？」


    　莉音の父親――羽月一かず馬まは、登山や探検に興味がある層には知名度があった。


    　しかし、しょせんは流行に逆行した冒険家である。


    　冒険譚たんを記した著書も数冊あるが、とくべつ売れているわけでもない。だから、立花社長が知らないのは自然なことだった。


    「たしかに子供なんですが、彼女の父親――羽は月づき一かず馬まってのは非常識なところがあって……娘を連れて世界中を冒険して歩いていたんです。なんというか……真の自由人なんですよ」


    　そう言うと、立たち花ばな社長は呆あつ気けに取られた顔になった。


    「ぼくにも二人の子供がいるが……そんな親がいるのかい？　いやまぁ、たしかに非常識だな」


    「ええ、それはもう。だから親しん戚せきであるうちの家庭が莉り音おんのことを半ば強引に引き受けて、一応は日本の義務教育も受けさせましたし、ごくごく一般的な保護もしてきました。そうでもしないと、彼女は無国籍人になってしまっていたかもしれません」


    「アナキスト（無政府主義者）みたいなもんだな。そういう父親は褒ほめられるべきなんだろうか、責められるべきなんだろうか」


    「わかりません。でも、莉音もうちの家族も、羽月一馬のことは大好きです」


    　俺の言葉に、立花社長は意外そうな顔をした。


    「とても貧乏な冒険家で、正直、何をやってるのかわからない人です。そんなわけで従姉いとこは、物心ついてすぐのころから、世界中を父親と共に冒険してきました。きっと人類で一番、世界の隅々まで直接見てきた女の子なんです。とほうもない金持ちの世界も、貧困と暴力に苦しむ無法世界も、熱帯のジャングルも、極ごつ寒かんの果ても。地球は大方行き尽くしたんじゃないでしょうか」


    「そんな子がいるのか……。やれやれ、世界は狭いようで実に広い。上には上がいるんだな。ぼくもまだまだ未熟のようだ」


    「立花社長が未熟なら、ぼくなど子供にすらなれません」


    「はっはっは、大人の謙けん遜そんもリッパなものだ。青年なら、もっと無む鉄てつ砲ぽうでもいいんだよ」


    　チラと時計に目をはしらせた立花社長は、聞いてくる。


    「そうそう、昼飯は食べたかい？」


    「いえ、まだ」


    「じゃあせっかく来たんだし、どうする、これからメシでも食べに行こう。このビルの地下に、個室の小料理屋があるんだ。もう少し君と話したい。今日はぼくが奢おごらせてもらうよ」


    「あ、はい、ぜひ食事はご一緒させていただきたいです。しかしその前に、折り入ってお話ししておきたいことがあって、今日はやってきました」


    「ほう。どんなことだい？　話を聞けるかどうかわからないけど、まずは言ってみてくれ」


    　俺は大きく息をはき、意を決して言う。


    「実は……立花社長をヘッドハンティングに来ました」


    「ほう、あたらしい職場でも紹介してくれるのかい？　そいつは至れり尽くせりだ」


    「立花社長を、アクアスの社長としてヘッドハンティングに来たんです。その力量で、アクアスを世界一の企業にしていただき、同時に『おりおんクローズ』を成功させてくれませんか？」


    「……なんだって!?」


    　立たち花ばな社長は、目をむいて驚きよう愕がくした。


    　すかさず俺は頭を下げる。


    「お願いします。他の候補はいません。適任は、立花社長しかいないんです。どうか、どうかお断りにならないでください。もちろん我われ々われは、立花社長を下位会社の社長などと見ることはありえません。むしろ、後進である我々の指導をお願いしたいのです」


    　誠心誠意、すがるように俺は言った。


    　他にアクアスを経営できる候補などいるわけがない。


    　俺は、なんとしてでも立花社長に引き受けてもらえるまで、テコでもここを動かないつもりでやってきたのだ。


    「……」


    　立花社長は沈黙した。


    「それから、他の取とり締しまり役やくの退任や降格を行おこなうこともありません。アクアスの新たな取締役として、私と羽は月づき莉り音おん、それからスタインバーグドレクスラーから一人が就任するだけです。この新しん参ざん三人は非常勤取締役。ですから、実質一切の変更はありません」


    「……」


    　立花社長は眉まゆをひそめ、中空に視線をはしらせた。


    　もう一押ししてみる。


    「お願いします！　どうか、お願いいたします！」


    　やれやれといった風に首を振りながら、立花社長は口にする。


    「……参まいったな。君は、敗者が潔いさぎよく身を引こうとするのを、さまたげるつもりかい？」


    「立花社長は決して敗者ではありません。これもお願いなのですが、立花社長には革命部の顧こ問もんにも就任してもらいたいと考えています。未熟なぼくらに、ぜひその経験をお貸しください」


    「革命部顧問？　ははは、大出世じゃないか」


    　おどけた調子で立花社長は言った。


    「どうかお願いします……」


    「断ったら？」


    「引き受けてくれるまで、ぼくはこの場を離れません」


    「じゃあ、家に帰っちゃうよ」


    「やっぱりここを離れて、ついて行きます。どこまでも」


    「困っちゃうな。まるでストーカーじゃないか」


    「そうです。ぼくは立花社長を愛してしまっているんです」


    　クスリ、と立花社長は笑った。


    「お願いします。どんなことでも致します。お望みならば、役員報ほう酬しゆうを何倍にしてもかまいませんし、ストックオプションも今以上に割り当ていたします。なんなら、革命部の社長になってもらってもかまわないのです。……いや、それはやっぱり立たち花ばな社長に逆に迷惑になってしまうかもしれませんから止やめておきますが、それでも、そのくらいの気持ちなのです。ぼくらのトップに立っていただいてもいいと、心底から思っています。このぼくのすべてを懸かけて、お願いいたします」


    　テーブルに手をつき、深く頭を下げた。


    　どうあっても、引き受けてもらわなければ困るのだ。


    　しばしの沈黙。一分ほど、俺は頭を下げ続け、立花社長は黙りこくっていた。


    　やがてため息をつき、俺の肩に手を置く。


    「参まいったな……。とりあえず、その頭を上げてくれないか」


    　俺は頭を上げた。


    　視線がかち合い、お互いに、なんとなく含み笑いをもらす。


    　立花社長は困ったように首をかいた。


    「前にも、話したことがあっただろう？　ぼくは、君らみたいなヤツらが大好きなんだ」


    　そう言って、微笑ほほえんでくれた。


    



    
      ◇

    


    



    　面会の翌日。


    　テレビや新聞は、「アクアス社長、立花の続投に決定！」というニュースで溢あふれかえった。


    　この続投は大きな関心を呼び、そして高く評価された。


    　実力者である立花社長が引き続きアクアス経営に全力を注ぐことは、市し場じようの安心感を呼び、ＴＯＢの影響で大幅に高まっていたアクアス株価が、さらに上昇したほどだった。関連会社である速はや水み半導体工業の株価まで高まり、俺たちの保有資産は日々増大を続けていた。


    



    
      ◇

    


    



    　立花続投のニュースで一色に染まった翌日のこと――。


    　なんと、まったく別のニュースが、全世界を駆け巡った。予想外だった新ニュースである。


    　俺たちは部室で、テレビに釘くぎ付づけになっていた。


    「本日、スタインバーグドレクスラーが、世界最大の衣料チェーングループ、ＭＣＣに対するＴＯＢを発表いたしました。それでは、スタインバーグドレクスラー社長による決意表明をご覧ください」


    　画面がスタジオから、スタインバーグドレクスラー社長の記者会見に切り替わる。厳いかめしい顔をした、がたいの良い壮年の白人男性だ。


    「ＭＣＣは、売上高四〇〇億ドル、時価総額五三〇億ドルを超える世界最大の衣料グループです。ＭＣＣを買収し、我われ々われの手で世界の衣料ビジネスにあたらしい時代をもたらしたいと考えているのです。このＴＯＢは成功します。なぜなら、我が社や関連企業の総力を挙げて行おこなうものであるからです」


    　一ドル一〇〇円と換算すると、売上高四兆円、時価総額五兆三〇〇〇億円。


    　アクアスより一回り大きい企業である。さすが世界一の座は伊だ達てではない。


    　ローザとしては『おりおんクローズ』の北米・ＥＵでの事業権を獲得したわけだが、まだどの企業で事業を行っていくのかは決まっていなかった。そこで、ＭＣＣを基点にして事業を展開しようと考えたに違いない。ＭＣＣは世界一で、北米やＥＵで圧倒的な集客力を誇っている。


    　アクアス買収が完了し、いよいよローザも本腰を上げたということだろう。しかし、ある分野で新規事業を始めるからといって、いきなり業界世界一の企業に買収をしかけるなんて、やることなすこと桁けた違いだ。


    　白人記者が質問する。


    「今回のＴＯＢについて、ＭＣＣは猛反発しており、対抗する姿勢を示しています。この敵対的買収を乗り越える目もく算さんはあるのですか？」


    「ＴＯＢに先立ち、ＭＣＣには我々の世界戦略の提案を行い、そして平和的な買収を申し入れました。しかし拒否されたため、今回のＴＯＢに踏み切ったのであります。資金力、人材、ネットワーク、その他あらゆる点で我々はこのＴＯＢを乗り越える自信があります」


    「御おん社しやは日本の革命部グループと共闘し、アクアスのＴＯＢを成功させたばかりです。この一連の巨大衣料グループ買収は、なにか御社の世界戦略のようなものがおありなのでしょうか？」


    「あくまでアクアス株式の三五％を所有しただけであり、拒否権を持っているにすぎません。その経営権については共闘パートナーであり、アクアス株式一七％を保有する革命部グループに委託しています。しかし、ＭＣＣのＴＯＢは我々単独で五〇％超の株式を保有する方針であり、我々の手であたらしい衣料革命を成なし遂とげようとする強い意思表示だと思ってください」


    　やがて画面がスタジオに切り替わり、あれやこれやと議論が始まった。


    　――やはりスタインバーグ財ざい閥ばつともなれば、俺たちと次元が違う……。


    　俺は改めて、頂点にたどり着くのはとほうもない道のりであることをかみしめた。


    　今のところローザは信頼できるパートナーだが、将来、何かのキッカケで俺たちの根幹が根こそぎ奪われてしまわないとも限らない。少なくともアクアスの筆頭株主はスタインバーグドレクスラーであり、もしケンカでもしようものなら、アクアスは確実に俺たちの手から離れることになる。


    　現在の入り組んだ資本関係の状況を、俺は冷静に分析してみた。


    



    ★革命部の保有株


    速はや水み半導体工業五五％（革命部の連結対象子会社）


    アクアス一〇％


    



    ★速水半導体工業の保有株


    アクアス七％


    



    ★アクアスの保有株


    速水半導体工業二三％


    



    ★スタインバーグドレクスラーの保有株


    アクアス三五％
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    　たった四社間だけのことなのに、こうまで資本状況は入り組んでいる。


    　今後、グループが拡大していけば、もっと複雑怪奇な状況になっていくのだろう。そのときに頼りになるのは、唯ゆい一いつ、どのくらいの株式を押さえているかという冷れい酷こくな数字だけなのである。


    　ちなみに、アクアスが速はや水み半導体工業の二三％を持っているのは、パックマンディフェンスによって買い進めた故ゆえである。敵対的買収から身を守る防衛策の一環として、アクアスは速水の株を買い進め、逆買収に乗り出していたのだった。


    　その上で、もう少し冷静に関係性を分析してみよう。


    　まず『おりおんクローズ』事業は、速水半導体工業が行おこなっている。速水が権利を持ち、運営する『おりおんクローズ』を、アクアスと共同して行っていこうとしているわけだ。


    　しかし、スタインバーグドレクスラーがアクアスの三五％の筆頭株主であり、そのアクアスは速水半導体工業二三％を所有する大株主である。つまり間接的ながら、スタインバーグドレクスラーは、『おりおんクローズ』の最終的な事業の権利を保有する速水半導体工業にまで大きな影響力をおよぼせるわけで、俺たちの首根っこを押さえているとも言えるだろう。


    　たぶん……いやきっと、ローザはそこまで読んでいたに違いない。ローザを見くびってはいけないのだ。


    　そこまでわかっていると言っても、今の俺たちには対抗などできやしない。


    　今後、資金をスタインバーグだけに依い存そんすると、支配下におかれてしまう可能性があった。なぜなら、企業経営においては株主こそ最高の権力だから、特定の株主に依存すればするほど、その株主の方針に従わなくてはならなくなる。経営の自由度を増すためには、特定の株主の影響力を弱めておく必要があるのだ。だからローザの気にさわらない程度に、資金の出もとを広げておいた方がいい。


    　ゆっくり時間をかけられるなら、支援を仰げる候補は多々ありそうだ。カルヴァート財ざい閥ばつやハストン財閥、セルベル財閥、それから日本の多国籍企業もいいかもしれない。トヨダ自動車や本ほん間ま自動車、それからＮＮＴ、エグゼスエレクトロニクス、いずほフィナンシャルグループ、五ご菱びし商事、野の上がみ證しよう券けん……おりおんクローズが軌き道どうに乗れば、そういった次の手も打ちやすくなるはずだ。


    　いずれにしても、今はスタインバーグ財閥と良好な関係にあるし、戦える実力はない。今は黙もくして、力を蓄たくわえるべきだろう。
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    「ただいまー！」


    　スポーツバッグをぶら下げた莉り音おんは、ガラガラと玄関を開けて叫んだ。


    　時刻はお昼を回ったばかりなのに、部室は真っ暗。電気はすべて切ってあるし、玄関には靴もない。


    「おーい、帰ったよー」


    　しばらく莉り音おんは呆ぼう然ぜんと突っ立っていたが、やがて玄関の灯あかりをつけ、意を決したように部室内へ踏み込んだ。


    「巳み継つぐ？　いないの？」


    　莉音はキョロキョロと部室内を見回しながら歩いてくる。


    　その様子を、俺たちは玄関と廊下に設置しておいたウェブカメラで密ひそかに監視していた。


    「ねぇ、沙さ織おり？　恒こう太た？　柚ゆずちゃん？」


    　心なしか、その声は寂しげだった。


    「あれ……？　誰も、いないの……？」


    　俺たちは息をひそめて、リビングに到着するのを待っていた。


    　やってきた莉音が、リビングの電気のスウィッチを入れる。


    　その瞬間――。


    　爆ばく竹ちくを打ち鳴らしたようなクラッカー音にリビングはつつまれた。俺たちはそれぞれクラッカーを手に、莉音が電気を点つけるのを、テーブルの下に隠れて待っていたのだ。


    　同時に、天井から吊つるしてあったくす玉が割れ、莉音の頭上に紙かみ吹雪ふぶきが舞う。垂たれ幕まくには「莉音おかえり」の文字。


    　莉音は棒立ちで、目が点になっていた。


    　俺たちは莉音を取り囲み、口々にさけぶ。


    「復帰おめでとう。退院を楽しみに待ってたんだ」


    「おつかれさま、莉音。すごく心配したんだよ」


    「ククク、もっと休んでくれてもいいのだがな」


    「とってもおかえりなさい莉音部長！」


    　壁には、沙織が昨晩作った「莉音復帰＆アクアス祝勝記念パーティー」の横断幕。


    　テーブルには小さなケーキ。ちょうど五人が食べられる程度の簡素なものだが、心を込めて最上級のものを用意したのだ。


    　立ちつくしていた莉音が、ふいにジワッと涙を流す。


    　莉音は袖そでで涙を拭ふき取った。それでも、溢あふれる涙はポロポロと頬ほおを伝ってこぼれ落ちる。


    　こんな風に莉音が泣くのを見るのは、俺たちにとって生まれてはじめてのことだ。無敵の従姉いとこが垣かい間ま見せたその姿に、俺まで胸が熱くなった。


    　改めて俺は声をかける。


    「おかえり、莉音」


    「……みんなが戦ってる様子、テレビで見てたよ」


    　しゃくり上げながら、莉音はたどたどしく言った。


    「みんなでがんばったんだ。莉音が帰ってくるまでに、俺たちで済ませておこうって」


    「うん……ビックリしちゃった。それに……嬉うれしかった」


    「私もがんばるんだからね。だから、絶対にもう、ひとりで苦しまないで」


    　そう沙さ織おりが言うと、莉り音おんは声を上げて、堰せきを切ったように泣き出した。


    　沙織が莉音を静かに引き寄せると、莉音はその胸に顔をうずめる。


    　そんな莉音の頭を、沙織は優しくなで続けた。


    　前に沙織を東とう丈じよう会かいから救出したあと、莉音の胸に顔をうずめていたことを俺は思い出す。今度は逆の場面なのに、まったく同じ場面を見たような錯さつ覚かくがあった。


    　沙織が優しく声をかける。


    「ねぇ莉音、私たちは家族でしょ。これからも、ずっとずっと、一緒なんだからね」


    　すると、莉音はさらにしゃくり上げた。


    　その様子を、俺たちは眺め続けた。


    　数分そうしていただろうか。


    　泣き止やんだ莉音は、恥ずかしそうに顔を上げて俺たちを見回す。


    「みんな……ありがとう……。みんなに大変な思いばっかりさせてるのに……本当に本当に……ありがとうね……」


    「さあ莉音、ケーキ食べましょ。実はこのケーキ、柚ゆずちゃんのお店に作ってもらった特別製なの」


    　柚さんの家は近辺で有名な老舗しにせどら焼き屋だ。洋菓子店ではないが、素材は最高級のものが揃そろっていて、柚さんの両親はケーキを作るのを喜んで引き受けてくれた。


    「はい！　今朝、お父さんとお母さんががんばって作ってくれましたぁ！　うちで焼いたばかりのどら焼きも、たくさん持ってきたんです！　召めし上がってください！」


    　早くも恒こう太たが、ひとりフォークを持ち上げた。


    「莉音が食べないなら、俺の飢うえたギガスが瞬時に食い尽くしてしまうかもしれんぞ」


    「あたらしく仕入れたシーフードメロンジュースもたくさん用意してありますよ。さあどうぞ、恒太くん」


    「いかん、ジュースを飲んではいけない持病が……」


    　沙織がケーキを切り、柚さんがフォークと皿を手渡した。


    「うん……ありがとう、沙織、柚ちゃん。いただくわ」


    　取り分けられた莉音のケーキの上には、小さなチョコレート。そこに「莉音、退院おめでとう」と描かれているのを見ると、再びポロポロと泣き出した。


    「みんな……私ね……あうっ……」


    　言葉にならない言葉で、莉音は涙した。


    　場を和なごませようとしたのだろうか、恒太が困ったように口にする。


    「おやおや、いつまで泣いているんだ？　おっと、そうだ。実は莉音にすばらしい報告がある。感動のあまりさらに涙が止まらなくなってしまうかもしれないが、あえて報告しよう」


    「なんだよ、報告って？」


    　初耳だったので、俺は聞き返した。


    「ついに、待ちに待った俺のブロマイド販売が始まったのだよ。一枚一億円。この利り益えきがこれからの革命部を支えるのだ。やはり最後に頼りになるのは俺だけか……!?」


    「それのことかよ……どこがすばらしい報告なんだ。一応は事業部として発足した。でもな、やってることなんて販売ページ一枚作っただけだぞ」


    「ちなみにブロマイド販売ページの店番は、経験を積ませるために、そこのコスプレ娘に任せてやっているところだ」


    「店番じゃなくて事業部長って呼びなさい。あ、一枚も売れてないから」


    　莉り音おんを抱きしめるようにしながら、沙さ織おりは厳しい視線で恒こう太たを見やった。


    「やはり店番のガラが悪いのだな……。買いたい平民どもが殺到しても、目つきの悪い店番におそれをなして、皆逃げ出してしまうに違いない」


    「ネット通販でそんなことあるわけないでしょ？　まあでも百歩ゆずってちょっとだけがんばって、あんたの販売ページのリンクをあちこちに貼りまくってやるんだから。覚悟してなさいよ」


    「そうやって経営努力をしてもらいたいものだな。うむ、俺のギガスがささやいている。記念すべき販売第一号は莉音になるはずだと」


    「……うん……買ってあげるからね」


    　沙織の胸に顔をしずめながら、莉音はうなずいた。


    「ダメ、絶対ダメ。莉音、こいつの言うことなんて聞いたらダメなんだからね」


    　莉音をギュッと抱きしめた沙織は、恒太から守るようにしてみせた。


    　沙織に顔をうずめながら、莉音はつぶやくように口にする。


    「沙織も事業部長なんてやってくれるようになったのね……。沙織も恒太も、ありがとう……」


    「……うん、私、もっとがんばるよ。ほんの少しでも莉音の力になってあげられるよう、仕事の勉強もするからね」


    「巳み継つぐも柚ゆずちゃんも、ありがとう。みんなみんな、本当にありがとう……」


    　そう言いながら、莉音は沙織の胸に顔を押しつけた。また涙を見せるのは恥ずかしいのかもしれない。


    「何してるんだ、巳継？」


    　恒太が問とい質ただしてきたので、せっせと準備しながら言う。


    「カメラのセット。せっかくだから、この祝勝会を写真に撮とっておこう」


    「なるほど。ブロマイドにして部室に飾るといいだろう。もちろん、価格はプライスレスだ」


    　俺はカメラを三脚にセットし終えた。


    　この三脚は、革命部が本格的に始まったばかりのころ、ゴミ拾い事業をやっていたときに漁あさってきたものの名な残ごりである。今では、懐なつかしい想い出だ。


    　おもむろにタイマーを押し、俺はみんなの側そばに駆け寄った。


    「ほら、五秒後、写るぞ」


    　沙さ織おりが莉り音おんをうながすと、莉音は困ったように顔を上げた。


    　みんなで莉音を取り囲み、カメラに向けて微笑ほほえんだ。


    　カチャリ――。


    　カメラを回収し、みんなでのぞきこんでみる。


    　涙を流す莉音を、笑顔で囲んでいる写真。


    　いつもと逆の風景に、俺たちは温かい気持ちにつつまれた。


    　そして俺たちは、その写真を、リビングの壁に貼り出した。俺たちの、今後の決意を込めて。


    　部費一兆六七〇〇億円。借しやつ金きん二〇〇〇億円也なり。
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    第三章　世界のカタチ


    



    　会場いっぱいに詰めかけた記者たちに、壇上の隅で、マイクを手にした沙さ織おりが語りかける。


    「本日はご多た忙ぼうの最さ中なか、お集まりくださりありがとうございます。それでは、革命部、アクアス、速はや水み半導体工業からそれぞれ代表者が出席し、今後の『おりおんクローズ』事業展開についての会見を開かせていただきます。本日は和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きで行おこないたいと思いますので、記者のみなさんもどうぞ気軽に質問してください」


    　慣れたもので、今日の沙織は落ち着いていた。


    　革命部の代表は俺、アクアスの代表は立たち花ばな社長、そして速水の代表は速水元社長が務める。


    　これは戦いではない。全国を沸ふつ騰とうさせたＴＯＢ騒動の締めくくりのようなものだ。そして記者会見の形式を取りながら、事業についてＰＲするための場だった。


    　和なごやかなムードの中、俺たちは記者とも意見交換しつつ、今後の抱ほう負ふや事業の方針を語っていく。さらに『おりおんクローズ』の利用方法などをあれこれと語った。今後はアクアスの店頭にも購入窓口が設置され、逆に『おりおんクローズ』のサイト内でもアクアスの既き製せい品ひんを購入することができるようになるから、そのこともしっかりアピールした。


    　終始穏やかに展開された会見の最後に、俺、立花社長、速水元社長は立ち上がって、三人が笑顔で握手を交わす。その瞬間、この会見で一番カメラのフラッシュが集中した。


    　アクアスＴＯＢの総決算、これにて終了である。


    



    
      ◇

    


    



    　会見が終わり、俺、立花社長、速水元社長はテーブルを囲み、控え室でホッと一息ついていた。ほんの少し前までは、この三人で共同記者会見を開くなんて考えられなかったことだ。


    　最後に控え室に入ってきた沙織は、ペットボトルのお茶を三本買ってくれたようで、俺たちの前に並べ置いた。


    「どうぞ」


    　そして部屋の隅の椅い子すに、沙織は控えめにちょこんと腰かけた。頼んでもいないのに、こういうことを何気なくできるのは、良識がものを言う。革命部のメンバーで普通のことを普通にきちんとこなせるのは、沙織しかいない。


    　速水元社長が、立花社長に向けて口にする。


    「アクアスさんのＴＯＢなんて、端はなっから、俺は無理だと思っていたんですよ。それが、ここまでこぎ着けてしまうなんてね。長生きはしてみるもんですな」


    　二人は、会話を交わすのは今日がはじめてらしい。お互い東とう証しようで見かけたことはあったそうだが。


    「まだ六〇代じゃないですか。速はや水みさんはまだまだ現役です」


    「もうすぐ七〇のジジイですよ。さすがに引退しようと思っとりました。しかし会社が傾きかけてて、自分だけ逃げ出すこともできなくってね。そんなとき、こいつらがやってきたんです」


    　立たち花ばな社長と並ぶと、速水元社長の江戸っ子気質かたぎのべらんめぇ調は際きわ立だった。


    「僭せん越えつながら、速水半導体工業の苦境は聞きおよんでおりました。しかし、どんな企業にも寿じゆ命みようはあるものです。少なくとも速水の景気が芳かんばしくなかったのは経営努力のせいでなく、時代の流れのせいです。その辺は客観化して割り切るべきですよ。創業されて、もう三〇年以上じゃないですか？」


    「二七歳で独立して、三九歳で株式を公開させました。ですから……創業四〇年、東証に公開して二八年ですね。これだけ長年やってると、どうしても会社が自分の分身みたいになっちゃいまして……」


    　俺が口をはさむ。


    「速水さんが会社をぼくらに譲ゆずるとき、グッときましたよ。ぼくらのような若じやく輩はいに頭を下げてくるんです。これは並の経営者じゃないなと思いました」


    「しかしね、会社を譲り渡したこいつらのやり方ときたら、そりゃあもう崖がけっぷちですよ。成功したからいいようなものを……もし失敗していたら、さらし首じゃ済まなかったでしょう。だから俺は怒鳴り散らしてやったんです」


    　速水元社長は、苦笑交じりに言った。


    「速水さんのお怒りは当然のことでした……」


    　ふいに速水元社長は俺を指さしてくる。


    「いいか、忘れるなよ。こんなやり方を続けていたら、いつか必ず足をすくわれるときがくる。今回の成功なんてマグレだということを、肝きもに銘めいじておくんだ。あのお嬢ちゃんに、よく言い聞かせておけ」


    　立花社長と速水元社長はお互い敬語だが、俺に話しかけるときは普段の通りだ。だいたい、年齢が親子以上に離れているのだから、それは自然なことである。


    「わかっています。ぼくも、莉り音おんが先走りしないよう、細さい心しんの注意を払います」


    「もっとも、お嬢ちゃんはそんな忠告、聞くようなタマじゃないがな。だからお前さんが、身体を張ってでもコントロールするんだ。いいか、命を懸かけてでもやるんだぞ」


    　なんだかんだで俺たちの関係をよく見ている。俺はうなずいた。


    「速水さんの忠告はもっともだよ。うちの筆頭株主はスタインバーグだから、メチャクチャなことはないだろうが……。それでも、君たちには堅実に成功してもらわなくちゃ困るんだ。なにせ、ぼくが顧こ問もんを引き受けてしまったんだからね」


    「立たち花ばなさんが顧こ問もんをやってくれるなら、こっちも少しは安心していられるというもんです」


    「いえいえ、ぼくが手た綱づなを握っているわけじゃないんで……。何か相談されたら答える程度の、単なるアドバイザーですよ」


    　あわてたように立花社長は言って、俺を向く。


    「そこは君がやるんだ」


    「わかりました。たぶん、今後は大丈夫かも……」


    　自信なさげに俺は言った。


    「それでも……実を言うとね、君らの並外れたデタラメっぷりを見てみたい気持ちもあるんだ。見ているだけなら楽しいよ。当事者として巻き込まれたくはないものだが」


    「ハハハ、実は俺もです。一時はサッサと引退しちまおうと思っとりましたが、ここまでくると、この先を見てみたい気持ちもある」


    　肩をすくめて速はや水み元社長は続ける。


    「かといって、お前らの乱暴なやり方を容認するわけじゃないがな。せめて、俺に見えないところでやってくれ。じゃないと、心しん臓ぞう発ほつ作さであの世行きってこともありえるんだ」


    「まだ現役なのに、あの世行きは大げさですよ」


    　そう俺がたしなめると、速水元社長は憤然として抗議した。


    「何を言っとる。お前らにアクアス買収を打ち明けられた日の夜なんか、俺は苦悩して危あやうく死にかけたよ。こいつはマジなんだぞ。お前らは殺人未み遂すいを犯したんだってこと、忘れんな」


    　そのあまりに険しい表情に、逆に俺と立花社長は笑ってしまった。釣られるようにして速水元社長も表情を崩し、俺たちは声を出して笑い合った。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉り音おんは、成なり田た空港のロビーにやってきていた。


    　ローザが来日するため、出迎えに来ているのだ。


    　昼前だけに、空港は喧けん噪そうにつつまれている。


    　ごくたまに、俺のことを認めた人が、チラチラと視線を向けてきた。腹立たしいのは、指をさしてくるヤツまでいることだ。見せ物になった気分である。


    　馴なれ馴れしく「よっ！　大社長！」とか、わけのわからない声援を送ってくる中年のオッサンがいたりして、本人は善ぜん意いかもしれないが、なんだか無む性しようにいらついた。連日連夜にわたってＴＯＢ騒動で盛り上がり、つい昨日までテレビや新聞を通して話題の渦か中ちゆうにいたために、今はしかたないのだろう。


    　しかし、時代の流れは速い。テレビの話題が他に移れば、人々はすぐにそちらに飛びついていくはずだ。そうなれば、俺をジロジロと見る人間はずいぶん減るに違いない。


    　そろそろローザの搭とう乗じよう機きが着く頃合だ。


    　ゲート前でしばらく待っていると、搭乗客の先頭を切ってローザが現れた。スタスタと忙せわしない足取りは、仕事に追われたビジネスパーソンのようだ。ファーストクラスの乗客だから、最優先で降りてゲートをくぐれるのである。


    　やってきたローザの手を莉り音おんが握った。


    「ようこそ、ローザ。待ってたわ」


    「入院していた感じがしないですね、莉音」


    　微笑を浮かべてローザはうなずいた。


    　俺たちは新アクアスの経営体制の打ち合わせのために、ローザと頻ひん繁ぱんに連絡を取り合っている。本来、資金調達やＭ＆Ａの話は莉音が担当なのだが、莉音が入院していた間だけ、俺が代わりに進しん捗ちよく状況をローザに報告していた。


    　今では、莉音とローザは毎日のようにテレビ会議やメールで打ち合わせている。ＴＯＢが済んだばかりだから、さまざまな調整作業のため、今が一番忙いそがしいのだ。今回のローザの視察も二人が決めたことだった。二人とも有能なだけに話が合い、ずいぶんと意気投合しているらしい。


    　莉音が口にする。


    「また一人なの？」


    「何か問題でも？」


    「ううん、あなたほどの重要人物が、秘書やガードもなしで飛び回るなんて。一国の大統領並みの扱いを受けても驚かないけど」


    「私を重要人物だと考えているのは、身近な関係者と、いくつかの情報機関だけですわ。対外的には、お父様とお兄様が仕切っていることになっていますからね」


    　それを聞いて、莉音がフィクサーを務める革命部と一緒で、俺は思わず笑みをこぼした。


    　表看板と、裏の実務家。どこの組織も似たようなものになっていくのだろうか。


    　たしかに、切り分けた方がお互いの持ち味を活いかせるし、何より大きな時間の節約になる。もし莉音がマスコミを相手にせねばならなかったら、革命部はここまで早く成長できなかったはずだ。それどころか、女子高生上じよう場じよう企業社長などという妙なレッテルを貼られて、事業どころじゃなかったに違いない。


    　ローザは続ける。


    「搭乗機を降りたとき、知らせてもいないのに、日本の警察庁からガードが必要かどうか打診がありました。もちろん、丁てい重ちようにお断りしましたが」


    「なら、日本のスパイが近くにいるかもしれないわね。気をつけないと」


    「極秘の会議をするわけではないので差しさわりありません。そんなことを気にしていたら何もできませんから。それに、監視相手が日本政府なら、なんの問題にもならないでしょう」


    「ローザがよくても、私たちは革命家だからね……。それより、もう少し長く滞在できないの？」


    　今日中に関係各所を回り、明日の早朝にはもう帰国しなければならないと聞いていた。鬼のようなハードスケジュールである。


    「明後日、ワシントンで国際会議に出席しなくてはなりませんの。だから今回は、アクアス、速はや水み半導体工業、そして御おん社しやを視察するだけです。それと、立たち花ばなにも挨あい拶さつをしておかなくてはなりません。私たちが筆頭株主なのですから」


    「世にも珍しい大富豪ね。過労死しないか心配しちゃう」


    「私にふさわしい死に方ですわ。ぜひ、そうありたいものです」


    　ニコリともせず、はっきりした口調でローザは言い切った。


    　ローザほど若くて美しく、ありあまるお金に困らない女性が、どうしてここまで悟ることができるのだろうか。二〇代半ばの女の子なら、もっと楽しむべきことがたくさんあるはずなのに。


    　ローザは俺に視線を向けてくる。


    「あなたも、ずいぶん活躍したようですね」


    「やるべきことをやったまでです」


    「私たちの買収資金も一兆三〇〇〇億円で済みました。これもひとえに、あなたが立花を抑えてくれたおかげでしょう」


    　莉り音おんが誇らしげに相づちをうつ。


    「そうよ巳み継つぐ。君はもっと自信を持っていいわ」


    「いえ、資金の当てがあったからこそ、立花社長を抑えることができたんです。真っ向勝負では、経験不足で惨ざん敗ぱいしたでしょう」


    「たしかに、経験値が不足していますね。あなたとのミーティングでもそれは感じます。しかし、あなたの背筋はしっかりしています。このまま経験を積んでいけば、いずれ必ず、有望な事業家へ成長することでしょう」


    　ローザが真顔なので、どう答えていいか困ってしまった。


    　ひとまず俺は礼を述べ、うながす。


    「ありがとうございます。とりあえず向かいましょう。都内までは車を用意してあります」


    　車は、沙さ織おりがハイヤー会社に依頼し、回してくれたものだ。積極的に部活動に関わるようになった沙織は、細こま々ごまとしたことを率先してこなすようになっていた。今や、俺と莉音の有能な秘書と言ってもよいだろう。革命部では沙織にしかできない役目だ。


    　空港を出た俺たちは車に乗り込んだ。


    　これから青あお山やまに向かうのである。


    　青山には一か月前に、世界最大のアクアスのショップがオープンしていた。オープン当時の一週間は人でごったがえしていたが、今はだいぶ落ち着いている。アクアスのすべての衣料品が揃そろっていて、斬ざん新しんなモデルショップだけに、視察場所としてはちょうどいい。立たち花ばな社長も、そこで待っている。
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    　青あお山やまショップ裏手の従業員控え室で、立花社長が待っていた。


    　俺たちが着くなり、立花社長はローザへ手を差し出す。


    「お会いできて光栄です。ぼくは……」


    「存じています。スタインバーグドレクスラー社外顧こ問もん、ローザ・スタインバーグです。アクアスを、お願いしますね。プレジデント立花」


    　二人はしっかり握手を交わした。


    　ローザの役職、社外顧問というと閑かん職しよくのように思われがちだが、スタインバーグドレクスラーは一〇〇％、スタインバーグ資本の投資銀行である。役員でもなんでもないローザが実質的に一番の権力者であることは、ここにいるメンバーは皆理解していた。


    　立花社長は笑顔で応じる。


    「ＭＣＣのＴＯＢ発表には驚きました。なにせぼくらは、ＭＣＣに勝つことをひとつの目標にしていましたから」


    「ならば、今後はもっと高い目標を掲かかげましょう。私たちが地球の衣料を独占するのです」


    「どうも、そうなりそうな雲ゆきですね。世界一の衣料チェーンになるというぼくの念願が、妙な形で叶かなってしまいそうです」


    「ＭＣＣ買収が正式に決まりましたら、我われ々われが社長を送ります。ここだけの話ですが、あなたは候補者の一人でした」


    　ローザの言葉に、立花社長は吹き出した。


    「本当ですか？　そりゃまた、誉ほまれ高いことですね」


    「あなたをヘッドハントしようと考えていました。しかし、革命部の判断であなたがアクアスの社長を継続することになったわけです。ですから今回は、他の候補者を送ることになるでしょう」


    「それはまた、なんとお答えしていいか……」


    　戸と惑まどいがちの立花社長は続ける。


    「そうそう。私の情報源によると、ＭＣＣの経営陣は必死の抵抗を考えているようです。もちろんスタインバーグに敵かなうわけもないのですが、一応は用心をなさった方がよろしいでしょう」


    「忠告は受け取っておきます。しかし、我々は本気でＴＯＢに臨のぞんでいます。今のＭＣＣ経営陣がＴＯＢを乗り切ることは、不可能と言ってよいでしょう」


    「ええ、私もそう思います」


    　立たち花ばな社長は大きくうなずいた。


    　スタインバーグ相手に、ＭＣＣが勝てるはずもない。目の前の立花社長ですら勝てなかったのだから。


    　挨あい拶さつを済ませた俺たちは、四人で連れ立って青あお山やまの店てん舗ぽを見て回った。


    　テレビで一躍脚光を浴びた俺と立花社長に客が視線を向けることがあったが、もう気にしてもしかたがない。今は仕事に集中せねばならないのだ。


    　ローザが興味を持ったものに、ひとつひとつ立花社長が解説を加えていく。


    　商品の並べ方、店舗の作り方、取扱商品、やってくる客層、それから商品素材の選定などなど、あらゆることを丁てい寧ねいに立花社長は説明していった。


    　俺もはじめて知ることが多く、一緒に回れて収穫になった。なにせ案内人が、アクアスの社長その人である。これ以上の解説者は他にいまい。


    　一通り見学を済ませた俺たちは、全体が見渡せるレジ横で、店舗内を眺め回した。


    　ローザがポツリと感想をもらす。


    「ふーん、意外と普通なのですね……」


    「はい。奇をてらう商品は最小限度にし、どんな服装にもアレンジしやすいオーソドックスなものをと心がけています。代わりに種類の豊富さと、商品投入のタイミング、それから価格の安さに重点を絞っているのです」


    　立花社長が応じると、ローザは大きくうなずいた。


    「普通さを追求して勝ち残ることが、もっとも難しいのです。その意味では、やはりあなたは名経営者だったということですね」


    「……これは、お褒ほめにあずかり光栄です」


    「私たちの傘さん下かになるであろうＭＣＣは、自みずから流行をしかけていく会社です。購買層が違うので、うまく共存できそうですね。そしておそらく、将来的なマーケットはアクアスの方が大きい。今後、互いの販売戦略を調整していきましょう。目標は、世界の衣料の五〇％を私たちの手中におさめることです」


    「今では妥だ当とうな目標だと思えます。我われ々われの手で、同業者の合がつ併ぺいを加速させましょう。アクアスも世界第五位のＧ＆Ｇの買収を進めているところですが、お互いの買収戦略を調整して進めた方がいいですね」


    　立花社長は世界第五位の衣料ショップチェーンＧ＆Ｇの買収を、ゴールドラインサックスから資金調達して、しかけている最中だ。ゴールドラインサックスは、もともとアクアス買収戦のために、莉り音おんが資金調達しようとした相手である。


    「ああ、ゴールドラインサックスと進めている件ですね。私たちに声をかけてくださればよかったのに。……いや、このような情勢になった今なら、話を通せるでしょう。スタインバーグドレクスラーも絡ませてもらいますわ」


    「では、向こうの担当者と相談してみましょう」


    「もし担当者が難色を示すようなら、ゴールドラインサックスの社長に、私から直接お話しいたします。問題ありません」


    　そうローザは断言した。アメリカの投資銀行の関係性は俺にはわからないが、上層部にはさまざまなつながりがあるのだろう。


    　立たち花ばな社長が俺と莉り音おんに話を振ってくる。


    「革命部は、どこかまた買収を考えているのかい？」


    「ううん。今のところ、衣料分野では考えてないかな。衣料の世界覇は権けんに、私たちは大して興味ないもの」


    　莉音が言うと、立花社長は微笑ほほえんだ。


    「ほう。アクアスにＴＯＢをかけてきた者の発言とは思えないな」


    「私たち、次は海運を狙ねらっているからね」


    「おいおい、なんの話だ？　ぜんぜん違う業界じゃないか……」


    　あわてて俺が聞くと、自信を持って莉音は言い切る。


    「大丈夫、巳み継つぐならやれるわ」


    「……俺がやるのかよ」


    「今度は何をやらかすつもりだ？」


    　苦笑交じりに立花社長が聞いた。


    「大型タンカーを何隻せきか用意する予定なの。さっそく近いうちに、中古タンカーの見学に行こうと思ってて」


    「あなたたちに資金はあるのですか？」


    　ローザの問いかけに、莉音が答える。


    「私たちの資産も増えてるし、なんとかなりそうかな」


    「もし面白いビジネスならまた提案してほしいですわね。莉音になら、便べん宜ぎを図ってもかまいません。私たちのグループ内でも、運ばせるものはたくさんありますわ」


    「ありがとうローザ。ご厚こう意いはもらっとく。でも、なんとか独力でできそうかな。ううん、これは独力でやらなくちゃ。私たちのグループの中核になるはずだから」


    　どうやら衣料が中核ではなかったらしい。俺はてっきり、『おりおんクローズ』が革命部グループの中心になると思い込んでいたのだが……。
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    　俺と莉り音おんは、ローザを連れて、目め黒ぐろの速はや水み半導体工業のビルを訪ねていた。『おりおんクローズ』事業はもともと速水が権利を有していて、今後は国を分けてスタインバーグ系列と権利を分け合うことになる。だから、ローザが速水本社を訪問することを希望したのである。


    　ハイヤーを降りると、ローザは呆あつ気けに取られたように老ろう朽きゆう化かしたビルを見上げた。開口一番、


    「これが『おりおんクローズ』事業を行おこなう会社ですか？」


    「そう。上じよう場じよう企業の中でも、もっともボロい建物かもしれないわね」


    「速水は、アクアスが大株主なのですから、間接的とはいえどスタインバーグの関連企業です。せめて、それにふさわしい威い風ふうは保たもってもらいたいものですわ」


    　ローザは不満なようだった。それはそうだろう。スタインバーグのグループに、今にも潰つぶれそうなビルに入居している企業はないはずである。


    「日本では、こういうのが堅実経営として評価されていた時代があるから。それに、私は結構好きだけど……」


    　莉音は弁護したが、ローザは突き放すように手を払った。


    「ナンセンスです。ビジネスなのですから営業面を考慮しなくてはなりません。精神力では戦争に勝てないのですよ」


    「わかってる。でも今さら移転も面倒なのよね」


    「せめてビルを改築するくらいはしてほしいものですわ。なんなら、私たちのグループが昨年購入した汐しお留どめのビルを、無償で貸してもよろしいのですよ」


    「そのうち、ね？　『おりおんクローズ』で利り益えきが出れば、投資家にも説明しやすいし」


    　ご機き嫌げん斜めのローザを無理やりなだめすかし、俺たちは社内を案内した。


    　速水半導体工業本社は半導体事業が中心で、それも製造工場はアウトソースしているから、半導体の研究と営業の現場だ。『おりおんクローズ』事業の中心は、部室の方である。


    　結局一時間ほど滞在しただけで、俺たちはすぐにハイヤーで部室へ向かった。重要なビジネスパートナーであるローザには、我われらが偉大なる革命部本社ビルも見せておかなくてはならない。
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    　インテリジェントビル――もとい部室の前で、俺たちはハイヤーを降りた。


    「着いたわ。ここよ」


    　莉音は部室を指さしたが、ローザは学校の方を見て、感心した様子で口にする。


    「ずいぶん郊外だと思っていたら……広い敷地と立派な施設を持っているようですね。なんの研究設備なのですか？」


    「ん？　あっちはただの学校。私たちの通うところ。革命部はこっちよ」


    「ジョークは嫌いなのです」


    「え？　冗談って？」


    「しかもジョークなら、もっと上う手まくやるものです。行きましょう」


    　そのままローザは、スタスタと校門をくぐって行こうとした。


    　俺と莉り音おんはあわててローザを押し留とどめる。


    「ちょ……ちょっとローザ！　本当なんだってば！　あなたにジョークが通用しないことくらい知ってるわよ」


    「本当なんです。あっちは単なる高等学校。恥ずかしいんですが、こっちが革命部本社です」


    「……」


    　ローザは険けわしい表情で俺たちを見た。まったく信じていない様子だ。


    「本当よ。話したでしょう？　うちはもともと高校の部活動から始まって、役員五人だけのこぢんまりした会社なんだって」


    「何を言っているんです？　こぢんまりどころか、掘っ立て小屋じゃないですか！　冗談もほどほどにしておくのです！」


    　俺たちがジョークを続けているのだと思ったようで、ローザは苛いら立だってきたようだった。


    　ちょうどそのとき、やたらに立て付けの悪い部室の玄関がガラガラと音を立てて開き、沙さ織おりが外へ出てきた。財さい布ふを持っているから、近くのコンビニにでも行こうとしていたのかもしれない。


    「あ、莉音、巳み継つぐ。どうしたの？　あっ、その方がローザさん？」


    「ちょうど良かった。沙織、ちょっとこっち来なさい」


    　莉音に手招きされ、沙織が小走りにこちらにやってきた。


    「ローザ、紹介するわ。有名な子なんだけど、ローザはあんまり関心ないわよね。うちの役員の折おり原はら沙織」


    「折原沙織です。よろしくお願いします、ローザさん。買収をご一緒していただき、どうもありがとうございました」


    　沙織が如じよ才さいなく自己紹介をしたが、しかしローザは後じさり、言葉を絞しぼり出す。


    「……こ、ここが本当に……あなたたちの、会社？」


    「はい。ここがうちの会社ですが……？　どうかしましたか？」


    　きょとんとして沙織が言うと、ローザは目を見開いた。


    　沙織はローザの視線の先を追い、部室とローザを交互に見すえ首をかしげる。ローザがどうして戸と惑まどっているのか、沙織にはまったくわからないようだった。


    「そんなに驚くことかしら？　ローザ、中も見せてあげる。改めて、革命部へようこそ！」


    　そう言って、莉音は嬉き々きとしてローザの手を取った。


    　しかし、ローザは口を開けて凝ぎよう固こしたままだった。
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    　気を取り直したローザが莉り音おんに手を引かれ部室の玄関をくぐると、恒こう太たが出迎えてきた。


    「ようこそ、我が帝国へ。革命部最高戦力の春かす日が恒太だ」


    「……ローザ・スタインバーグです。それにしても、すごいところですわ……。アメリカでは、ガレージでベンチャーを創業することが流は行やりましたが……こんなところはガレージですらありません」


    　呆あつ気けに取られたようにローザは辺りを見回した。


    「なに、ほんの仮住まいというもの。今すぐにでも本社を丸まるの内うちに移してもいいのだが、能ある鷹たかは爪を隠すという諺ことわざが日本にあるのだよ。さあ、神聖なる帝国への入国を許可しよう」


    「あんた、少し黙ってなさい。お客さんを前に、どうしてそう偉そうなの？」


    　たまらず沙さ織おりが指摘したが、恒太は動じた風もない。


    「どんな生物にも食物連れん鎖さの網がある。その頂点に君臨するのが俺なのだからしかたあるまい。そのうち教科書にも載るだろう」


    　ローザは厳しい視線を恒太に向ける。


    「あなたのことは聞いていました。しかし相手を選ばないと、軽く暗殺されてしまいますよ」


    　恒太に関してだけは事前に伝えておいたから、比較的安心して見ていられた。


    　とっさに恒太は左目を押さえながら少しひるんだ。


    「たしかに俺のギガスは狙ねらわれている……。どうもＣＩＡが特殊部隊を派は遣けんしたらしく……」


    「ご、ごめんなさいローザさん。こいつ頭おかしくて」


    　沙織は恒太の前に立ちはだかるようにして、必死に言い訳した。恒太のことを伝えているのを知らないから、責任を感じているのかもしれない。


    「実は昨晩など、俺の部屋に侵入しようとした特殊部隊と激闘を繰り広げたのだ……。しかしヤツらはついに俺のギガスに操あやつられて」


    「ほら！　あんたはこっち来なさい」


    　すかさず沙織は話を遮さえぎって、恒太の手を取り玄関の外へ引っ張った。前のめりの恒太は裸足はだしで、情けない格好だ。


    「くっ、何をする小娘っ！　放すのだっ！」


    　そのまま学校の方まで恒太が連れ出されていくのを、俺たちは眺めた。


    「ところで、ギガスって何です？」
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    　俺たちがリビングに入ると、パソコンに向かっていた柚ゆずさんは喜色満面に立ち上がった。


    「紹介しておくわね。こちら、泉せん堂どう柚。『おりおんクローズ』の開発者よ」


    「よろしくお願いします！　あの、柚って呼んでください。お会いできて嬉うれしいって思います」


    「ローザ・スタインバーグです。あなたがシステムの設計者？　そうは見えませんが」


    「本当よ。この子が創ったものなんだから」


    「設計は莉り音おん部長がやったんです。私は言われたことをやっただけなんです。あの、あとはインドの開発会社さんにもいっぱい手伝ってもらいましたぁ。たくさんの人に協力してもらって、最後に私がいじっただけなんです」


    「この子は天才ちゃんだから。ローザ、あなたも優秀だと思うけど、この子には敵かなわないわよ」


    　ローザは訝いぶかしげに柚さんを見つめた。


    「あなた、プログラムの他に、どんな得意分野がありますか？」


    「あの……たぶんですけど、数学とか、得意だと思うんです。莉音部長が『柚ちゃんは数学が得意だ』って言ってくれるんです。あと化学なんか、とっても大好きです。元素記号とか見るといっぱいいろんなことが浮かんできて、ぼうっとしちゃうんです」


    「この子は去年の数学オリンピックで、唯ゆい一いつの満点金メダル。ちょっと調べればすぐわかるわよ」


    　そう莉音は補足した。


    　柚さんは指を折りながら、まだ必死に考えている。


    「あのあの、あと最近ですね、莉音部長からロケットのご本をプレゼントされて読んでいるんですが、とっても楽しいんです。推力を生むにはいろんな方法があって、ノズルとか、空気の流れとか、たくさんいろんなものが重要になるんです」


    「あぁ、推進力学の本ね。いずれエンジン開発のためにちょっと必要になるの。だから少しずつ勉強しておいてもらおうと思って」


    「はい！　私も、莉音部長や沙さ織おりさんや巳み継つぐくんみたいに、革命部の役に立ちたいって思うんです」


    「あなた、何か自分で研究を始めるつもりはないんですか？」


    　ローザの問いかけに、柚さんはきょとんとした。


    「なんの研究ですかぁ？」


    「自分の好きな分野です」


    「私、革命部がとっても大好きです。だから、もっとがんばろうって思うんです」


    「そういう意味じゃなくて、社会にとって重要な研究分野があるはずです」


    「あの、社会って……みなさんのためにってことですか？」


    「そうです」


    「ジュースの研究をしてるんです。どの子が美お味いしいとか、どの子が甘いとか苦にがいとか、いっぱい調べることがあるんです。大好きな子たちに囲まれて、私とっても幸せです」


    　それを聞いたローザは、大おお仰ぎようにため息をついた。


    「あなた……どうも社会常識が欠落しているようですね。最低限、人心の機き微びを一から学ばないと、肝かん心じんのその能力が活いかせませんよ。そのアンバランスさを、ほんの少しだけ矯きよう正せいしなくてはなりません」


    「どういう、ことですかぁ？」


    　心底わからないといった風に、柚ゆずさんは首をかしげた。


    「なるほど、たしかにあなたは、いわゆる天才なのかもしれません。しかし、あなたにも理解できる言葉を使うと、あなたは頭が悪いということです。努力しなさい」


    「……」


    　とつぜんの叱しつ責せきに、柚さんは沈黙した。


    　しばらく呆ぼう然ぜんとした様子だったが、言葉の意味を徐々に呑のみ込んだのだろうか、目に涙をにじませる。


    「わ、私……」


    　あわてて莉り音おんが押し留とどめた。


    「ちょ、ちょっとローザ、そのくらいにして。もうわかったでしょ」


    「最初は信じられませんでしたが、この子が優秀なエンジニアだと今は信じることができます。あなたは神に選ばれた才能を持っているのかもしれませんが、きちんと学ぶべきところは学ばなければなりません。あなたの教師となりえる専門の医学博士を、私が紹介してもよいのです」


    　ローザの言葉を、柚さんはショックのあまりかほとんど聞いていないようだった。


    「……ずっと私、バカだって言われてきたんです。子供のころからバカだバカだって……」


    「そんなことないの、柚ちゃん。君はね、本当の天才なんだから。ローザも、柚ちゃんが天才だって言ったのよ」


    　莉音は必死になだめようとしたが、さらに柚さんはうち沈む。


    「お友達にも先生にも、みんなからバカだって言われましたぁ……。だから……本当はわかってるんです……私とってもがんばっているのに、一番役に立ててないんです……。副部長なのに……。莉音部長に喜んでほしいって思ってるのに……」


    　そこまで言葉を絞り出し、頬ほおに涙がつたう。


    「えぐっ……うぅ……」


    　柚さんは両手で目を押さえた。


    　莉音は柚さんに懸けん命めいに言い聞かせる。


    「柚ちゃんは一番役に立ってるのよ。本当の本当に本当なんだから。ね、巳み継つぐ、そうでしょう？」


    「その通りだよ。柚ゆずさんがいなかったら、革命部はここまでこれなかったんだ。柚さんは自分を誤解してるんだよ」


    　俺も必死で言い聞かせたが、柚さんは泣きながら首を振る。


    「はい……私きっといろんなこと誤解してるんです。きっとなんにもわかってないんです……」


    　――あちゃ……なんだか逆効果になっちまった……。


    　キッと莉り音おんに睨にらまれた。


    　俺は莉音にペコリと頭を下げ、申し訳ないというジェスチャーをする。


    「ローザも巳み継つぐも、そんなつもりで言ったんじゃないの」


    「……確認しようと思って、いささか言い過ぎました。お詫わびします」


    　ローザも詫びの言葉を口にした。しかし悪気はなかったはずなのだ。


    「人心の機微を学ばなくちゃならないのは、あなたのようね。ローザ」


    「ごめんなさい。そんなつもりじゃなかったのです」


    「大丈夫よ、柚ちゃん。ローザも本気じゃないからね」


    　そう言いながら、莉音は柚さんを優しく引き寄せた。


    「り、莉音部長……」


    　莉音の胸に顔を沈め込んだ柚さんの頭を、莉音は何度もなでやった。

  


  [image: ]



  
    



    
      ◇

    


    



    　ローザに革命部を一度は案内しておく必要はあったが、特別に見るべきものは多くない。


    　そろそろ時刻は夕刻。


    　スタインバーグ関連の相手先は一通り巡り終えた。


    　今度はローザが、俺たちに見せておきたい場所があるらしい。だから俺たちは待たせていたハイヤーに乗り込んだ。


    　俺が助手席、莉音とローザは後部座席だ。


    　車が走り出すと、ローザはすぐに謝罪の言葉を口にする。


    「表現がストレートすぎました。あとでお詫わびしておいてください」


    「柚ゆずちゃんはすごく優しい子だから、許してくれるわ。でも、ちょっと言い過ぎよ。どうしたの？」


    「ああいう子だと、苦労したのだろうなと思ったのです。たくさん知っていますから。だからつい、厳しくしてしまいました」


    　先ほどきつく当たったのは、ローザなりの親心のようなものだったのだろうか。


    　俺は後部座席を振り向いた。


    「たぶん柚さんは苦労だなんて思ってませんよ。そういう一般的な感覚、わからないかもしれません」


    「多少の無理をしてでも、最低限のことを身につけさせなくてはなりません。あのレベルになると大変でしょうが……。少なくとも、人に悪意を向けられない範囲で」


    「そう思うのだけど、簡単じゃないのよ。柚ちゃんは記憶力があまり良くなくて、社会科や古典なんかは中学までずっと学校で最低点だったらしいの。本人はいつも、すごく一生懸けん命めいがんばってるんだけどね」


    「やっぱりそうだよな。柚さんがバリバリ暗記してる場面なんて考えられない。でも、うちの高校によく入れたな」


    　俺が苦笑交じりに言うと、莉音は身を乗りだしてくる。


    「ほら、うちの高校は入試問題がやたら難しいことで有名だから、平均点がかなり低いでしょ？　私も半分白紙だったし」


    「あ、俺も。絶対落ちたと思った。入試後は沙さ織おりなんか『落ちた』とか言って泣いてたよ。恒こう太ただけは全問解けたって威い張ばってたけど……」


    「そうそう。だから理数系だけ突とつ出しゆつしてる柚ちゃんが入学できたわけ。あの子なら理数系で満点取るのは簡単だしね」


    「なるほど。そういうことだったわけか。納得」


    　おそらく柚ゆずさんは、普通の高校を受験すれば確実に落ちるだろう。うちに入学してきたのは、相応の事情があってのことだったようだ。


    　ローザが口をはさむ。


    「当分、あなたが彼女を保護してあげなければなりませんね」


    「そうね。私がやれる限り、柚ちゃんのことは守らないといけないって思ってる。今は巳み継つぐもいるしね」


    「偉そうなこと言える立場じゃないけど、がんばるよ」


    「意外とローザは気にしてくれるのね。もっとビジネスライクだと思っていたけれど」


    「私はビジネスライクです。あの子はビジネスのキーパーソンなのですから、確認するのは当然のことです」


    「そうかしら。ジリヤの話だと、ローザは見かけと違って、実はかなり優しいって聞いているけどね」


    「……」


    　一瞬ローザは沈黙し、独り言のようにつぶやく。


    「またジリヤがありもしないことを吹き込んだようですね。しかも、見かけと違っては余計です」


    　そしてプイと窓の外に視線を向けてしまった。
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    　着いた先は都内文ぶん京きよう区く。人通りが少ない閑かん静せいな住宅街の、奥まったところだ。


    「ここです。着いてきてください」


    　ローザにうながされ、俺たちはハイヤーを降りた。


    　目の前にはコンクリート造りの三階建ての建物が、かなりの敷地面積を誇っている。どこか学校を思わせた。その無ぶ骨こつな姿はまわりの住宅に溶け込んでいる。


    　入り口には十字架が掲かかげられていて、キリスト教関係の施設であることはわかる。


    　――エリザベス・クリスティ財団。


    　ひっそりと掲げられた表札に書かれていた施設名。


    　俺と莉り音おんは、ローザのあとに続いて施設の入り口をくぐった。


    　その見かけどおり中は、お金のかかった私立学校のような場所だった。清潔で、手入れも行き届いている。


    　エントランスの横に、扉とびらが開け放たれた広い遊ゆう戯ぎルームのようなところがあった。そこで数十人の子供たちが遊んだり、本や漫画を読んだりと、好きなことをやっている。


    　普通の学校と少し違うのは、年齢層がバラバラなことだ。幼稚園児のような子供もいれば、俺と同年代くらいの中高生も交じっている。遊ゆう戯ぎルームを出入りする子供たちは皆、ローザを見かけると行ぎよう儀ぎよく挨あい拶さつしてきた。先生に対する礼儀だ。どんな関係なのだろうか。


    　普段は無表情なのに、子供から声をかけられたローザは優しい笑みをたたえて応じていた。決して作りものではない、心からの笑顔だった。


    　――ローザもこんな表情するんだな……。


    　ビジネスパーソン然としていた人物からの変わりように、俺は面食らってしまった。


    　ちょうど奥まったところから、シスター服姿の、かっぷくのよいおばさんが現れた。メガネをかけた、人のよさそうな白人だ。


    「ローザ！　来るなら連絡してくれればいいのに！」


    　おばさんは両手を広げて、歓迎するようにローザに抱きついた。


    「立ち寄るのは仕事の合間になってしまいます。ごめんなさい、シスター」


    「あなたはいつもとつぜんですものね。お父様とお兄様はお元気ですか？」


    「ええ、暇ひまをもてあましていますわ。少しは手伝ってくれればいいのですけれど」


    「あなたに仕事を取られて、きっと当惑しておられるのですよ。あなたには敵かなわないから。ところで、そちらの方々は？」


    「ビジネスの相手です。施設を見学させてもらいますわ」


    「もちろんどうぞ！　私がご案内しますか？」


    「いえ、私が連れて回ります。そろそろ子供たちのお食事の時間でしょう。シスターはそちらの準備をなさってください」


    「お心こころ遣づかいありがとうございます。それでは何かありましたら声をかけてください」


    　ローザは俺たちに振り向いて言う。


    「では参まいりましょう。案内しますわ」
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    　あとに続いて階段を上がりながら、俺は聞いた。


    「なんか、子供たちがいっぱいいますね。中学生くらいか、ぼくらと同年代くらいの人たちもいる」


    「この施設には幼児から高校生まで、三〇〇人ほどが暮らしています。あなたがたと同い年もいます」


    「どんな場所なんですか？　シスター服の人が何人かいるから、教会のようにも思えますが」


    　建物自体は教会に見えない。しかしシスター服は教会の専売特許だ。


    「ここはスタインバーグの持つ財団のひとつです。ここの子供たちは、スタインバーグ家が養やしなっています。ある意味でそれは、家族のようなものでしょう」


    　施設内を案内しながら、ローザは説明を続けてくれる。


    「私たちはこのような施設を、主要各国に設もうけているのです。世界五六か国、八〇か所に同様の施設があります。日本の施設は小規模ですが、中国やアフリカはもっと大規模です」


    「この子たちには、お父さんとお母さんはいないんですか？」


    「皆、さまざまな事情を抱かかえています。途上国では孤児が多いですが、日本のような先進国では児童虐ぎやく待たいで保護された子供たちが多いですね」


    「なるほど。児童養護施設の一種ですね」


    「違います。ここは養護施設ではありません。公的機関と密に連絡を取り合っていて、各施設の責任者が養子として引き受ける形を取っています」


    「ずいぶん本格的な慈じ善ぜん活動だ」


    　俺が感心してうなずくと、ローザはすぐに否定した。


    「買い被かぶっているのかもしれませんが、誤解です。これは慈善団体の名を借りたビジネス行為と言えるかもしれません。なぜなら、私たちが引き受ける子たちは皆、一定の知能水準を超えた子たちだからです。基準は人間の上位一％。きつい言い方をすれば、社会で成功する可能性が高い知能を有する子供たちだけを選別して、将来、影に日にスタインバーグ家のために役に立ってもらおうとしているのです」


    　二階には子供たちの小部屋が並んでいて、数人ずつが一部屋で寝起きしているようだった。そして三階にはトレーニングジムがあったり、膨ぼう大だいな蔵書が並ぶ図書館があったりと、極めて恵まれた場所であることがわかる。


    　パソコンが整然と並ぶ部屋もあり、二〇人くらいの子供たちがパソコンに向かっていた。見れば、プログラムを書き付けている一〇歳くらいの子供や、グラフィックソフトで独特な絵を描き付けている子供もいる。そうかと思えば、シューティングゲームをしていたり、ネットゲームをプレーしている子供もいた。


    　ガラス越しに見える部屋で、俺たちはその模様を眺める。


    「あなたがたの泉せん堂どうさんレベルにはおよばないかもしれませんが、それでも、ここの子は皆、異才の持ち主です。いずれ政治、経済界で活躍していける潜在的な能力の持ち主たちだと言えるでしょう。私たちは彼ら彼女らを支援し、社会で活躍できる能力を身につけさせているのです」


    「……そういえば、大学生はいないようですね」


    「返済不要の十分な奨学金を与え、独り立ちさせています。それでも、ほとんどの卒業生たちが返済したいと希望しています。社会に出ても、さらに私たちは皆をバックアップし、ふさわしい地位に押し上げます。皆、スタインバーグの子供たちなのです」


    「この優秀な子供たちには、将来、関連企業で働いてもらうのですか？」


    「多くはスタインバーグ関連企業とは関わりのない世界に出ていきます。学者、科学者、政治家、企業家……それでいいのです。彼らとの強いネットワークが、財ざい閥ばつの地位を押し上げる力になってきました」


    　スタインバーグと言えば、石油産業や軍ぐん需じゆ産業がすぐに思い浮かぶ。しかし、単なる大富豪ではないようだった。どうも俺たちが想像している以上に、奥深い力があるらしい。


    　ここの出身者は心からスタインバーグに感謝することになるはずだ。本来ならば捨てられたも同然だった自分たちを引き受けてくれて、健全な生活空間を用意してくれるのである。


    　また社会に出たあとも、強い力を持つ財閥の支援は、どれほど心強いことだろう。部外者の俺たちが考えるよりも、きっと結びつきは強くなる。限られた人間たちが、相互に助け合って成長していける模範的ケースかもしれない。ローザが「ビジネス行為」と言っていたことの意味が、やっと呑のみ込めた。


    「……やっぱりスケールが違いますね。どうして他の成なり金きんや経済界の人たちが、あなたがたに敵かなわないのか、わかるような気がします」


    「これらの施設は、お祖じ父いさまの代に、南アフリカで孤児たちの面倒を見ていたエリザベス・クリスティというシスターに寄付を始めたのがキッカケです。それが発展して、今この財団があります。むしろ、我われ々われが戦略的に発展させたのです」


    　ふと莉り音おんが口にする。


    「上位一％か……。全員を分わけ隔へだてなく引き受けてあげることは……やっぱり難しいわよね」


    「いくらスタインバーグ財閥といえど、五〇〇〇万人の子供を養やしなうことは不可能です。残念ですが今は、営利に関わる活動に限定されています。いずれは、社会から疎そ外がいされた子供たち皆を迎えてあげられればいいのですが……」


    　言いながらローザは、パソコンに向かう子供たちに目を細めた。


    「今は、スタインバーグの力を増すための財団です。しかしゆくゆくは、親の愛情に与あずかれない、すべての子供たちを保護したい。貧困も差別も、私たちスタインバーグが取り除のぞきたい。そのために、私たちは力をつけるのです。ここは、スタインバーグを支える人材の源みなもと――ノウハウの結けつ晶しようのような場所なのです」


    「そんな場所に私たちを招いて、なぜ手の内を明かすようなことをするの？　何か目的があるのでしょう？」


    「あなたがたに、私たちのグループの基盤を、よく知っておいてほしかった。私たちは常に一〇〇年計画で物事を見すえます。世界に責任を持つ立場に、私たちは立っている」


    　ローザは、俺たちに向き直って、真剣な表情で続ける。


    「……あなたたちの力を借りたいのです。私は、あたらしい世界を創りたい。そのために、スタインバーグは世界を統すべる力を手に入れる。……ずばり言います。あなたたちをスタインバーグ財閥に引き入れたい」


    　言葉の意味をよく呑み込めず、俺はまじまじとローザを見つめた。


    　莉り音おんも面食らったようだったが、冷静に問い返す。


    「……。もっと具体的には？」


    「あなたたちの持つ株式のすべて、時価の五倍で買い取りましょう。その代わり、スタインバーグ財ざい閥ばつの大局的な戦略に沿って活動してもらうことになります」


    　俺たちの株式のすべてということは、アクアスや速はや水みだけでなく……ほかならぬ革命部本体の株式も含まれる。革命部は非上じよう場じよう企業だから、株式はすべて俺たち個人が持っていた。だからつまり、革命部をＭ＆Ａしたいと、ローザは直接交こう渉しようを持ちかけてきたのだ。名実ともに革命部グループを、スタインバーグ傘さん下かにしたいという誘いだった。


    　時価の五倍ということは、一〇兆円近い価値になってしまうが、そんなことはローザは百も承知のはず。ローザには、ポンと出せる金額なのだろう。


    　申し出を受けることは、独立独歩の道を捨てることになる。しかし見方を変えれば、一気に大出世するとも言える。そんじょそこらの国家政府が束になっても敵かなわないくらい、世界財閥の力は強い。なぜなら政治も経済も軍事ですら、それを動かすことができるのは、とほうもない資金力があればこそだ。民主主義国家なら選挙にも政権を維持するのにも莫大なお金がかかるし、独裁国家だって政府を維持するための軍事力や警察力の確保のためにはお金がかかる。株式市し場じようや物価だってお金の力でコントロールできるし、戦争するにも資金が必要だ。


    　政治・経済・社会・外交・軍事・その他もろもろ――この人間社会ありとあらゆる事象は、お金に隷れい属ぞくしているのだ。そしてスタインバーグは、まさしく人間界の頂点の一角。


    　だから、スタインバーグの身内だということは、絶大な権力を手に入れたのと同然のこと。世界のあらゆるインサイダー情報が行き交い……いや、情報そのものを創り出せる地位にある。どんな事業家が望もうと、こんな栄えい誉よに簡単に巡り合えるものじゃない。どんな世界で成功を目指すにしても、スタインバーグの中に取り込まれた方が、ずっとずっと簡単だ。


    　しかし、ひとつだけ疑問があった。


    　素直に俺は聞いてみる。


    「どうして……ぼくらなのですか？　ローザさんはたくさんの人に会ってきているはず。まさか会う人会う人をみんな、時価の五倍で資産を買い取るなんていう破格の条件で誘うわけはないと思うのです。ぼくらをピンポイントで誘う理由が知りたい」


    「いい質問です。私はさまざまな人間を見てきて、人物を見極める目には自信を持っています。やり取りしてみて、私は確信しました。あなたたちは必ず大きな成長を遂とげる。先物買いをしておきたいのです。お互いにとって輝かしい未来を生むと、私には信じられる」


    　予想外の高評価だった。世界最強のスタインバーグからそう言われると、悪い気はしない。


    　莉音は、うかがうような視線をローザに向ける。


    「たとえばそれは……ジリヤみたいな感じ？」


    「そうです。彼女は満足しています」


    「そうね。ジリヤは心からローザに感謝しているわ。アイツからそれは伝わってくる」


    「私たちが、世界を変えなくてはなりません。たとえ何十年かかろうと、何億人の犠ぎ牲せいを払おうと。世界を正しくコントロールし、よりよい世界を実現するのです」


    　まっすぐにローザは俺たちを見すえた。一点の曇くもりもない視線だった。


    　莉り音おんは大きく息をはいて応じる。


    「でも、私もハッキリ言わせてもらう。ローザのやろうとしていることは、世界ナンバーワンのカルヴァート財ざい閥ばつに取って代わること。ううん、それだけに留とどまらず、もっともっと巨大化したがってる。つまり、あなたが統治する世界を創ることよ」


    「そう思われてもかまわない。世界の貧困も悪政も、無知も差別も、私たちが覆くつがえしてやるのです。断固として私は戦う。世界の未来のために」


    「君はやっぱり、とうてい大富豪とは思えない変わり種ね。志こころざしは感動できる。あなたが本気なこともわかるし、あなたが逸いつ材ざいであることもわかる」


    「政府が悪い。社会が悪い。経済界が悪い。正さねばならないことはたくさんある。しかしアメリカ政財界に強い力を持っているスタインバーグは、何一つしてこなかった。やっていたのは経済活動だけ。いいえ、それは悪くない。『何もしないこと』に文句を言うのはお門かど違ちがいというもの。それでも私は、何もしないことを止やめる。なぜならスタインバーグは、あと一歩で世界をコントロールできる地位にある。私たちには、放ほう棄きしてはならない使命があるのです」


    　ポツリと莉音は感想をもらす。


    「きっとローザは……英雄の部類なのね」


    「お世せ辞じは止やめるのです」


    　ローザは厳しい視線で莉音を見つめた。


    「いいえ、本心よ。あなたは聞きしに勝まさる大人物ね」


    　莉音は真剣にそう応じて続ける。


    「それでも、スタインバーグが世界を支配することを、私は良しとしない。あなたの代は良くても、あなたの子供が英雄とは限らないわ」


    「民意では成なし遂とげられないことなのです。民意をコントロールするのはマスメディアであって、マスメディアをコントロールするのは資金力です。残念ながら民衆は、マスメディアなくして意思を決めることはできません。将来に責任を持つ能力もなければ、大局的に物事を見すえる能力もない。あなたがたは、それを嫌いやというほど見てきたはず。……だからこそ、私たちの力で世界を変える。貧困をなくし、暴力をなくし、差別をなくすには、ある種の独裁的な力によらなくてはならないのです」


    　少しだけ莉音は戸と惑まどいがちに言う。


    「ならば私は……スタインバーグの軍門に降くだることはできないわね。ううん、民意を擁よう護ごするわけじゃないの。君の願いも私には理解できる。でもきっと、私たちの道程は折り合わない」


    「なぜです？　私たちは共に歩めるはず。莉り音おん、あなたも世界を変えたいのではないのですか？」


    「私とローザの目指すところは一緒なのかもしれない。それでも、そのプロセスはまったく違っているから」


    「どう違うのか、聞かせてもらいましょう」


    「私は……今のグローバルな金融システムを破壊して新生させたいと思ってる。私たちの国を創って、あたらしい経済システムを打ちたてる。それを、世界に広げるの」


    「どのように新生するのです？」


    「統一されたあたらしい金融システムと、統一されたシンプルな税制。そして自動的に目減りしてゆく資産」


    「目減りする資産？」


    「あたらしいお金――電子マネーで実現させたい。最大二％の範囲内で、デジタル上の口座のお金が自動的に減少していくの。所得や売買にかかわる税金とは別に、口座に眠っているお金が対象。たとえばね、一〇〇兆円は二％減少、一〇〇億円は一・五％減少、一〇〇〇万円は〇・三％減少、一〇〇万円はゼロ減少。逆に一〇万円しかなければ、最低限の食費分くらいは増加する。どれほどの大富豪でも、何もしなければ数百年後には一〇〇万円に近づくようなシステム。タックスヘイブンをなくし、資産の隠いん匿とくもできなくしないと」
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    　しばらくローザは視線を落とした。


    　話を整理しようと、物思いにふけっているようだ。


    　やがて静かに顔を上げ、うなずいた。


    「……なるほど、あなたのやろうとしていることが見えてきました。スタインバーグ財ざい閥ばつの存在意義にも関わってきますね」


    「うん、そうね。間違いなく財閥解体につながるから」


    　ローザを見すえ、莉り音おんは決然とうなずいた。


    　本来、スタインバーグを解体するという話なら、ローザの前ですべき話ではないにもかかわらずだ。


    「そういえば日本は、世界大戦に敗まけて財閥解体された。それを世界でやろうと言うのですね？」


    「戦争に敗けたとは言え、こればかりはアメリカ様に感謝しないと。旧財閥だけで、日本帝国の総資産の半分を持っていたからね。五ご菱びし家けたった一家族だけで、現在価値に換算して資産一〇〇兆円を優に超えていた。五菱財閥の歴史はたったの七〇年。ずっと長く世界に君臨してきたスタインバーグやカルヴァートは、一桁けたも二桁も上なんでしょうけどね」


    　ローザは応えず、別のことを指摘する。


    「金融システムこそ、国家や地域の根幹です。各地域に適合した経済は、民族や文化の結けつ晶しようと言えるものです。それを破壊するのは、世界に混こん沌とんを生むだけ」


    「使い古された言い訳ね。だいたい、破壊したのはグローバルな金融機関を持つ君たちじゃない。こうなった以上、グローバリズムの流れは変わらない。ならば、破壊を覚悟しなくちゃ」


    「どんな悪あく弊へいあるシステムも、混沌よりはマシなのです。私たちには、世界を導みちびく道義的責任があります」


    「君はさっき、何億人の犠ぎ牲せいを払おうとって言ったじゃない」


    「現行システムを正しく運用するための、何億人の犠牲です」


    「あたらしい法治を生むための、何億人の犠牲よ」


    「次世代の電子マネーも、未来に責任を持てる私たちによって管理されなくてはなりません」


    「次世代の電子マネーは、独裁によらない中央政府によって、透明に管理されなくてはならない」


    　ローザは大きくため息をついた。


    「莉音、ひとつ忠告しておきます。あなたは人間を信じすぎている。あなたの人間に対する希望や期待は、必ず裏切られることになるでしょう」


    「私は人間を信じていない。人間は悪よ」


    「いいえ、あなたは誰よりも人間を信じている」


    「……」


    　言葉が見つからないようで、莉り音おんは押し黙った。


    「あなたがやろうとしていることは、我われ々われを敵に回すだけではありません。カルヴァート財ざい閥ばつや他の財閥、もちろん日本の支配層も立ちはだかるでしょう。それは取りも直さず、世界の主要国のすべてを敵に回すということです」


    「……もちろん覚悟しているの。だから私は、あたらしい国を創って対抗するつもり」


    「対抗？　アメリカや日本どころか、弱小国にすらあなたたちは敵かないません」


    「敵うようになる。必ず」


    「あなたは知っている。触ろうとしているものの危険性を。私は、あなたに死んでほしくない」


    「死に値あたいする理想って、あると思わない？」


    　莉音が断言すると、間かん髪はつをいれずにローザは俺に視線を向けた。


    「では、そちらの彼が死んだらどうするのです？　もしもあなたの目の前で、彼が狙そ撃げきされたら？　あなたと一緒に食事中、毒殺されたら？　警告を匂におわすように、彼がひどい死に方をしたら？」


    　そんなわけないじゃないかと俺は思ったが、しかしローザの目は真剣だった。もしかしたら……物ぶつ騒そうな話だが、普通にありうることなのかもしれない。


    　はじめて莉音は躊ちゆう躇ちよする様子を見せた。


    「……それは」


    「とはいえ、今のあなたには大して力はありません。力なき者の叫びなど、犬の遠吠えと同じです。誰も今のあなたを暗殺や国策捜査の対象になどしないでしょう」


    「力を……つけようと思ってる。だから私たちはグループを拡大させているの。強くなれば、いずれは暗殺や不当逮たい捕ほにも対抗できるようになる」


    「止やめておきなさい。一〇〇〇年かかるでしょう。叶かなわない理想はあるのです」


    　ローザが諭さとすように口にすると、間髪をいれずに莉音は応じた。


    「それなら死んだ方がマシよ」


    　やれやれといった風にローザは首を振る。


    「あなたなら、理解してくれると思っていました」


    「君なら、理解してくれると思ってた」


    　大おお仰ぎようにローザは息をはく。


    「わかりました。残念ですが、あなたがたを引き入れるのはあきらめます。ひとまず、あなたがどこまでやれるのか、高みの見物というところですね」


    「少しは期待してほしいな」


    「しかし、あまり権力をなめない方がいいでしょう。私自身が、それをよく知っている」


    「スタインバーグ財閥が私を暗殺するってこと？」


    　ローザは一転して、吹き出すように笑った。


    「まさか！　私が莉り音おんを手にかけるようなことは絶対にありえません。いくら私でも、当家と縁の薄い権力者があなたを殺そうとすることを、止めることはできないということです。もし察知できたら、できるだけのことをしてさしあげますが」


    「……君、やっぱり優しいわね。見かけによらず」


    「見かけは余計です。あなたは私の友達ですから」


    「……ありがとう、ローザ」


    　莉音は照れたように、はにかんだ。


    　ちょうどそのとき、俺の携帯が鳴った。


    　――恒こう太たからだ。


    　なんとなく場違いのような気がしたので、あとで俺からかけ直すように伝えようと携帯を取った。


    「恒太、悪いがあとに」


    「見たか？　テレビ？」


    　興奮したような恒太の声だ。


    「いいや。どうした？」


    「今すぐ見ろ。スタインバーグがやってるＭＣＣのＴＯＢ、大変なことになってるぞ」


    　一息に恒太はまくしたてた。
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    　シスターたちの控え室で、俺たちはテレビを見つめていた。


    　キャスターがニュースを読み上げていく。


    「スタインバーグドレクスラーによるアクアス買収は、衣料業界に衝撃を与えました。そのスタインバーグドレクスラーが続けざまに発表した世界最大の衣料チェーンＭＣＣの大型ＴＯＢ発表が、再び世界中を驚かせたことは記憶にあたらしい出来事です。しかし、ここへきて予断を許さない状況になってきました。ＴＯＢに対抗する姿勢を示していたＭＣＣ経営陣が、先ごろ行おこなった記者会見の模様をご覧いただきます」


    　画面がスタジオに切り替わる。


    　ＭＣＣの社長がモニタに現れた。


    「我われ々われは、スタインバーグドレクスラーなどに決して屈しません。彼らはＭＣＣが長年かけて培つちかってきた信頼を、地の底に落とそうとしています。我々経営陣は、お客様の信頼と、従業員の雇こ用ようを守ることが最重要の役目だと判断し、全力で防衛にあたります。防衛の主しゆ軸じくはホワイトナイトです」


    　ローザが鼻を鳴らす。


    「大して重要なニュースだと思いませんね。どれほど資金を費ついやそうと、私たちと勝負できるはずが……」


    「ホワイトナイトは投資銀行最大手の一角、カルヴァートスタンレーです」


    　その瞬間、ローザは息を呑のんだ。


    「な……なんですって!?」


    「数日中にカルヴァートスタンレーの方からＴＯＢの告知があります。ＭＣＣの株式を、スタインバーグドレクスラーよりも高い値段で引き受けます。株主のみなさん、ＭＣＣの将来を願ってくださるなら、ぜひカルヴァートスタンレー側のＴＯＢに応じてください。ＭＣＣは絶対に負けない」


    　グラリとよろめいたローザは、テーブルに両手をついた。


    　莉り音おんがローザの腰に手を回す。


    「ローザ……大丈夫？」


    「……」


    「ね、ねぇローザ、ＭＣＣなんて買収しなくてもいいじゃない。『おりおんクローズ』の事業展開なら、アジア地域でアクアスがあるんだし、欧米ではそれをモデルケースにして独自で展開すればいいと思うの」


    　なんとかローザは言葉を絞り出す。


    「……莉音、王者に情けは必要ありません。スタインバーグは負けない」


    　サッと背筋を伸ばしたかと思うと、おもむろに携帯を取り上げた。


    　国際携帯だろう。


    　携帯電話を握りしめる手がプルプルと震ふるえている。


    「お父様、ニュースはご覧になりましたか？　ええ、もちろんＭＣＣの件です。私の聞き間違いでなければ、なんでもカルヴァートスタンレーが向こうのホワイトナイトだとか」


    　そしてローザは携帯で、親子ゲンカのようにまくしたて始めた。身振り手振りを交まじえていて、かなり興奮している。


    　俺と莉音は壁ぎわの長なが椅い子すに腰を下ろして、ローザの話が終わるのを待った。


    　隣の莉音に、小声で聞いてみる。


    「カルヴァートスタンレーって、やっぱりバックは名前の通り、カルヴァート財ざい閥ばつ……だよな？」


    「そうよ。ヨーロッパ最大、いえ世界最大の金融一族ね」


    「たしかジリヤが……カルヴァートとスタインバーグは親しん戚せき同士だって言ってなかった？」


    「険悪だとも言ってたでしょ」


    　激げつ昂こうした声が飛び込んでくる。


    「なぜ向こうの老人がしゃしゃり出てくるのです!?　アフガニスタンのパイプラインで、私が老いぼれに譲じよう歩ほしてあげたことをお忘れですか？」


    　金切り声だ。


    　ローザが取り乱した場面をはじめて見た。


    「いいえ、アレは私が譲歩したんです！　今度はこちらがカルヴァートの耄もう碌ろくした老人に、ねじ込んでやるのです！」


    　再び莉り音おんに質問する。


    「スタインバーグとカルヴァートって、どのくらいの差があるんだ？　いろんな情報が飛び交ってるけど、本当のところがイマイチよくわからない」


    「スタインバーグが一〇〇とすれば、カルヴァートは一五〇くらいでしょうね。だから、そこまで体力に差があるわけじゃないの。この二家が世界最強。その次はグッと格が下がって、ハストンやセルベルが三〇くらいかしら」


    「でもさ、彼らが桁けた違ちがいなのはわかるんだけど、実際どのくらい凄すごいんだ？　オイルとか軍ぐん需じゆとか、スケールが大きすぎて実体が感じ取れないんだ」


    　俺の問いかけに、莉音は腕を組んで、考えながら応じる。


    「んー、そうね……たとえば戦前の大日本帝国は財ざい閥ばつが強大な力を持っていたことは、教科書でもちょっと触れられてるわよね？　さっき五ご菱びし財閥が現在価値一〇〇兆円以上の資産を持っていたと話したでしょう。一方で民衆は貧苦にあえいでいた。当時、上位の二〇家族くらいで、帝国の総資産の半分を超えていたの。それを、世界スケールで考えてみなさい。ちなみに当時の大日本帝国は、経済的な弱小国家よ」


    「な、なるほど。日本をモデルにすれば、俺でも漠然とわかる気がする」


    「日本の場合は戦争に敗まけたから、財閥解体によって、旧財閥は大幅に弱体化した。でもね、もともと日本の財閥なんて足下にも及ばない。ほとんどの大国諸国――日本もドイツもロシアもフランスも、戦争に敗けたり、革命によってシステムが断絶したことがある。でもね、イギリスとアメリカは建国以来、他国に占領されたこともないし、システムが断絶したこともない。だから彼らは頂点に、ずっと君臨し続けてる。桁が違うのよ。誇こ張ちよう表現じゃないわ。文字通り、桁違い」


    「じゃあ、親しん戚せきなのになんで争ってんだろうな」


    「カルヴァートから見れば、スタインバーグなんて、新生アメリカの政治力を背景にした単なる成なり金きんなのよ。スタインバーグから見れば、カルヴァートは老化した目の上のたんこぶ。人間なんて、身近な存在ほど八つ当たりしたくなるものでしょ」


    　あいかわらずローザはすごい剣幕で怒りを露あらわにしている。


    「お父様！　お兄様がスイスで遊んでいるはずです。今すぐロンドンへ向かわせてください。老人なら、キングストンの別荘にいるはずですから。……ええ。ええ、わかりました。お兄様には私から言います」


    　すぐにローザは携帯を切り、別のところへかけた。


    　開口一番、ローザは言い放つ。


    「お兄様。私がＭＣＣの買収を進めていることは知っていますね？　そうです、動かしているのはスタインバーグドレクスラー。ニュースを見ましたか？　どういうつもりか、あの老人が介入してきましたね。きっと老ろう衰すいして、右も左も判断できなくなったのでしょう。そこで、たまにはお兄様にも活躍してもらいますわ。今スイスでしょう？　ロンドンへ飛んでもらいます」


    　お兄さんも優秀なのかもしれないが、この妹には敵かなわないのだろう。


    「やるんです！　嫌いやとは言わせませんわ」


    　電話越しで叱しかりつけられる兄が、少しだけ可哀かわい相そうな気がした。


    「とはいえ、老人も引くに引けないでしょう。だから、お兄様には斥せつ候こうとなっていただき、様子をうかがってもらいます。その上で、私が最終的に譲じよう歩ほ点を引き出しましょう。だから、お兄様はＴＯＢに関し、詳しいことは知らなくていいのです。老いぼれの反応を私に知らせてくれるだけで十分ですわ。今からすぐ、ロンドンに飛んでください。報告をお待ちします」


    　そこまで息もつかせず言ってから、ローザは携帯をテーブルに置いた。だらりと両肩から手を垂たらし、うつむいてしまう。


    　一気に疲れが出たようだった。


    　ローザは俺たちに視線を上げて、いささか自じ嘲ちよう気味に語る。


    「お見苦しいところをお見せしました。ＭＣＣの買収は難航しそうです」


    「私たちに手伝えることがあればいいんだけど。なんなら、うちがＴＯＢを擁よう護ごする記者会見を開くとか……まぁ大した援護射撃にはならないわね……」


    　莉り音おんの言葉を、ローザが遮さえぎった。


    「いいのです。こちらのことは気になさらずに。……今日は、久しぶりに疲れてしまいました」


    「じゃあ早くホテルに戻って寝た方がいいわね。私たち、引き上げようか？」


    「小一時間ほど、莉音には食事につきあってもらいましょう。今晩中にはお兄様から連絡があるはずですので、それまで気分転換しておきたいですから」


    「やった。久しぶりに豪華な料理が堪たん能のうできそう」


    　笑顔で莉音は応じ、続けて俺に言う。


    「じゃあ巳み継つぐは先に戻ってて。女同士の積もる話があるからね」


    「わかった。先帰ってる。何か今日中にやっとくことあるか？」


    「今日はゆっくり休みなさい。また明日から部活だからね」


    　俺はうなずいて立ち上がった。


    　莉音とローザに別れを告げ、一足早くエリザベス・クリスティ財団をあとにした。ハイヤーはローザ用だから、電車で帰らなくてはならない。


    　車で待機していたハイヤーの運転手に道を聞き、俺は駅へ向けて歩きだした。


    　部費一兆七二三〇億円。借しやつ金きん二〇〇〇億円也なり。

  



  
    第四章　防衛計画


    



    　ローザを案内した日の夜、俺は莉り音おんの家を訪ねていた。父親の一かず馬まさんは南極を冒険中だから、今は莉音が独りで住む家だ。


    　勝手に玄関のカギを開け階段を上がり、莉音の部屋をノックする。


    「巳み継つぐ？」


    　カチャリと扉とびらが開き、莉音が顔をのぞかせた。


    　パジャマ姿だ。と言っても、莉音のパジャマ姿なぞ俺には見慣れたものだったが。


    「今日は早めにやすんだのかと思った」


    「ちょっと話しておきたいことがあってさ」


    　言いながら、莉音の部屋に入り込む。


    　構造も家具も、俺の部屋とほとんど一緒だ。物心つくかつかないころ、うちの母さんが家具を買い揃そろえたのだから当然である。


    　違うところは意外と女の子っぽいところと、パソコンが四台あることと、クローゼットに入りきれない冒険用の装備が壁ぎわに並んでいることくらいだろうか。


    　ベッドを背もたれにして、俺は床に腰を下ろした。


    　莉り音おんはデスクチェアに座り、身振りを交えて語り出す。


    「ホテルでね、伊い勢せエビ食べたの。でっかいヤツ。お腹なかいっぱいになっちゃった」


    「ローザの気分はどうだった？　ＭＣＣの件ではショック受けてたけど」


    「だいぶ立ち直ったみたい。でも、相当に妥だ協きようしなくちゃいけないって言ってたわ」


    「この状況から妥協ってーと……一社で株式の過半数を押さえるのは止やめて、カルヴァートスタンレーと共同で株を持つとか？」


    　スタインバーグドレクスラーは、ＭＣＣ株式の単独過半数の取得を目指していた。アクアスの場合は、あくまで革命部とスタインバーグドレクスラーが共同して過半数を超えているのであり、両者の意見を調整しないと経営方針は固まらない。しかし、単独で五〇・一％を超える株式を保有すれば、独自の戦略が思うがままだ。


    「それもありうるかもしれない。その場合、ローザはＭＣＣで『おりおんクローズ』はやらないでしょうね」


    「でもさ、もともと『おりおんクローズ』を展開するために買収をしかけたんだろ？　だったら、買収なんてやめちゃえばいいのに」


    「事はそう単純じゃないの。買収から降りたら、スタインバーグドレクスラーの看板が傷ついちゃうでしょ。まるでカルヴァートスタンレーに完敗したみたいじゃない」


    「たしかに……。大人の事情ってヤツか」


    「ＴＯＢをやめたって、世間は何とも思わないでしょうね。それでも、カルヴァート財ざい閥ばつとスタインバーグ財閥の当人たちにとっては大問題なのよ。お互いに、一番負けたくない相手だから」


    「正直なところ、まったくわけがわからんね。俺と莉音だって親しん戚せきだ。血みどろに争うなんて想像つかない」


    「世間はそうでもないのよ。骨肉の争いって言葉があるでしょう。あと、近きん親しん憎ぞう悪おとか。お金が絡むと、親戚や兄弟で争うなんて日常茶飯事なんだけどね。ローザたちの場合はちょっとスケールが大きいけど、どこも一緒だってこと」


    「そういうもんなのか……俺たちには縁がなさそうだけどな」


    　俺は首を振った。


    「ところで、わざわざやってきてどうしたの？　ローザの話なら明日でいいじゃない」


    「そうそう、相談しておいた方がいいことだと思って」


    「どんな相談？」


    「ええと、今日さ……暗殺がどうのとか言ってただろ？　想像できないんだけど……やっぱりありうることなのか？」


    「そんなの、普通にありえるでしょ」


    　ごく自然なことのように莉り音おんは言った。


    　――そ、そうなんだ……ふーん……。


    「莉音は、覚悟してるのか？」


    「当然じゃない。だって、建国に革命よ？」


    「まぁ、建国とか革命とか考えりゃ……」


    　――やっぱり、莉音は本気なんだ……。


    　改めて俺は、どれだけ莉音が真剣なのかを認識した。今日、ローザと莉音のやり取りを見ることができたから、今まで漠然としていたさまざまなことが具体的に呑のみ込めつつあった。


    「今はまだ、私たちの組織が小さいから問題にならないだけ。でも、実際に権力を脅おびやかすだけの力を手にし始めたら、必ず乗り越えなきゃならない部分でしょう」


    　そう言いつつ、莉音は躊ちゆう躇ちよする表情を見せた。


    「……でもローザが、巳み継つぐのことを指摘していたわよね。私を狙ねらってくるならいいけど、そっちは盲もう点てんだった。やっぱり君は私の弱点」


    　心配させまいと俺は口にする。


    「俺は莉音と一緒にいる覚悟はできている。だから、俺のことは気き遣づかう必要なんてない」


    　そう言うと、莉音は椅い子すから立ち上がり、俺の隣にベッドを背もたれにして腰を下ろした。


    　そして莉音は俺の手に手を重ねてくる。


    「……ありがとう、巳継。危険があったら絶対に守ってあげるからね」


    「だけど、沙さ織おりと恒こう太たと柚ゆずさんはどうだ？　俺はいいけど、みんなを巻き込みたくはない」


    「そんなの、私がやらせているだけだから」


    「弱点であることは変わらないだろ。誰が敵になっていくのか知らないけど、弱点を突いてこないわけがない」


    「……」


    「だからさ、これは提案だ。みんなに、部活から距離を取ってもらったらどうだ？」


    「辞めてもらうって、こと？」


    「それも含めて考えた方がいい」


    　莉音は視線を落とし、表情を曇くもらせた。


    「革命部を経営していくのは俺と莉音でいい。みんなは速はや水み半導体工業の大株主だから、その範囲内で協力してもらう形がいいだろう」


    「株主の範囲内で……か」


    「そうだ。別にみんなと会えなくなるわけじゃない。俺たちはいつだって会えるだろ」


    「納得してくれるかしら？」


    「みんな、すごくやる気になってる。あれだけ部活を嫌いやがってた沙織までだ。だけど、ローザが指摘していたことを、ありのまま話せばいい」


    「……そうね。ローザは本来、向こう側の人だから、とても貴き重ちような意見だった。でも革命部、今の五人でも忙いそがしいのに、これから業務を続けていける？」


    「やるさ。日常業務は俺に引き継いでもらう。どうしても俺じゃ対応できないことを、ときどき手伝いに来てもらえばいい。沙さ織おりなんかも、うちの所属モデルにすぎないってことになる」


    　考えを確認するように、莉り音おんはゆっくり口にしていく。


    「法人の取とり締しまり役やくを降りてもらって、経営しているのは私たち二人。みんなには、速はや水み半導体工業の株主として関わってもらうということね」


    「そうだ。取締役に残るのは俺と莉音だけにして、革命部を仕切っているという風にすればいい。俺たちは親族だから、共同して仕組んでいるように見える。沙織や恒こう太たや柚ゆずさんを、何かの陰いん謀ぼうを一緒になって企くわだてていると思われないようにしておくんだ。わざわざ関係の薄いメンバーを狙ねらうことはしないだろう？」


    　莉音は俺をのぞきこむように見つめた。


    「……巳み継つぐ、カッコ良くなったね」


    「なんだぁそりゃ？」


    「いろいろ考えてくれるようになったんだと思って。なんだか、嬉うれしくて泣いちゃいそう」


    「おいおい、いつから涙もろくなったんだよ。このくらいで感動してたら、そのうち感動しすぎて死んじゃうぞ」


    　おどけた調子で言うと、莉音は白い歯を見せた。


    「あはは。そんな死に方なら本ほん懐かいね」


    「莉音の理想なら俺は手伝う。最後までだ。みんなには明日、相談してみよう」


    　コクリ、と莉音はうなずく。


    「うん。じゃあ明日、みんなに話そう」


    　莉音が重ねた手をギュッと握ってきて、俺たちは音もなく見つめ合った。
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    「みんな、ミーティング始めるわよ」


    　部室で皆を集めてミーティングするとき、いつも見せている莉音の勝ち気な笑顔。しかしその裏には、胸に余る想いがあったことを、今の俺たちは知っている。


    「私たちは成功をおさめつつある。建国にはまだ道程半ばだけど、このまま行けば確実にグループは拡大し、成果を期待できるはずよ。それでね、これからは、私たちにとって危険なこともたくさんある」


    　沙織や恒太は肩をすくめて応じる。


    「私たちの部活動、もう十分に危険だと思うけどね。こんなに仕事する高校生なんて、きっと世界中どこにもいないわ」


    「危険だと？　日本征服を狙ねらう高次元知性体どもを蹴け散ちらしたあの戦いに比べれば、この程度なんの危険でもないな」


    　この前はたしかＣＩＡ、その前は邪じや神しんと戦っていたはずだ。しかし俺も沙さ織おりもスルーした。


    　莉り音おんは続ける。


    「昨日、みんなもローザには会ったわよね。彼女に関連会社を案内していたんだけど、私たちの革命のことをお話ししたの。それで指摘されたんだけど……これから先には命の危険が待ち受けている」


    「何言ってるの？　命の危険なんてあるわけないじゃない。まぁ、過労死とかならありえそうだけど……」


    　沙織はまったく信じていない風だった。


    「ううん、本当にありえることよ。だから沙織と恒こう太たと柚ゆずちゃんには、少しだけ部活動から……距離を置いて……」


    　言いづらそうに、莉音は言葉を濁にごらせた。あれだけ尻しりを叩たたいておいて、やっと皆がやる気になったのに追い出すようなことを口にするのは、さすがに気が引けるのだろうか。


    　今までは、莉音が一人でこの部活を引っ張ってきた。俺たち四人は、その指示通りに動いてきたにすぎない。だからここは――。


    「俺が代わりに言おう。いいだろう、莉音？」


    　莉音は少し驚いた様子だったが、うなずいた。


    「うん。それじゃ、お願いしてもいい？」


    「もとよりそのつもり。じゃあ、聞いてくれ。昨日、莉音とローザのやり取りを聞いていたんだ。そこで――」


    　昨日の莉音とローザのやり取りを、俺は事細かく話し始めた。


    　革命は方便じゃくて本気なのだということ。


    　ローザとは目指す方向性が違うこと。


    　場合によってはローザと相反する勢力になるかもしれないこと。


    　権力者たちに正面切ってケンカを売ることになること。


    　命の危険が関わってくる可能性はゼロじゃないこと。


    「そういうわけだ。そこで昨晩、俺が莉音に提案したことがある。沙織と恒太と柚さんには、革命部の取とり締しまり役やくを降りてもらった方がいいとな。なんせ革命なんだ。危険を引き受けるのは俺と莉音だけで――」


    　俺が言い終わる前に、急に恒太が立ち上がった。


    「おっと巳み継つぐ、その先はなしだ。もう聞く必要はない」


    「わかってくれるか？　じゃあ……」


    　案外あっさり話が決まりそうなので、俺はホッと胸をなで下ろした。


    「わかるさ、何もかも。俺は降りない。お前らだってそうだろう、沙さ織おり、柚ゆず？」


    「はい！　莉り音おん部長について行こうって決めてるんです。それに、副部長が部活を降りたらいけないと思うんです」


    「そんな理由なら私も続ける。辞やめてくれって頼まれたって、辞めてやらないから」


    　柚さんと沙織は、あっさり恒こう太たに同意した。


    　必死になって莉音が注意をうながす。


    「気持ちは嬉うれしい。でもね、君たちはちゃんと理解してないの。この先には危ないことも多くなっていく。それに、君たちとお別れしようってわけじゃないの。これからも手伝いにだって来てもらうから」


    　すぐに沙織が応じる。


    「たしかにわからない。とつぜん、暗殺とか命の危険とか言われたってピンとくるわけないじゃない。でも……莉音と巳み継つぐは、私たちのためを思って辞めた方がいいって言ってくれてるんでしょ？　前に莉音は言ってくれたわよね。私たちは家族みたいなものだって。私だけが降りるわけにはいかないわ」


    　正しいことを言っていると思う。しかし、万一の場合を考えておけば、形だけでも辞めておいてほしい。


    「じゃあこうしよう。革命部の取とり締しまり役やくは降りてもらって、部活には今まで通り参加。それなら何も問題――」


    　またもや恒太が、俺の話を遮さえぎった。


    「いいか、よく聞け巳継。俺は小娘と違って、お前らの言う危険性がわかる」


    「何よ。あんたね、その何もかも知ってるそぶり――」


    　沙織の話をも遮って、恒太は続ける。


    「わかる。だが、そんなことじゃない。俺が言いたいのは、そんなことじゃないんだ」


    　恒太が真剣だったので、沙織は戸と惑まどったようだ。


    「……な、何よ？」


    「いいか、よく聞け。どれほどの人間が、生しよう涯がいを通して、これほどのチャンスを得られるというんだ？　断言できる。一生に一度、奇き跡せき的に巡り合えるかどうかの機会なのだと！　これは俺たちにとって最初で最後なんだ」


    　さけぶように恒太は言った。


    　俺が冷静に指摘する。


    「俺たちはまだ若いんだぞ。成績優秀な恒太なら、官かん僚りようにだってなれるし、優良企業にだって入れる。チャンスはたくさん巡ってくる。焦あせる必要なんてないんだ」


    「フッ、たしかに若い。だがそれが何だと言うのだ？　まだ若いから、これからチャンスが山のようにある？　冗談も休み休み言え。一体どれほどの若者が、年齢を重ねて、世界を揺るがすような力を手に入れる？」


    　身振り手振りを交まじえて語る恒こう太たは、俺たちを見回しながら続ける。


    「断言しよう。一億人に一人もいないのだと！　この勝負に乗らなければ、俺は後悔しながら死ぬだろう。『あのとき巳み継つぐに舞台から引きずり下ろされた』と、死ぬその間ま際ぎわまで、お前のことを恨うらむんだ。俺は親友に、怨えん恨こんを抱いだくのはごめん被こうむる」


    「命の危険にさらされる可能性があるんだぞ。沙さ織おりをさらった東とう丈じよう会かいのことを忘れたのか？」


    「命の危険だと!?　ふざけるな、ふざけるなよ巳継。笑わせるな。人生なんて端はなっから死と隣り合わせだ。たかだか多少の危険が増えたからと言って、革命部の大舞台から逃げ出すヤツはバカなんだ」


    「……」


    　恒太の熱意に押されて、俺は押し黙った。


    「ガキのころから感じていた。莉り音おんについて行けば、いつかきっと、大きな花火をぶち上げてくれるのだと。だからこそ俺たちは、ずっと莉音の魅力に惹ひかれてきたのだろう？　巳継、お前だって同じはずだ。俺たちは、莉音の歩むその先に、何があるのか知っている」


    「……あ……ああ……その通りだ」


    　まさか恒太が、こうもきちんと他人を評価することに、俺は心底驚いた。
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    「莉り音おん、巳み継つぐ、沙さ織おり、柚ゆず……そして何よりも俺……このメンツは、いずれ世界中の歴史書に載る。地球史に残る偉大な革命家として、俺の名は永遠に語り継がれてゆくだろう。ククク、民衆が俺の名を呼びながら祈る姿が、真眼にハッキリと映し出されている」


    「私だって革命家なんです。莉音部長と一緒に、世界を良くしようって、ずっとずっと考えてきましたぁ。どんなことよりも大切なことって、あると思うんです。だから私、恒こう太たくんの話に賛成です」


    「民衆が恒太に祈りを捧ささげることはないだろうけど……ちょっとは賛成してあげるわ」


    　三人の話に、莉音と俺はハモったように口にする。


    「本当に、いいの？」


    「本当にいいのか？」


    　恒太はふんぞりかえりながら言う。


    「しつこいぞ。話は決まった。この偉大なチャンスは俺のものだ。莉音のものは俺のもの。巳継のものも、俺のもの。さあ、とっとと次の議題にいってくれ」


    「はい！　私、もっともっとがんばるんです」


    「うん。私たちは家族だからね」


    「みんな……この戦いにつきあわせちゃってごめんね。将来もし問題が出てきそうなら、沙織や柚ちゃんには軍人のガードをつけるから。それに私も、みんなを守ってみせる」


    　頬ほおを染めて莉音が言うと、恒太が話に割り込んだ。


    「お前らのことは俺が守ってやる。なに、心配ない。この俺が日本国民一億二〇〇〇万人を守りきったあの戦いに比べれば、たかだか四人を守るなど朝飯前というもの。小指一本でどうとでもなる」


    「今度はどんな夢見たの？　あんたに日本が守れるんなら、自衛隊はいらないでしょ！」


    　たまらず沙織が指摘した。


    「小娘は王者の重みがわからないのだな……。おりおりはコスプレをする前に、誰が真の支配者なのか義務教育から学び直す必要があるようだ……」


    「ふん！」


    　プイと沙織はそっぽを向いてしまった。
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    　東京湾岸地区のコンビナートに、莉音と一緒にやってきた。


    　岸がん壁ぺきから、横付けされている巨大なタンカーを見上げていると、潮しお風かぜにスーツをなびかせながら男性が小走りに駆けてくる。


    　息を切らせながら、男性は名刺を差し出してきた。


    「お待たせしました。大たい洋よう汽船の小こ暮ぐれです」


    　何も焦あせることはないのに、小暮は気き忙ぜわしかった。


    　俺と莉り音おんも名刺を渡しながら挨あい拶さつする。


    「革命部、羽は月づきです。急な案件なのに今回はありがとう」


    「革命部、羽月巳み継つぐです。よろしくお願いします」


    「名高い羽月社長にお会いできるとは。こちらこそ商談を持ちかけていただき、ありがとうございます」


    　莉音はタンカーを振り返りながら言う。


    「いい船ね。少しボロいけど」


    「そうですね。うちのタンカーの中でも古い方ですから。では、さっそくご案内します。見て回りながら話しましょう。足下、気をつけて」


    　そう言って、小暮はタンカーへの架かけ橋はしに足を向けた。


    



    
      ◇

    


    



    　タンカーを見下ろせる船せん橋きようから身を乗りだしながら、小暮は説明してくれる。


    「永えい幸こう丸まる、全長三六〇メートル。三二万トンのタンカーです。船体は老ろう朽きゆう化かしていますが、修しゆう繕ぜんは適切に重ねてきました。あと一〇年超は現げん役えきで十分に使えるはずです」


    「空母並みの大きさね」


    　ポツリ、と莉音は口にした。


    「まぁ大きさだけなら、三〇万トンクラスのタンカーはそんなもんですよ。もっとも、船体構造や速力がまったく別モノなので、軍船としてはまともに運用できませんがね」


    「上に鉄板を敷けば、滑走路にならないかしら？」


    　小暮は笑みをもらす。


    「夢がある話ですね。でも、鉄板がたわみます。固定翼機が離着陸できる強度は保たもてないでしょう」


    「でも、ヘリなら可能よね。ヘリは数機置きたいと思っているの」


    「まぁヘリなら大丈夫ですね」


    「あとハリアーくらいなら置けるかしら」


    「このままではちょっと……あっ、そういえば、商船を疑ぎ似じハリアー空母にするための改装キットがありますよ」


    「空母用の改装キット？　そんなのがあるのね。あとでジリヤに聞いてみましょう」


    　莉音は俺を振り向いて嬉うれしそうに言った。


    　ハリアーとは垂すい直ちよく離着陸機――ヘリコプターのように垂直に離着陸できる攻撃機である。同等の固定翼機と比べると、速度、航続距離、攻撃能力などさまざまな点で劣おとるし、排熱の関係上、赤外線誘導ミサイルの追つい尾びを受けやすい。しかし、このタンカーを改造したような軽空母や、強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かん、狭い飛行場などの制約が大きい場所で活動できる数少ない貴重な戦闘機だ。


    　最近、軍事関連本や兵器マニュアルを莉り音おんに「読め」と貸し与えられていた。だから、恒こう太たほどではないにしろ、俺も兵器関連については基本的な知識が身についてきていた。莉音の父親――羽は月づき一かず馬まは防衛省に所属していたこともあり、莉音の家には軍事教本がやたらある。


    「空母改装キットは、イギリスの軍ぐん需じゆ企業が売り出してます。ハリアーを買わせるのがメインですから、改装キットの方はお安いかと」


    「あとで調べてみるわ。一機でいいの。あとヘリがあればいいし」


    　俺は肩をすくめる。


    「ハリアーなんて誰が飛ばすんだ？」


    「……まさか、本当に空母にするわけじゃないですよね？」


    　小こ暮ぐれは笑いながら言った。単にジョークを言い合っているようにしか思えないだろう。


    　莉音は応じる。


    「そうね……空母というより、臨時基地みたいなものかしら。ミサイル発射台を設置したりしなくちゃね」


    「ハハハ、ご冗談を」


    　小暮はさらに笑いを大きくした。


    「いいタンカーだと思うわ。いくらくらいなら譲ゆずってもらえるの？」


    「大おお雑ざつ把ぱなところで、三五～五〇億円ほどかと」


    「旧式にしては高めじゃない？　大たい洋よう汽船さんでは引退候補なんでしょ？」


    「それはそうなんですが……こういったタンカーや大型コンテナ船の値段というのは時価なんです。そのときの海運業の市況によって、船を運用すればいくらの利り益えきが出るかわかりますから、そこから逆算されます。不動産の時価が、市況によって大きく左右されるのをイメージしてもらうとわかりやすいかもしれません」


    「なるほど……時価ね」


    　まるで今知ったかのように、莉音はしきりにうなずいた。しかし、ここに来る前に、莉音から「巨大タンカーや高速コンテナ船の値段は時価だ」と聞かされていたのだ。一体、莉音はなんのつもりだろうか。


    　小暮は説明を続ける。


    「同型の新造船なら、今は一三〇億円くらいですね。ほんの一〇年前なら七五億円程度だったんですが、鉄の値段が高こう騰とうしているのと、国際間の物流が猛烈に加速していますので、大幅に値上がっているんです。だから永えい幸こう丸まるといえど、やっぱり五〇億円ほどは予定しておいてもらわないと……」


    「うん、わかった。いいわ。じゃあ三五億でいいかしら？　三五億で買いましょう」


    　莉り音おんは即答した。


    　――も、もう買っちゃうのか!?


    　今日は視察だけの予定だと聞いていたから、俺は驚いた。


    　小こ暮ぐれは目をむいて、もっと狼ろう狽ばいしているようだ。


    「……え？　もう決めちゃっていいんですか？」


    「そのために来たんだから」


    「ちょ、ちょっと待ってください。正式に見積もりを出しますので……」


    「三五億。それでいいじゃない。今決めちゃってよ」


    「し、しかし……」


    「決定でいいでしょう？　三五億、即金で用意するからね」


    　莉音がしきりにうながすのを見て、俺は意図がわかった。


    　――なるほど……目安として三五～五〇億という価格提示だったから、三五億より安くなることはないと踏んだわけか……。


    　正式に見積もりが出てから値切るのは簡単ではない。なぜなら、相手は完全に理論武装を整えてから価格提示してくるからだ。そこから値引き交こう渉しように持ち込んでも、せいぜい見積もりから五％引き、一〇％引きというのが関せきの山やまだろう。それならこの流れで一気に決めてしまった方が安く上がるのである。


    　こういう息づかいがわかってきたのも、少しは俺も成長してきたということだろう。


    「さ、三五億……ま、まぁ内情を明かすと、社内を説得できるギリギリのラインですが……。今日はほんの見学なのかと思っていたんです。だってこれから海運会社を創るって聞いていたもので……も、もっと長期的な話なのかと」


    　あわてた風の小暮に、莉音はサラリと答える。


    「早い方がいいじゃない。ビジネスなんだから即断即決でしょ」


    「たしかに……。しかし会社もまだなのに、船員はどうするんです？」


    「お宅の関連会社に船員派は遣けんしてるところがあるわよね。そこを使ってもいいし、他の派遣会社を探してもいいし」


    「じゃ、じゃあタンカー購入を、本当に前向きに検討するということで理解してよいですか？」


    　いまだに戸と惑まどう小暮に、莉音は強く念を押す。


    「前向きもなにも、購入するって言ってるでしょ」


    「わ、わかりました。三五億で社内を説得します。……ええ、大丈夫でしょう」


    　まるで自分を納得させるように、しきりにうなずいて小暮は続ける。


    「もしよろしければ、うちのグループの派遣会社を継続利用してもらえればありがたいです。動かすだけなら船員数はそんなにいらないんで。あっ、それから保険も、うちのグループを使ってもらえたらその……三五億で社内を説得しやすいのですが……」


    「社内社内」と、しきりに社内を気にする小こ暮ぐれはいかにもサラリーマンだと俺はしみじみ思った。うちの父さんも、きっとこんな風なのだろう。


    　莉り音おんは気軽に応じる。


    「船員の方はちょっと保留させて。保険は大たい洋よう海かい上じよう火か災さいでいいわよ」


    「わかりました。では保険の方は確定ということで……ありがとうございます」


    「あ、それから係けい留りゆうする場所の相談もお願いね。東京が混んでるなら、神奈川あたりでもいいし。もし政治力が必要なら、誰かを通して頼むから」


    　ふと思いついたように莉音は言った。


    　日本のような貿易立国の岸がん壁ぺきは、常に満員状態なのだ。船が留とどまりたくても、東京や大阪のような一大産業地域は混みすぎていて、簡単には留まれない。巨大な船が留まれる場所は利権のようなもので、そこを確保するだけでも大変な努力を要するらしいのである。もちろんそれは、金で解決できることなのだが。


    　莉音は俺に近づき、ひそひそと口にする。


    「岸壁確保のために政治家に献けん金きんするなら……立たち花ばな社長か速はや水みの爺じいさんのルートからでも、東とう丈じよう会かいのルートからでもいいわ。この場合、東丈会の方が早いかもね」


    　そしてイタズラっ子のようにニヤリと笑ってみせた。


    　考えながら小暮はうなずく。


    「わかりました……岸壁については、大洋汽船の方でも可能な範囲で努力してみましょう……。いやぁ、それにしても、革命部さんのことはニュースでは知っていましたが、これほど話が早いとは……」


    　小暮は莉音をまじまじと見つめ、しきりに感嘆した様子だった。


    



    
      ◇

    


    



    　部室リビング、皆を集めて莉音は意気揚よう々ようと報告する。


    「さあみんな、聞いて。巳み継つぐと一緒にタンカーを見学に行ってね。そのまま買うことになったの」


    「タ、タンカー？　タンカーって、石油とかコンテナとか運ぶあのでっかい船……だよね？」


    　沙さ織おりは素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    「そう。有事の際はヘリ空母やハリアー空母くらいにはできるから。まぁ、魚ぎよ雷らい一撃で沈むけどね」


    「な、なんで空母が必要なのよ？」


    「私たちの身と、私たちの革命を守るためよ。武器がないと戦えないでしょう？」


    　莉り音おんは当然のことのように言った。


    　ギガスに手を当てた恒こう太たは尊大に微笑ほほえむ。


    「ククク、いよいよ本格的な戦争だな。いいだろう、大部隊の華か麗れいな指揮なら俺に任せておけ」


    　ため息をついて俺は指摘する。


    「大部隊って誰なんだ？　全兵力五人しかいないんだぞ？」


    「軍略がある。沙さ織おりを先陣に立たせて突撃させれば、その辺の男どもはこぞって追従するだろう。俺のギガスには、沙織につき従う総兵力三〇〇万の軍勢が見える！　……ククク、これで革命はあっさり成なし遂とげられるだろう。うむ、小娘は『ジャンヌおりおり』と改名することを許す」


    「……ミーティング終わったら覚えてなさいよ……。絶対、逃がさないから。きっと、明日まで生きてないと思うわ」


    　沙織は激しいオーラを漂わせ、歯ぎしりしながら恒太を睨にらみつけた。


    　以前はミーティング中に怒りくるったり、部室を飛び出したりした沙織なのに、恒太の戯ざれ言ごとにも耐え、しっかり出席するようになっていた。もっとも、ミーティングが終了したらすぐ攻撃に移るに違いないのだが。


    　視覚できるほどの沙織のオーラに恐れをなしたのか、恒太は目をそらして言い訳する。


    「お、俺は違う。ギガスに映った景色をありのまま言っただけで……」


    　二人のやり取りにかまわず俺は確認してみる。


    「軍備編制や空母って言うけど、五人でどうすんだ？　ハリアー置いたってパイロットがいないんだぞ？」


    　話しながら、ふいに俺は嫌いやな想像を思いつき、顔をひきつらせた。


    「ま、まさか俺たちを訓練するとか言ったりするのか……!?」


    「それもいいわね。パイロット養成学校に行く？」


    「何年かかるんだよ。しかも五機で何ができるっつーんだ」


    　ハリアーは運用しやすいが、やはり旧式で特殊であることは否いなめない。自衛隊のＦ15Ｊや米軍のＦ22などの超音速戦闘機にはまったく太た刀ち打うちできないはずだ。しかも五機なら一瞬で壊滅するだろう。


    「あはは、冗談よ。革命部の軍備には、大部隊もパイロットもいらない。私たちの防衛の主しゆ軸じくは次の三つ」


    　そう言って、莉音はホワイトボードを振り向き、マジックを取り上げた。


    　サラサラと書き付けていく。


    



    ■新生国家防衛の三要領


    　①ミサイル


    　②ミサイル防衛


    　③核兵器


    



    　ホワイトボードを注目していた俺たちは沈黙した。


    　莉り音おんはマジックを置いて、微笑ほほえみながら口にする。


    「まずは①。ミサイルってどんなものか知ってる？」


    「えっと、飛んでいくやつよね」


    　沙さ織おりの言葉に、柚ゆずさんが続く。


    「ロケットみたいだって思うんです」


    　莉音は腕を組んで首をかしげる。


    「うーん、じゃあ大砲とミサイルの違いってわかるかな？」


    「違いなんてあるの？」


    「わかりません」


    　再び沙織と柚さんが言った。フッ、と恒こう太たは鼻で笑う。


    「おやおや、娘どもは大砲とミサイルの区別もできないとは……」


    「何よ。あんたちゃんと答えられるの？」


    「ククク、簡単だよ。大砲は、狙ねらいをつけた場所にただ飛んでいくだけのもの。火薬の燃焼や風の影響で大きく標的から外れることもあるし、そもそも動いている敵に当てることは極めて難しい代しろ物ものだよ。ピストルが大きくなったものだと思えばいい」


    「ミサイルだって同じでしょ。敵に飛んでいくんだし」


    　沙織が食い下がると、恒太は大おお仰ぎように首を振った。


    「これだから素しろ人うとは困る……。ミサイルとは誘導弾。娘どもにもわかるように説明してやると……ミサイルにはシーカと呼ばれる高性能な頭脳が搭とう載さいされていて、目標を追つい尾びする能力を持っている。つまり、俺のように高性能なシーカを持つミサイルであれば、敵が見えなくとも、はるか彼方かなたの敵であろうとも、目の前に巨大な壁があろうとも、自在に動いて目標を破壊することが可能というわけだ」


    「……ふ、ふーん……そ、そうなんだ……。あいかわらず無駄な知識だけはあるのね……」


    　沙織は口元をひきつらせながら言った。


    　どういうわけか恒太には、昔から軍事に関する知識がやたらとあった。勉強し始めたばかりの俺では、とうてい敵かなわないほどだ。もちろん、あくまで知識だけだが……。


    　莉音が補足する。


    「ミサイルは、あらゆる標的物を撃破できる誘導装置を備そなえている。固定した標的はもちろん、動いている航空機や艦船に攻撃を加えることが可能なの。第二次大戦までは、航空機を撃ち落とすためには航空機か、あるいは目視して高射砲を使わなければならなかった。でも今はね、はるか彼方かなたの宇宙船だって、ミサイルで撃ち落とすことができるのよ。今のミサイルだと制空権までは確保できないけど、敵地を攻撃する手段を持っているという意味で重要。この人数で戦争するなら、もっとも効率的な方法ね」


    　制空権とは航空優勢とも言われ、特定の空域を支配した状態のことである。制空権を確保することで味方航空機の援護を受けやすく、敵航空機の脅きよう威いが減り、戦局を有利に展開できるようになる。


    　恒こう太たも続く。


    「いや、一いち概がいにミサイルだけで制空権が取れないとまでは決して言えない。アメリカは航空機の運用で制空権を押さえるが、ロシアは対空ミサイルの運用で制空権を確保する。だからロシア製ミサイルの射程は長いのだよ。巡じゆん航こうミサイルなら射程数百キロメートル。ＩＣＢＭ（大陸間弾だん道どう弾）なら射程数千キロメートル。あとは、数が揃えばいいのだ。極論するが、敵国上空に雨あられとミサイルを降り注げるなら、ミサイルのみで戦争に勝つことも可能だと、俺のギガスがささやいている」


    「今度はミサイルを開発するんですかぁ？」


    　柚ゆずさんが場違いな声を上げた。


    「その通りだ。柚にはミサイル開発に取り組んでもらうことになる。これは極秘任務なのだよ。なに、技術は俺が指導するから、それほどかかるまい」


    　恒太の話を、莉り音おんは即座に否定する。


    「まさか。自力開発は柚ちゃんだって簡単じゃないわ。ミサイルってのは最先端科学技術の結けつ晶しようなのよ。量子力学、電磁気学、熱力学、反応化学、高分子工学、火薬学、構造力学、電子工学……まだまだたくさんの分野の先端科学者が集まって開発するものなの。だから、『おりおんクローズ』の開発みたいにソフトウェアが書ければいいだけのものじゃない。最初のうちは、必要十分な数を仕入れてくるのがベターでしょ。いろんなタイプのミサイルが軍ぐん需じゆ市し場じように売っているからね。……でもいずれは、まったくあたらしいタイプのミサイル――たとえば上空を旋せん回かいしながら敵機を待つミサイルや、ターゲット不明の場合に一時帰還するような無人戦闘機とミサイルの中間のようなもの、それから宇宙で静止して待機することで発射基地への攻撃を無効化するミサイル――そういうヤツを独自開発できればって思ってる。そうなれば、制空権まで押さえて、戦争で圧倒することも不可能じゃないわね」


    「そうとも言える。この俺が各種技術をマスターするまで、今しばし待て」


    　椅い子すにふんぞりかえる恒太に、沙さ織おりが厳しく指摘する。


    「あんた、ちょっと黙ってなさいよ」


    「じゃあ……莉音が常々言う軍備っていうのは、俺たちが想像する軍隊じゃなくて、たくさんのミサイル群ってわけなのか？」


    　俺は聞いてみた。


    「そうよ。革命部の戦闘スタイルはミサイル主体。もちろんミサイルだけだと攻撃的運用が難しいし、作戦の柔軟性にも欠ける。でもね、パイロットが不要だし航空基地もいらない。私たちに適切な軍備だと思わない？」


    「なるほど……だから大部隊がいらないって言うんだな」


    「敵地を制圧し、その治安を維持するためにはどうしても軍隊が必要よ。でも私たちは、まずは防衛戦を乗り越えなくちゃね。それに現実問題、革命部軍の総兵力は五人しかいないでしょう。陸軍二名、海軍三名。ちなみに陸軍は巳み継つぐと恒こう太たで、海軍は私と沙さ織おりと柚ゆずちゃんね。空軍は、海軍が兼ねるから。これ重要な編成だから憶おぼえておきなさい」


    　――り、陸海空軍の編成に何か意味があるのだろうか……？


    　しきりに俺は戸と惑まどったが、しかし柚さんは嬉き々きとして言う。


    「私、海軍なんですね！　ドキドキしてきました！　がんばろうって思います！」


    　一方の沙織は顔をひきつらせる。


    「そ、それって、単に男女で分けてるだけなんじゃないの……？」


    「ほう……この俺は陸軍元げん帥すいというワケか。ロンメルを超える鮮やかな戦車戦を世界に魅みせるときは近い」


    「いつ元帥に出世してんだよ……」


    　俺はため息をつきながら言ったが、恒太は動じた風もない。


    「俺の異い名みようはもう考えてある。『砂漠の巨星』……のちに少年少女に語り継がれていくだろう。俺の活躍が少年漫画誌で連載されるのはもはや確実……」


    　恒太にかまわず莉り音おんが続ける。


    「次は②のミサイル防衛。敵ミサイルを撃ち落とす仕組みね。敵のＩＣＢＭ（大陸間弾だん道どう弾）を宇宙で撃ち落としたり、ＩＲＢＭ（中距離弾道弾）やＳＳＭ（地対地ミサイル）に別のミサイルを命中させて破壊するのね。みんなも知ってるところだと、イージス艦が有名でしょ」


    　誰も頼んでいないのに、恒太は我が物顔で解説し始める。


    「イージス艦は、その名の通りイージスシステムを搭とう載さいした艦かん艇ていだ。イージスシステムは、多数の空中目標を同時に捕ほ捉そくして交戦できる、極めて高い防空能力を持っている。もちろん通常のイージスシステムは対航空機の迎げい撃げき用だが、弾道ミサイル迎撃用として改修・運用することも可能なのだ。実際、日本のイージス艦は、弾道ミサイルを撃ち落とすミサイル防衛が重要な役割のひとつと言っていいだろう」


    　莉音が続ける。


    「ミサイル防衛を整備するには、とてつもない費用や技術力が必要になるわ。音速で飛ぶミサイルを撃ち落とすっていう離れ業わざだから、ミサイルや核兵器の開発と比べても、ずっとずっと難しい。それにミサイルなら既き製せい品ひんを買えばいいんだけど、ミサイル防衛システムは重要軍事機密だけに売っていないから……これは独自開発が必要ね」


    「だって、ミサイルも独自開発はしないんだろ？　もっと難しいミサイル防衛を独自開発するって……時間やお金がいくらあっても足りないんじゃないか？」


    　不自然だと思って俺は聞いた。


    「そうね。コストがかかりすぎる。だからね、ミサイル防衛は後回し」


    「じゃあつまり、目標にだけは掲かかげておいて、当面の軍備編成には加えないということか？」


    「残念だけど、そうなるわね。まずは、サムライみたいに一撃必殺の手段だけ持っておいて、防衛面は後回しってわけ。相手を倒せることさえ明らかならば、よほどのことがない限り相手は攻撃をしかけてこないから。でもいずれ、きっと整備する」


    「なるほど……」


    　ひとまず俺は納得した。いや、ミサイルとかミサイル防衛とか言われても、そもそも納得できるような話じゃない。それでも、莉り音おんならしかたない。


    「最後は③の核兵器。ミサイルに搭とう載さいするのは、通常弾だん頭とうの他に、必要に応じて核弾頭もありえる。実際に使用はしないにしても……持っているという状態が重要なの」


    　再び俺が聞く。


    「でも、核兵器って持つと悪影響があるんじゃないのか？　日本だって、それで持たないんだろ？」


    「たしかに既き存そんの国家にとっては、核兵器を持つことで国際関係が悪化して、経済や政治に重大な悪影響をおよぼすことが多いわね。経済交流が低迷するし、援助だって打ち切られる。いいことなんてあまりない」


    「なら……」


    　莉音は俺を指さしてきた。


    「でも考えてごらん。私たちのように、勝手に土地を占せん拠きよして建国しちゃう国家は、国際関係が良好だと思う？」


    「どう見ても極悪……」


    「でしょ？　だからなんの影響もない。むしろ何らかの大量破壊兵器を持っておかないと、一瞬で潰つぶされちゃうの。抑よく止し力りよくは絶対に必要よ」


    　唐とう突とつに恒こう太たが口をはさむ。


    「その通りだ。俺たちに大部隊はいらない。生き残るために、核技術こそが革命部の生命線なのだよ」


    「あんたねぇ、さっき私が三〇〇万人率ひきいるとか言ってたこと、もう忘れてるの？　その軍勢はどこ行ったのよ!?」


    「おや、まさかまさか、沙さ織おりは三〇〇万人を率いるつもりなのか？　自分で言って照れくさくはないのか？　プクククク」


    「――ッ！　あ、あ、あんたが言ったんでしょうが……。……殺す……あとで絶対殺すから」


    　沙さ織おりは怒りでわなわなと打ち震ふるえた。


    　俺は冷静に聞く。


    「でもさ、だいたい核兵器なんて、ミサイルみたいに仕入れることができるのか？」


    「核兵器についてだけは、ノウハウを集積して、実物を私たちで開発しなくちゃ」


    「ミサイルだってミサイル防衛だって現実的じゃないんだろ？　核兵器は現実的なのか？」


    「高性能ミサイルは横断的な技術の結けつ晶しようだけど、核開発は原子力をマスターすればいいの」


    　柚ゆずさんが両りよう拳こぶしを握りしめて口にする。


    「あの……よくわかりませんが、がんばろうって思います。莉り音おん部長がいれば、きっと大丈夫だと思うんです」


    「柚ちゃん、気持ちは嬉うれしいけど、原子力のマスターも簡単じゃないわ。基礎技術やノウハウは、他から持ってこなくちゃならないでしょうね。先進国が数年かかって、やっと成なし遂とげられるほど高い技術レベルが必要だから。それでもね、果てのないミサイルやミサイル防衛の開発と比べたら、終わりがハッキリしてるだけ楽と言えるわ」


    「どうして核兵器にだけ終わりがあるのかわからないな」


    「ほら、ミサイルは永遠に高性能化していくし、ミサイル防衛だって常に最先端ミサイルに対応させなきゃいけないでしょ」


    「高性能化ってどういうことだ？」


    「たとえばね、あたらしいステルス戦闘機が開発されれば、ミサイルも最新ステルス技術に対応させなくちゃ。そのミサイルに、さらにミサイル防衛を合わせていかなくちゃならないわけ。要は、いつまで経ってもイタチごっこの繰り返し」


    　俺はポンと手を叩たたく。


    「あっ、なるほど！　そう考えれば、核だけは終わりがある。別に爆発の威い力りよくを何百倍にする研究なんて必要ないもんな」


    「そう。核兵器は、小さなものでも起爆に成功すればそこで終了」


    「……と言ってもさ、核兵器の開発なんてどこでやるんだよ。まさか……ここ？」


    　俺は地べたを指さした。


    「ここじゃ狭いわ。もちろんタンカー内で開発するのよ。そのために、私たちは海運会社をスタートさせるの」


    　そんな莉音の話に、俺は吹き出した。


    　どうしてタンカーを買うのか、今わかった。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉り音おんは東京湾、購入予定のタンカーにジリヤを呼んだ。ジリヤは商売と聞いてキプロスからすっ飛んできた。タンカーの引き渡しは海運会社の設立登とう記きが終わり、岸がん壁ぺきが確保できてからである。


    　船せん橋きようからタンカーを見下ろしてジリヤは言う。


    「船員なら、私の方で手配してやる。海軍出身の方がいいだろう？　ちょっと高くつくけどな」


    「そうね、それじゃジリヤに依頼するわね。お金は何とかするから。それから、ヘリを二機調達したいの。一人で操そう縦じゆうできるやつ」


    　莉音の言葉にジリヤは振り向いた。


    「なんだ？　莉音がパイロットか？」


    「うん」


    「いいだろう。Ｋａ‐50なんかどうだ？　ロシア空軍の単座式攻撃ヘリだ。こいつは上等なもんだぞ」


    「ちょ、ちょっと待って。日本国と余計なトラブルになるし、まだ軍用はいらないわ。民間用でいいの」


    「なんだ。つまらん」


    「君は商売できるならいいんでしょ。それから今すぐじゃないけど、ミサイル車両を一〇台と、ミサイル各種。もっとお金を稼かせいで前渡ししておくから、いずれ確保してもらう」


    「どんなミサイルだ？　スカッドからパトリオットまで、性能も値段も段違いだぞ？」


    「ジリヤが調達できる最さい高こう峰ほうでお願い。とりあえず地対空ミサイル三〇〇。地対艦ミサイル一〇〇。それからＩＲＢＭ一〇。もちろん、以降も継続して仕入れることになると思う」


    「ははは、こいつは優良顧こ客きやくだ。それと、もし国際関係に波風が立つような売買になるんなら、運うん搬ぱんを極ごく秘ひ裏りにしなくちゃならんから……通常価格の三倍だ」


    「それでいい。正直、三倍なら悪くないわ。本当に」


    　ジリヤは口笛を吹いた。


    「ヒュー、言ってみるもんだな。だが、金の方は本当に大丈夫なのか？　ミサイルの数を揃そろえるとなると、半はん端ぱな金じゃないんだぜ。お前らのグループに、そんだけの資金力はないだろ」


    「アクアスや速はや水みの株価はどんどん伸びてるけど、それでもグループ全体の価値が二兆円に届くか届かないかってところ。最低でも、あと一〇倍は必要だって思ってる」


    　――最低一〇倍って……どんだけ大富豪なんだよ……。


    　側そばで聞いていて、俺は呆あきれて首を振った。


    　莉音は続ける。


    「だから、まだまだグループを大きくしないと。これからは、それと並へい行こうして、少しずつ軍備拡張を進めるつもりなの」


    「じゃあこいつも軍備の一環ってわけか。こんな鉄てつ塊くれ、一撃で海の藻も屑くずだけどな」


    　そう言って、ジリヤは再びタンカーを眺め下ろした。


    「それからもう一つ商談があるの。ミサイルに搭とう載さいする弾だん頭とうは、核弾頭も選択肢の一つ」


    　ジリヤは顔をしかめて莉り音おんを見やった。


    「おいおい、核だけは売らないぜ。敵国に核を落とす前に、こっちの商売が壊滅しかねない」


    「わかってる。自主開発するから」


    「マジかよ……。プルトニウム型か？」


    「ううん。濃縮ウラン型。このタンカー内でやれるように」


    　それを聞いたジリヤは吹き出した。


    　莉音から聞いたところによると、核兵器とひとくくりにしがちだが、二つのタイプに大別できるらしい。


    　ひとつがプルトニウム型、もうひとつが濃縮ウラン型である。どちらのタイプにも長所と短所がある。


    　プルトニウム型の原料は、原げん子し炉ろでウラン燃料棒を燃やすことで生まれる。このプルトニウム型は比較的単純で取り扱いやすい。しかし巨大な再処理施設が必要になり、かつ施設の形にも特徴があるため、外から見てすぐに核開発工場だとわかってしまう欠点がある。


    　一方、濃縮ウラン型は、天然ウランにわずか〇・七％しか含まれない核分裂性のウラン２３５の濃度を九〇％以上にしたものだ。それには遠心分離器と呼ばれる精密機械が必ひつ須すで、高度な技術がなくてはならない。ウランを濃縮する極めて複雑な工程をマスターした国は数少なく、先進国でさえゼロから始めれば数年の時と、兆単位の資金を要する。しかしこの遠心分離器は、ちょっとした施設や倉庫に隠すことができるのだ。そのため、秘ひ密みつ裏りに開発を進める上では好ましいタイプと言えた。


    「だからタンカーなのか……なるほどな。プルトニウム型は、ここじゃ作れないもんな。だけどウラン濃縮技術のハードルはえらく高いぜ。そいつはどうするつもりだ？」


    「それを相談してるの」


    　ジリヤは肩をすくめる。


    「参まいったな。核開発にはノータッチ。なんせ私、ＩＡＥＡにも知り合いいるしさぁ」


    　ＩＡＥＡ――国際原子力機関は、原子力の平和利用を促進しつつ、軍事転用されないための調整や監視を行おこなう国際機関である。ジリヤは元国連職員だから、人脈があっても不思議ではない。


    「ウソ。パキスタンの核開発に関わったって前に自分で言ってたじゃない」


    「ぶっちゃけ、そいつは営業トークみたいなもんだよ。私のところの関連会社が、ほんの少し専門機器の仕入れに協力したって程度でさ。名前貸ししただけで、ブツさえタッチしてない」


    　世界の核保有国は、表向きアメリカ・イギリス・フランス・ロシア・中国の五か国ということになっている。すべて国連の常任理事国だ。


    　しかし実際には核を保有する国は着実に増えていて、公然とした事実として確認できている国だけでも、イスラエル・インド・パキスタン・朝鮮民主主義人民共和国が名前を連つらねている。


    　核兵器の開発は技術レベルが高く、技術的にも産業的にも国家の総合的な社会基盤インフラストラクチヤーが必要と言われている。


    　だからこそ、パキスタンや北朝鮮などの、インフラが発展していない国の核兵器保有は世界を驚かせた。


    　パキスタンでの開発計画終了は、国民的英雄にして世界の敵という二つの顔を持つカーン博士――この一人の技術者による熱意の賜たま物ものだった。そしてカーン博士は、北朝鮮のミサイル技術と核技術を交換し、こうして北朝鮮まで核への切符を手に入れたのだ。


    　このカーン博士の闇やみの軍事技術ネットワークは多方面にわたっていて、さまざまな人間が、さまざまな形で協力していた。


    　協力していることすら知らずに協力した人も少なくなかった。だからジリヤが、そのネットワークに関係していても不思議ではないのである。


    　莉り音おんは上うわ目め遣づかいで言う。


    「パキスタンに、協力はしたんだ？」


    「正直、私もパキスタンや北朝鮮が核かく弾だん頭とうを持てる産業力があるなんて考えてなかった。国防総省やＣＩＡだって、不可能だと認定していたくらいだからな。私もびっくりだよ」


    　あっけらかんとしてジリヤは続ける。


    「核開発に携たずさわった科学者はたくさんいるし、再就職先を探してるヤツだって少なくない。だから技術に関しては、なんとかなるもんだ。しかしだぞ、最大の難関は膨ぼう大だいな精密機械部品の仕入れなんだよ。遠心分離器から特殊バルブに至るまで、数千個もの高度なパーツが必要になってくる。そういう物品は各国政府機関によって動向が監視されていてだな、よほど信頼のおける軍や企業じゃないと仕入れることができないんだ。パキスタンや北朝鮮がもっとも苦労したのもそこだよ。それでたまたま、うちの名前を使われたことがあったのさ。別に言い訳する必要なんてないが、私らはそのとき、相手の会社にパキスタン情報部の息がかかってるなんて知らなかった。彼らは膨大な人員と資金を使い、入念に準備を進めたんだ。だから、とても革命部で仕入れることは不可能だろう」


    「信頼のおける……軍や企業……」


    　ポツリ、と莉音はつぶやいた。


    「そうだ。たとえば日本なら、防衛省とか、原子力に関係のある東とう共きよう電でん力りよくあたりなら買えても、革命部じゃ絶対に買えないよ。ああ、それから、必要な資材の供きよう給きゆう源げんは日本企業も多いぞ。日本政府はとくにうるさい」


    　とつぜん、はじかれたように莉り音おんは笑顔を浮かべ、ジリヤを指さす。


    「それよ！　今思いついた！　基礎技術と開発資材、両方一気に手に入れる方法！」


    「ないない。無理だって。そんなことができるなら、世界は核保有国で溢あふれかえってるね。青年、ちょっと莉音を思い留とどまらせてくれよ」


    　ジリヤが俺を向いて言ったので、俺は正直な感想を口にする。


    「話を聞いた限りじゃ、ジリヤの話は正論だと思えたよ」


    　しかし莉音は興奮しているらしかった。


    「ねえ、軍事用の核技術は、民間用と比べて、どれだけの違いがある？」


    「ふむ？　核技術は基本的に、民間のものを軍ぐん需じゆへ転換が可能だ。というより、民間と軍需の線引きなんて、あとから取って付けたようなもんだぞ」


    　莉音は跳びはねながら、ジリヤの腕を掴つかんだ。


    「でしょう!?　去年、エグゼスエレクトロニクスが、世界最大のアメリカの原子力メーカー、ウェスタンユニオンを買収したわよね!?　ほら、去年の大型買収！」


    　エグゼスエレクトロニクスは日本の巨大家電メーカーだ。エグゼスの頭文字Ｅ、エレクトロニクスの頭文字Ｅを取り、通称ＥＥとして多国籍企業化していて、世界でもっとも力のある総合家電メーカーだと言えた。


    「ああ、それがどうかし……た……マジか？　まさかまさか……」


    　言いながらジリヤは目を見開き、後じさる。


    「そう！　エグゼス！　そしてウェスタンユニオン！」


    「……」


    　ジリヤは息を飲んだ。


    　一方の莉音は子供のように瞳を輝かせる。


    「買収しちゃえばいいじゃない！」


    「エ、エグゼスエレクトロニクスって……世界最大のエレクトロニクス企業じゃ……」


    　俺は頭を抱かかえ込んで口にした。


    　たしかＥＥの売上は一六兆円くらいあったはず。社員は数十万人。売上が中堅国の国家予算並みだ。


    　半はん端ぱなメーカーじゃない。


    　ジリヤもあわてて手で制す。


    「待て待て待て。そんなの、スタインバーグ財ざい閥ばつだって簡単じゃない。なんせ世界のトップクラスなんだからさ」


    「でも、革命部ならできるわ！」


    　それを聞いたジリヤは、目に手をあててうなだれた。
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    「会社登とう記き完了！」


    　そう莉り音おんは宣言して、部室に集まった俺たちに登記簿謄とう本ほんを渡してくる。


    



    ■オリエントシーライン株式会社


    資本金 一〇〇億円（革命部一〇〇％出資）


    代表取とり締しまり役やく 羽は月づき　巳み継つぐ


    取締役 羽月　莉音


    取締役 折おり原はら　沙さ織おり


    取締役 泉せん堂どう　柚ゆず


    監査役 春かす日が　恒こう太た


    



    　俺が立ち上がって説明を始める。


    「日本の銀行から、革命部で三〇〇億円を借り入れたんだ。そのうち一〇〇億円を、今回の資本金に回してる。いきなり資本金一〇〇億円なんて、こいつはちょっとした会社だぞ」
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    「さっそく最初のタンカーの購入も決まったわけだし、少しずつ保有船せん舶ぱくを増やしていきましょう。でっかいヤツね」


    「タンカーって言っても、何を運ぶの？」


    　沙さ織おりが首をかしげた。


    「私たちが買ったのは石油タンカーだから、もちろん石油。他にも高速コンテナ船やＬＮＧタンカーを選定中で、とりあえず一〇隻せきくらい運用したいわね」


    「そ、そんなにバラバラいろんな種類買って大丈夫かしら……。なんの船会社かわからないわ」


    「今は運ぶ物に困らないくらいたくさんの仕事があるのよ。要は、他よりも安く運んであげさえすれば、引く手あまたでいくらでも仕事が転がり込んでくる」


    「でもそれって、単に仕事を安く引き受けるってことでしょ？　この前のタンカーだって何十億円するって言うし、利り益えきが出なかったら続けられないんじゃない？」


    「そんなに儲もうからなくていいの。これは私たちにとって大事な艦隊になるんだから。普段は商船として活動しておいて、一隻だけ核開発工場として使用する」


    「か、艦隊……」


    　沙織は困惑したようにつぶやいた。


    「そして当面の私たちに一番重要なこと。核技術をマスターしなきゃならない」


    「心配することはない。俺が今、猛勉強中だ。一週間ほどでマスターするだろう。任せたまえ」


    　偉そうな恒こう太たに俺がクギをさす。


    「一週間でマスターできるなら科学者なんていらないっつの……」


    　ややもすると、恒太は本気で勉強しているのかもしれない。しかし一週間どころか、一年や二年で身につけられるはずがない。


    　莉り音おんは続ける。


    「それでね、核技術の壁を一気に乗り越えるために、次はエグゼスエレクトロニクスを買収するわ」


    「……え？」


    　沙織は目が点になった。


    　急に恒太が中腰で立ち上がって目を見開く。


    「エ……エグゼスって……アレか？　アレなのか!?」


    「そう。アレ」


    　意味深な風に莉音が言うと、恒太は天を仰いで腹の底から込み上げるような高笑いを上げる。


    「……クククククク……アーッハッハッハッハ！　テレビから宇宙開発まで、ありとあらゆる最先端分野を行く巨大企業ＥＥ！　ついについに！　この俺が大宇宙に君臨する時代が来てしまったのだ！」


    「私のケータイ、ＥＥさんなんです！」


    　どこまでわかっているかわからない柚ゆずさんも、嬉うれしそうに追従した。


    「正確には、エグゼスエレクトロニクスそのものより、去年彼らが買収したウェスタンユニオンっていう世界最大の原子力メーカーが欲しいの」


    　莉り音おんの説明を、俺が補足する。


    「何でも、核開発するにあたって、一気にステップを乗り越えられるらしいぞ。俺にはよくわからんけど」


    「アクアスが終わったと思ったら、今度はＥＥって……私、もうなんだかワケがわからないわ……」


    　ため息をついて沙さ織おりは一人うつむいた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉音は、アクアスを訪ねていた。


    　革命部の顧こ問もんに就任してくれた立たち花ばな社長に、ＥＥ買収について相談にやってきたのだ。


    　立花社長はあくまで革命部顧問――外部のアドバイザー的な役目だから、直接革命部の仕事に関わるわけではない。困ったとき、悩んだときなどに、先輩事業家としてさまざまなアドバイスをしてもらうのである。


    　果たして、立花社長はどう反応するだろうか。


    　以前と変わらずアクアスの社員たちは忙いそがしそうに立ち働いていて、活気はまったく変わっていない。買収後の不安もないようだった。経営者も経営体制も同じだから、それも自然なことだろう。


    　すぐに社長室に通されると、立花社長は立ち上がって俺たちを迎えてくれる。


    「やあ二人とも。調子はどうだい？」


    「とっても上々ね」


    「どうも。アクアスはずいぶん売上が伸びてますね」


    　莉音と俺は挨あい拶さつしながらソファに腰かけた。


    　一連のＴＯＢ騒動のあと、アクアスの各店てん舗ぽの売上は堅調に伸びていた。なにせＴＯＢ劇のおかげで、テレビがアクアスの名前を朝から晩まで連呼したのだ。これで売上が伸びないはずがない。


    　立花社長は嬉うれしそうにうなずく。


    「そうなんだよ。こっちは大した経営努力なんてしてないんだけどね。マスコミが散々騒いでくれたおかげだな」


    「とくにテレビのおかげでしたね。連日連夜、タダで広告してもらったみたいなものですし」


    　言いながら俺は苦笑した。


    「まったくだ。関連して、うちのチェーンで『おりおんクローズ』を利用する人もずいぶん増えているよ」


    「うんうん。バブルみたいに利用者が増えてる。おかげさまでね」


    　莉り音おんも笑顔で応じた。


    「冷静に分析してみると、『おりおんクローズ』の顧こ客きやく増加も、アクアスチェーンとの提てい携けいだけだとこれほど急激には伸びなかったと思うんだ。すべては、テレビや新聞がお祭り状態だったおかげだと思うよ。あれだけバカ騒ぎすれば、どんな無名商売だって一夜にして巨万の富とみを得られるはずさ」


    「結果論ですけど、グループ全体が好景気って感じですね。世の中、不況なのに」


    「アクアスのオンラインショップもアクセスが一気に増えた。だからオンライン事業部を一気に拡充してね。視聴者は忘れやすいから、この機会にどれだけ攻勢をかけられるかが勝負だよ」


    　俺は笑いながら応じる。


    「次の攻勢って、なんかヤダな。それってマスコミ対策ですよね」


    「テンポよく次のお祭り騒ぎを演出すると、いっそう売上が上がるはずさ。こりゃまともな商売より、テレビイベントの仕掛け人でもやっていた方が儲もうかるな」


    　立たち花ばな社長が肩をすくめると、莉音がほんの少し照れたように口にする。


    「実はね、そのお祭り騒ぎで相談があってやってきたの」


    　立花社長はヒザを叩たたいて身を乗りだす。


    「ハハハ！　そりゃまた、ずいぶん手を打つのが早いんだな。まったく呆あきれ返るよ。お次は、どんなことをするつもりなんだい？」


    「……ＥＥの買収に乗り出そうと思って」


    　大きく息をはいた立花社長は、ソファに身体をあずけた。先ほどと一転したように険しい顔つきだ。


    「……。……いくらなんでもそいつは無理だ。君らのことは、もうたいてい許容できるつもりだが……ＥＥとなれば次元が違うよ。日本を象徴するナショナルブランドだけに、国民の反発もありそうだぞ」


    「でも、ＥＥは前期三〇〇〇億円の赤字だし、つけ込む余地はあると思うの」


    「ないない。まったくない。ＥＥは不採算部門を積極的に切り離しているから、前期の赤字は一時的なものだよ。技術力は世界のトップレベル。企業の規模だって、アクアスなんて足下にもおよばない」


    「わかってる。でも必要なの。……正確にはね、去年ＥＥが買収したウェスタンユニオンが欲しい」


    「……原子力の？」


    「そう。原子力のね」


    「……うーん、ＥＥがウェスタンユニオンを手放すとは思えないな」


    　立たち花ばな社長は首をひねった。そして、言い聞かせるように続ける。


    「いいかい、ＥＥが提唱している『新エネルギー戦略』ってヤツがある。それは、石油に代わる新エネルギーをＥＥが開拓、支配しようという世界的大構想だ。こいつは本当に凄すごい話なんだぞ。石油に支配される世界経済を、一気にＥＥ支配に転換させてしまおうと、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているということだ。ウェスタンユニオンは、その戦略の一いつ端たんを担になう重要な企業なんだよ。しかもウェスタンユニオンは稼かせぎ頭がしらときてる。ＥＥにとって、これ以上ないほど得がたい企業なんだ」


    　そんな説得にも、莉り音おんは何とも思わない風だった。


    「ＥＥがウェスタンユニオンを手放してくれるのならそれでいい。手放さなければＥＥ自体を買収するわ。その方法を相談したいの」


    「無理だ。こればかりは」


    　立花社長は首を横に振った。


    　しかし莉音は食い下がる。


    「無理だっていう前提でもいい。何か突破口はないかしら？」


    「……そこまで言うってことは……もしかしたら、君には何か漠然としたプランでもあるのかい？」


    　うかがうような立花社長の鋭い視線。


    　莉音はあっけらかんとして降参のポーズをしてみせる。


    「ない」


    　立花社長は盛大に吹き出した。


    「参まいったな。少しは期待して聞いたんだけど、即答か。やれやれ、君らは本当に桁けた外はずれだ」


    「どんな方法でもいいの。立花社長のいろんなアイデアを聞きたい」


    「ちょっと待ってくれ。今、ＥＥのデータを落とすから」


    　そう言って、立花社長はソファから腰を上げてパソコンに向かった。モニタを向いて検索を始め、書類を何枚かプリントアウトする。そしてプリンターからはき出された紙を、テーブルに丁てい寧ねいに並べた。


    　書類には、ＥＥの基本的な会社情報が羅ら列れつされている。


    



    ■基礎データ


    商号 株式会社エグゼスエレクトロニクス


    創業 一八八九年


    資本金 五三六二億円


    売上高（連結） 一六兆七〇〇〇億円


    純じゆん利り益えき（連結） ▲三三八〇億円


    従業員数（連結） 四〇万八九〇〇人


    子会社数（連結） 一〇二六社（国内三九四社、海外六三二社）


    時価総額 一四兆五〇〇〇億円


    



    ■主要株主


    いずほ銀行 四・二％


    大たい正しよう銀ぎん行こう 三・九％


    ＨＢＢＳホールディングス 三・五％


    



    ■主要子会社


    エグゼス重化学工業 　　　　六二・二％


    ウェスタンユニオン 　　　　七〇・八％


    エグゼスマテリアル 　　　　五〇・六％


    



    ■ランキング


    世界企業・売上高ランキング 　一四位


    世界企業・時価総額ランキング 　二六位


    世界企業・純利益ランキング 　該がい当とうなし


    日本企業・売上高ランキング 　三位（一位は五ご菱びし商事、二位はトヨダ自動車）


    



    ■歴史


    一八八九年、東とう亜あ電気工業設立。初代社長は明治の元げん勲くん・柏かしわ木ぎ甚じん呉ご。帝国政府の官営野の沢ざわ電でん機き工場の払い下げを受けて操業開始。


    一九二一年、第一次世界大戦の反動不況により破産した大おお島しま製鉄を支援再建し、傘さん下かに組み込む。その後も次々と破は綻たんした企業の支援を進め、製鉄・造船・軍ぐん需じゆに進出。


    一九四六年、ＧＨＱによる第三次財ざい閥ばつ解体指令で、東亜財閥解体命令を受ける。製鉄、造船を別会社として分離独立させ、社名を帝てい国こく電機と改め再スタート。


    一九五四年、社名をエグゼスエレクトロニクスに変更。


    一九七三年、連結売上高一兆円を突破。


    一九九二年　連結売上高一〇兆円を突破。


    　現在に至る。


    



    「……やっぱりこいつは凄すさまじいな。なんかもう歴史が違う」


    　俺は素直な感想をもらした。


    「時価総額一四兆五〇〇〇億円だから、軍資金は最低でも八兆円はないと。いや、一〇兆円は必要だろう。それは用意できるのかい？」


    　立たち花ばな社長が聞くと、莉り音おんは腕を組んだ。


    「……わからない。うーん……無理かも」


    　一応、俺が突っ込みを入れる。


    「だったら端はなっからダメじゃん。お金がないのに買収も何もないだろう。仮にローザに話を持ちかけたとしたら、スタインバーグが話に乗るかな？」


    「それは当てにしてない。これは独力でやらなくちゃ」


    「ＥＥ買収には、相当な世論リスクがある。なんせＥＥのことを、日本そのものみたいに考える人は多かろう。そういう案件に、財ざい閥ばつのお偉いさんたちは手を出さないよ。彼らは賢かしこいからね。ぼくらと違って」


    　自分を指さして、立花社長は笑いながら言った。


    　莉音はうなずく。


    「そうね。どんなに私たちがマスコミの前で語っても、世論は猛反発に向かうでしょう」


    「うん？　……待てよ。世論の猛反発……それはやっぱり、買収を恐れてということになる」


    　立花社長は手を口に当て、何か考える風だった。


    「そりゃ、買収を恐れなかったら反発なんてしないわよね」


    「革命部には本来、どうがんばってもＥＥを買収する力なんてない。それでも、革命部が買収をしかけたら、世論は反発するんだ。ＥＥが買収されてしまうのを恐れて」


    「うん。そうよね」


    「考えてみれば、なんだかアベコベな話ですね。買収する資金なんてないのに、買収を恐れるなんて」


    　莉音と俺を制して、立花社長は言う。


    「……ちょっと考えさせてくれ」


    　俺と莉音は押し黙った。


    　しばらく立花社長が視線を落とし、顎あごに手をあてて考える様子を、俺たちは静かに見つめていた。


    　ふいに、立花社長が顔を上げる。


    「耳を貸してくれ」


    　立花社長が莉音に耳打ちを始めた。


    　ずいぶん長い話だ。莉音はうなずきながら聞き入っていた。


    　徐々に莉り音おんはニヤニヤ顔になっていく。


    「いいわね！　決まりッ！　その案でＥＥに買ばい収しゆうをしかけましょう！」


    「ただし真っ当な方法とは言い難がたいぞ。ぼくなら絶対にやらないな……というか、まともな事業家ならそんなことはしない」


    「大丈夫だって！　急拡大に綱つな渡りはつきものなんだし、行けるところまで行っちゃいましょう！」


    「本当の本当に、この案でやるつもりなのかい？」


    　立たち花ばな社長はあきれたような、しかし興奮を隠せない様子だった。


    「うん。大決定でしょ！」


    「…フフフ。さすがだな。ならば今から密ひそかに、親族名義でＥＥ株を仕入れてもよさそうだ。財産をぜんぶ突っ込んでも損はしないよ」


    「ど、どうしてぼくには教えてくれないんです!?」


    　困惑して俺は聞いた。俺だけ仲間外れにされるのは心外である。


    　しかし莉音と立花社長は無慈悲に言う。


    「巳み継つぐには本気出してもらう必要があるからね」


    「君には、ぼくを負かしたそのスピーチの手腕で、マスコミにぶちかましてもらう必要がある。ＥＥ買収は、一世一代の大勝負になるぞ」


    「ま……またっすか……？」


    　いやな予感がして俺はうなだれた。


    　――一体全体、俺は一世一代の勝負を何度繰り返せばいいのだ？


    　これでは命がいくらあっても足りない。


    　次は、どれだけデカイ話をぶちかまさなくてはならないのか。


    　なにせＥＥは世界に冠かんたる巨大企業である。半はん端ぱな話じゃ相手にならない。


    　しかし俺の心配など余よ所そに、莉音と立花社長は意味深に笑い合っていた。俺には、二人が悪魔に見えた。


    　部費一兆八六五〇億円。借しやつ金きん二三〇〇億円也なり。
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    この作品はフィクションです。実在の人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。

  



  
    あとがき


    



    　子供のころ、ＲＰＧがしっくりきませんでした。いつも疑問をかかえていたからです。


    　ラスボスを、素直に受け入れることができませんでした。


    　ラストまでたどり着くと、たいていラスボスが語り出します。


    　あるゲームではこう。


    「俺は○○の血を引く者の力を使わずとも、自ら世界を滅ほろぼす力を手に入れた」


    　それってすごいことなんです。「人間が空を飛べた！」くらいの革命なんですよ。それを実現したラスボスって実はすごいヤツで、たいへんな苦労と辛しん酸さんをなめたはずなのです。


    　ぼくにはどう見ても、自分の操作する主人公より、ラスボスの方が苦境の道を歩んできたように思えて仕方がありませんでした。いちいちていねいなフラグが用意されてある主人公たちは、バラバラにやってくるモンスターたちを大量虐ぎやく殺さつしながら、楽々と進みます。


    　一方、ラスボスの方は、頭の悪いモンスターたちをなんとか統率して、しかしけっきょく最後はひとりで戦うわけです。ほんの少しでもモンスターに知性があるのなら、一〇万くらいの大軍で主人公たちを包囲殲せん滅めつすればいいのに。


    　とにかく、あらゆる艱かん難なん辛しん苦くに耐え、ラスボスは強い使命感に燃えて戦います。たいていのケースで、ラスボスは世界を滅ぼそうとする存在です。


    　でも、ちょっと待ってください。


    　べつにラスボスは指先ひとつで世界を滅ほろぼせるわけではないんです。ほぼすべてのＲＰＧの設定で、ラスボスは全能の存在でもなんでもなく、彼は彼なりに多大な苦労をしてきたことがうかがえました。世界を支配するとか破滅させるなどということは、よほど強固な信念を持たずしては、なしとげられないことです。まぁたしかに、最初から全能の力を持っているなら、「早くやっておけよ！」とツッコミが入ってしまいますよね。


    　本来、ラスボスになれるほどの力を持ってすれば、悠ゆう々ゆう自じ適てきで楽しい日常が送れたはず。頭が悪いなりに一生懸けん命めいな大量のモンスターたちもなついています。


    　それでも、そんな日常を捨て去って、使命感に燃えて戦ってきたのです。現在の地位に至る過程において、着実に力をつけ、万ばん難なんを排し、苦しみながらも成長しつづけてきたラスボスのすがたを想像すると、憐れん憫びんをさそいます。


    　いったいどれほど強い信条が、ラスボスを突き動かしたのでしょう。自らの信念に、押しつぶされたりしないのでしょうか。自らの使命の重さを、嘆なげき悲しんだりはしないのでしょうか。世界を滅ぼそうとするだけの強いイデオロギーを、ラスボスは持っているのです。


    　もちろん当時のぼくは中学生だっただけに視野が狭せまかったですし、こうして思考を言語化する力もなく、かわりにモヤモヤしたわけです。


    



    　でも大人になって、物語とは大なり小なりそういうものだという諦てい観かんが自然と身につきました。


    　ええ、よくわかりますとも。物語は素晴らしい！


    　たぶん二〇代前半までは、それなりに楽しくやっていたはず。


    　でもね、ふと気づけば、いつの間にか、ぼくは物語を消費しなくなっていました。


    　子供のころはさんざんプレーしていたゲームもしなくなった。テレビもまったく見なくなった。映画も見ない。小説も読まなくなった。せいぜい漫画を、ときどき暇ひま潰つぶしで見るくらい。


    　そんなこんなで物語に触れないまま、一〇年は経ったでしょうか。


    　ですが不思議なことに、そんなぼくにもかかわらず、いつしか書きたいものができていた。いやはや、われながら驚きです。


    　ＲＰＧで言うところの正義など、踏み越えてやりたい。ＲＰＧの主人公には身近な人を守りたいという大義があり、ラスボスにも間違いなく大義がありました。正義は、どちらのものでもありません。


    　西せい欧おう中世は、神が正義でした。近代は、帝国主義が正義でした。現代は、民主主義と資本主義が正義です。しかしぼくにはどうしても、現代社会に正義があるなどと信じることはできない。今からほんの少し先の世界では、正義のかたちはまた変わることでしょう。私たちの正義は、永遠に変わり続けていくのです。


    　だからぼくは、そんな話を書いてみたい。


    　ぼくらの悪も正義も、暴ぼう虐ぎやくも倫理道徳も、ひとつところとして描きたい。偽善はいらない。もっと真剣に、人間と向き合ってみたい。


    　時代の流れも何もかも、世界のすべてを盛り込んでみたい。


    　ぼくの作家としての生命はそこであり、そこにしかありません。


    　作家〝業〟などどうでもいい。


    　恥も外がい聞ぶんもなく告白すると、物語の外に、ぼくは光輝ある世界を打ち立ててみたいのです。
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